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会 期 月 日 曜日 開 議 時 間 摘       要 備    考 

第１日 ６月３日 火 午前10時 

本会議（開会） 

・会議録署名議員の指名 

・会期の決定 

・諸般の報告 

・議案上程 

・説明・質疑・討論・採決 

・委員会付託 

・全員協議会 

第２日   ４日 水  休会（議案調査）  

第３日   ５日 木 午前10時 本会議（一般質問）  

第４日   ６日 金 午前10時 本会議（一般質問） 
・議会報編集 

 特別委員会 

第５日   ７日 土  休会（議案調査）  

第６日   ８日 日  休会  

第７日   ９日 月 
午前10時 

総務文教常任委員会 

予算決算常任委員会 

（ 第 １ 会 議

室） 

午後１時 予算決算常任委員会（採決） 

第８日   10日 火  休会（議案調整）  

第９日   11日 水  休会  

第10日   12日 木 午前９時 福祉産建常任委員会温泉現地調査 産業振興課 

第11日   13日 金 午後１時30分 

本会議（閉会） 

・委員長報告 

・質疑・討論・採決 

・全員協議会 
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令和７年第３回高山村議会６月定例会会議録（第１号） 

 

令和７年６月３日（火曜日） 

                                  

高山村告示第28号 

 令和７年６月３日、高山村議会６月定例会を高山村役場に招集する。 

          令和７年４月18日 

                 高山村長 藤 沢 敏 和 

──────────────────────────────────── 

    議 事 日 程 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 承認第１号 専決処分した条例の承認を求めることについて（一般職の職員の給与に関 

           する条例の一部を改正する条例） 

日程第５ 承認第２号 専決処分した条例の承認を求めることについて（村税条例の一部を改正す 

           る条例） 

日程第６ 承認第３号 専決処分した予算の承認を求めることについて（令和６年度高山村一般会 

           計補正予算（第７号）） 

日程第７ 議案第35号 高山村個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正 

           する条例 

日程第８ 議案第36号 村税条例の一部を改正する条例 

日程第９ 議案第37号 高山村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一 

           部を改正する条例 

日程第10 議案第38号 高山村土地開発公社の解散について 

日程第11 議案第39号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第１号） 

日程第12 発議第４号 高山村議会会議規則の一部を改正する規則 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 会議録署名議員の指名 

２ 会期の決定 

３ 諸般の報告 

４ 承認第１号～承認第３号 



－2－ 

５ 議案第35号～議案第39号 

６ 発議第４号 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（12名） 

１番 久保田 雄 吉 議員       ２番 勝 山 正 弘 議員 

３番 滝 澤   聖 議員       ４番 梨 本   進 議員 

５番 沖 島 祥 介 議員       ６番 髙 井 央 葉 議員 

７番 柴 田 弘 男 議員       ８番 湯 本 辰 雄 議員 

９番 松 本   茂 議員       10番 山 嵜 秀 治 議員 

11番 黒 岩 清 道 議員       12番 西 原 澄 夫 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（なし） 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 藤 沢 敏 和  副 村 長 小 林 信 彦 

教 育 長 澁 谷 茂 夫  総 務 課 長 山 﨑 久 志 

住民税務課長 

(会計管理者) 
島 田   誠  健康福祉課長 黒 岩   慎 

産業振興課長 山 㟢 隆 広  建設水道課長 山 嵜 賢 一 

定住支援室長 鈴 木 靖 孝  
教 育 次 長 

(人権推進室長) 
堀   一 生 

──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 宮 川 洋 一  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午前10時04分  開 会 

○議 長（西原澄夫議員） 

 ただいまから令和７年第３回高山村議会６月定例会を開会します。 

 議会招集の挨拶があります。 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 改めて、おはようございます。高山村議会６月定例会の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し

上げます。 
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 本日は、令和７年第３回高山村議会６月定例会を招集申し上げましたところ、議員各位には大変

お忙しいところを御参集いただき、ここに開会できますことに対しまして、厚く御礼申し上げま

す。 

 日頃は、村政発展のために多大な御尽力を賜っておりますことに、深く敬意と感謝を申し上げま

す。 

 まず初めに、本年４月25日に公表いたしました、ふるさと納税返礼品の一部において、国へ近隣

の他の市町村の区域内において生産されたものと混在したものとして申請すべきところを、高山村

において生産されたものとして誤って申請しておりました。これはふるさと納税制度の事務処理上

の誤りであり、制度に対する認識が不足していたことによるものと考えております。 

 このため、生産者や納税者など関係の皆様を始め、村民の皆様には大変な御心配と御迷惑をおか

けしたことを改めておわびを申し上げますとともに、今後、国の検討結果を踏まえ、適切に対応し

てまいりたいと考えております。今後とも適正な事務処理に心がけてまいりますので、皆様方の変

わらぬ御支援、御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 先週の31日には小学校の運動会が開催されましたが、心配された雨も午前中は何とか持ちこたえ

まして、予定されていた競技が全てできて、ほっとしたところでございます。特に１年生は入学し

て間もないことから、どこまでできるのかと思っておりましたら、一人ひとりがダンスを交えた競

技やかけっこなど、しっかりとできていて大変頼もしく思ったところでございます。一方、６年生

は小学校生活最後の運動会ということで、特に最後の種目のフラッグを用いたダンスは、全員がし

っかりとまとまって大変すばらしい演技を披露していただきました。総じて、大変すばらしい運動

会であったと思っております。 

 さて、先月21日の午後５時40分以降に降ったひょうと大雨及び強風により、本村と須坂市との境

界付近で桜桃やプラム、プルーンに95万円余りの減収被害が発生するとともに、主力の農産物であ

りますりんご、ぶどうにも打撲等の被害が見受けられ、品質低下が懸念されております。被害に遭

われました皆様には心から御見舞い申し上げますとともに、今後の生育の中で被害が拡大しないこ

とを願うものでございます。 

 また、時を同じくして須坂市では、一時的に激しい雨や風により長野電鉄日野駅近くで走行中の

普通列車がパイプ製の小屋と衝突し、窓ガラスが割れ３人が死傷するという痛ましい事故が発生い

たしました。この事故で亡くなられた方には心より御冥福をお祈り申し上げますとともに、負傷さ

れた皆様には御見舞いを申し上げます。特に今回のような短時間での激しい大雨や強風に加え、ひ

ょうが降るというあまり経験したことのない降り方でありましたことから、これ以上災害等のない

１年であってほしいと願うものでございます。 

 今年の冬は最強寒波の影響により一部の山には今も残雪が残っておりますが、本村の郷土食であ

ります根曲がり竹のシーズンを迎え、去る５月31日から入山できるようにいたしましたが、今年も
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遭対協など関係の皆様の御協力をいただいて、遭難事故が発生しないよう入山者に対して注意喚起

を促すとともに事故防止の周知徹底を図ってまいることとしております。 

 令和７年度に入り早くも２か月余りが経過をいたしましたが、村では広報、広聴の機会としてこ

れまで分団単位で開催してまいりましたブロック行政懇談会を、本年度は細分化する形で地区懇談

会に変更し、村の事業概要や地域の課題等に対して御意見や御提言等をいただくこととしておりま

すので、村民の皆様には大変お忙しいこととは存じますが、ぜひ御都合をつけて大勢の皆様に御参

加いただきますようお願い申し上げます。 

 さて、今定例会に提案をいたします議案は、専決処分した条例など３件の承認案件を始め、条例

改正案及び補正予算案など、全部で８件でございます。 

 十分御審議をいただき、議決を賜りますようお願い申し上げまして、議会招集の御挨拶といたし

ます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配りました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第126条の規定によって、３番 滝澤 聖議員、４番 梨本 進議

員及び５番 沖島祥介議員を指名します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第２ 会期の決定 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第２ 会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から６月13日までの11日間にしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 会期は、本日から６月13日までの11日間に決定しました。 
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──────────────────────────────────── 

日程第３ 諸般の報告 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第３ 諸般の報告を行います。 

 本日までに受理した請願・陳情は、お手元に配りました請願・陳情付託表のとおり、所管の常任

委員会に付託しますので報告します。 

 それぞれの委員長から、前定例会から今定例会までの間に行った所管事務の調査について報告が

あり、別紙のとおりお手元に配りましたので報告します。 

 監査委員から、３月から５月分の執行した出納検査について報告があり、別紙のとおりお手元に

配りましたので報告します。 

 前定例会会議後に、議員の派遣を議長において別紙のとおり決定しておりますので報告します。 

 報告第３号 高山村土地開発公社の事業計画等について、報告第４号 令和６年度繰越明許費繰

越計算書について（報告）、報告第５号 令和６年度高山村土地開発公社事業報告等についてを、

別紙のとおりお手元に配りましたので報告します。 

 広報担当職員による写真撮影を会議規則第102条によって許可しましたので報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

請 願 ・ 陳 情 付 託 表 

請     願 ・ 陳     情 付 託 委 員 会 

陳情第１号 「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見 

      書」採択を求める陳情書 

陳情第２号 「さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算 

      増額を求める意見書」採択を求める陳情書 

陳情第３号 「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意 

      見書採択の陳情について 

総 務 文 教 

常 任 委 員 会 

 

──────────────────────────────────── 

日程第４ 承認第１号 

～  

日程第11 議案第39号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第４ 承認第１号 専決処分した条例の承認を求めることについて（一般職の職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例）から日程第11 議案第39号 令和７年度高山村一般会計補正予
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算（第１号）までの８件を一括議題とします。 

 本案についての提案理由の説明を求めます。 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 高山村議会６月定例会の提案説明を申し上げます。 

 承認第１号から議案第39号までの８件につきまして、一括して御説明を申し上げます。 

 承認第１号 専決処分した条例（一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例）の承

認を求めることについて申し上げます。 

 本案は、本年４月１日より本村職員の職名の一部を主事補から主事に改めるため組織規則を改正

したことに伴い、条例を専決処分したものであります。 

 承認第２号 専決処分した条例（村税条例の一部を改正する条例）の承認を求めることについて

申し上げます。 

 本案は、地方税法等の一部を改正する法律等が本年３月31日に公布されたことに伴い、条例を専

決処分したものであります。 

 改正の主な内容は、軽自動車税において二輪車の車両区分を見直すほか、後期高齢者支援金等課

税額に係る課税限度額の引き上げなどを行うものであります。 

 承認第３号 専決処分した予算（令和６年度高山村一般会計補正予算（第７号））の承認を求め

ることについて申し上げます。 

 この補正予算は、歳入において、年度末に地方消費税交付金等の額が確定したことに伴い専決処

分したもので、歳入歳出それぞれ8,311万6,000円を追加し、当初予算からの累計額を54億2,347万

6,000円としたものであります。 

 歳出補正の主なものは、総務費の基金費では、ふるさと創生基金積立金を追加する一方、減債基

金積立金を減額したことにより1,795万2,000円を減額し、歳入では地方譲与税で地方揮発油譲与税

を減額する一方、自動車重量譲与税などを追加したことにより156万9,000円追加、地方消費税交付

金1,033万5,000円追加、地方交付税に4,423万1,000円を追加し、歳入超過となる１億17万1,000円

を予備費に追加して収支均衡予算といたしました。 

 議案第35号 高山村個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

について申し上げます。 

 本案は、国が推進する地方公共団体情報システムの標準化に伴い、本村の住民基本台帳に登録さ

れていない住登外者宛名番号管理機能の利用に伴う関係規定などの整備を行うため、条例の一部を

改正するものであります。 

 議案第36号 村税条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、地方税法等の一部を改正する法律などが本年３月31日に公布され、公示送達にインター
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ネットを用いる方法の定義を規定するほか、給与所得控除及び基礎控除の見直しや加熱式たばこの

課税方式を見直すため、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第37号 高山村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改正

する条例について申し上げます。 

 本案は、子ども・子育て支援法施行規則等の一部を改正する内閣府令が公布されたことにより、

適正な保育が継続的に提供されるよう連携協力する施設を確保することが困難な場合は、連携施設

を確保しないことができる規定の見直しなどに伴い、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第38号 高山村土地開発公社の解散について申し上げます。 

 本案は、高山村土地開発公社を解散するため、公有地の拡大の推進に関する法律の規定に基づき、

議会の議決をお願いするものであります。 

 議案第39号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第１号）について申し上げます。 

 この補正予算は、物価高騰における国民生活を下支えするため、国の地方創生臨時交付金などに

よる定額減税不足額給付事業や県の価格高騰特別対策支援金事業に要する経費及び国の地域経済循

環創業事業交付金により事業者を支援する費用を計上するほか、歳入では、国庫支出金などの所要

額を補正するもので、歳入歳出それぞれ9,389万4,000円を追加し、当初予算からの累計額を52億

4,389万4,000円とするものであります。 

 歳出補正の主なものは、総務費の企画費では、国の事業採択に伴う地域経済循環創造事業補助金

で7,000万円追加、徴税費では、定額減税不足額給付金給付事業で1,813万9,000円追加、民生費で

は、社会福祉費で、価格高騰特別対策支援金事業において、住民税所得割が非課税となる世帯に対

し、１世帯につき２万円を給付するための費用など520万6,000円を追加し、歳入では、国庫支出金

で、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金及び地域経済循環創業事業交付金で6,447万2,000円

追加、県支出金では、県補助金で、元気づくり支援金及び価格高騰特別対策支援金事業補助金で

699万4,000円追加、繰入金では、財政調整基金繰入金で2,187万9,000円を追加いたしました。 

 以上、一括して申し上げましたが、十分に御審議いただき、議決を賜りますようお願い申し上げ、

提案理由の説明といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 しばらく休憩します。 

午前10時20分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前10時31分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これから承認第１号に対する質疑を行います。 
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 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから、承認第１号 専決処分した条例の承認を求めることについて（一般職の職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例）を採決します。 

 本案は承認することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は承認することに決定しました。 

 これから承認第２号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから、承認第２号 専決処分した条例の承認を求めることについて（村税条例の一部を改正

する条例）を採決します。 

 本案は承認することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は承認することに決定しました。 
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 これから承認第３号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから、承認第３号 専決処分した予算の承認を求めることについて（令和６年度高山村一般

会計補正予算（第７号））を採決します。 

 本案は承認することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は承認することに決定しました。 

 これから、議案第35号から議案第37号及び議案第39号の４件について、一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっております議案第35号から議案第37号及び議案第39号の４件については、お

手元に配りました議案付託表のとおり所管の常任委員会に付託することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第35号から議案第37号及び議案第39号の４件については、議案付託表のとおり所管の常任委

員会に付託することに決定しました。 

 

議 案 付 託 表 
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議               案 付 託 委 員 会 

議案第35号 高山村個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例 

      の一部を改正する条例 

議案第36号 村税条例の一部を改正する条例 

議案第37号 高山村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め 

      る条例等の一部を改正する条例 

総 務 文 教 

常 任 委 員 会 

議案第39号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第１号） 
予 算 決 算 

常 任 委 員 会 

 

○議 長（西原澄夫議員） 

 お諮りします。 

 ただいま所管の常任委員会に付託しました議案第35号から議案第37号及び議案第39号の４件につ

いては、会議規則第45条第１項の規定によって、６月９日までに審査を終了するよう期限をつける

ことにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第35号から議案第37号及び議案第39号の４件については、６月９日までに審査を終了するよ

う期限をつけることに決定しました。 

 お諮りします。 

 議案第38号については、後日審議としたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第38号については、後日審議にすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第12 発議第４号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第12 発議第４号 高山村議会会議規則の一部を改正する規則を議題とします。 

 本案について趣旨説明を求めます。 
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─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 ただいま議題となっています発議第４号 高山村議会会議規則の一部を改正する規則について趣

旨説明を申し上げます。 

 今回の改正は、一般質問において質問時間は先例集により、質問、答弁を合わせておおむね１時

間ということで進めてきましたが、これを改め、議員の質問の持ち時間を30分以内と定めるもので

す。また、質問回数につきましては、会議規則第62条の中で第54条に規定する質疑の回数を準用し

３回までとしていましたが、議員の質問持ち時間30分以内であれば質問回数の制限をなくすという

ものです。 

 改正する目的は、１つの質問事項の中に複数以上の質問がある場合、議員側では再質問において

まとめにくさがある、質問回数の制限が気になることなどがありました。行政側からは、質問内容

が複数以上の場合、再質問において全てにわたって正確な答弁を行うことに難しさがあるというこ

とが言われてきました。 

 こうしたことから、再質問以降について一問一答方式を徹底し、質問、答弁の議論を深め、充実

するとともに、村民の皆さんにも分かりやすい一般質問にしていくことにあります。 

 議員各位には、こうした点を御理解いただき、御賛同いただきますようお願い申し上げまして、

趣旨説明といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから発議第４号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから発議第４号 高山村議会会議規則の一部を改正する規則を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 
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 起立全員です。 

 本案は、原案のとおり決定されました。 

──────────────────────────────────── 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で本日の日程は全て終了しました。 

 明日６月４日は休会とします。 

 来る５日、午前10時から本会議を開き、一般質問を行います。 

 本日はこれにて散会します。 

午前10時38分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和７年６月３日 

                 高山村議会議長  西 原 澄 夫 

 

                 署 名 議 員  滝 澤   聖 

 

                 署 名 議 員  梨 本   進 

 

                 署 名 議 員  沖 島 祥 介 
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令和７年第３回高山村議会６月定例会一般質問目次 

 

令和７年６月５日（木曜日） 

 

10番 山嵜秀治議員 ………………………………………………………………………………………15 

   特別障害者手当について 

   学童保育について 

 

４番 梨本 進議員 ………………………………………………………………………………………25 

   立地を生かした村の観光拠点・多機能複合施設「道の駅」設置について 

 

１番 久保田雄吉議員 ……………………………………………………………………………………31 

   高山村の「将来人口推計の結果」について 

   Ｕターンで帰ってくる村民の後継者について 

   役場職員の名簿の掲載について 

 

６番 髙井央葉議員 ………………………………………………………………………………………37 

   高山村への移住、定住促進を図り、人口を維持するために 

   見やすいホームページを 

   ＹＯＵ游ランドの遊具更新を 

 

２番 勝山正弘議員 ………………………………………………………………………………………55 

   『道の駅』の構想計画はあるのか 

   村営の宅地造成で移住定住などの「新タウン構想」はないか 
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令和７年第３回高山村議会６月定例会会議録（第２号） 

 

令和７年６月５日（木曜日） 

                                  

    議 事 日 程 

日程第１ 一般質問 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 一般質問 

──────────────────────────────────── 

    質 問 し た 者 

10番 山 嵜 秀 治 議員       ４番 梨 本   進 議員 

１番 久保田 雄 吉 議員       ６番 髙 井 央 葉 議員 

２番 勝 山 正 弘 議員 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（12名） 

１番 久保田 雄 吉 議員       ２番 勝 山 正 弘 議員 

３番 滝 澤   聖 議員       ４番 梨 本   進 議員 

５番 沖 島 祥 介 議員       ６番 髙 井 央 葉 議員 

７番 柴 田 弘 男 議員       ８番 湯 本 辰 雄 議員 

９番 松 本   茂 議員       10番 山 嵜 秀 治 議員 

11番 黒 岩 清 道 議員       12番 西 原 澄 夫 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（なし） 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 藤 沢 敏 和  副 村 長 小 林 信 彦 

教 育 長 澁 谷 茂 夫  総 務 課 長 山 﨑 久 志 

住民税務課長 

(会計管理者) 
島 田   誠  福 祉 係 長 遠 山 寛 道 

公 園 係 長 宮 川   順  産業振興課長 山 㟢 隆 広 

建設水道課長 山 嵜 賢 一  定住支援室長 鈴 木 靖 孝 

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
堀   一 生    
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──────────────────────────────────── 

    欠 席 職 員 

健康福祉課長 黒 岩   慎    

──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 宮 川 洋 一  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午前10時00分  開 議 

○議 長（西原澄夫議員） 

 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程は、お手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

諸般の報告 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程に先立ち、諸般の報告を行います。 

 テレビ中継のほかに、質問者のカメラ撮影を許可しましたので、報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 一般質問 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１、一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 おはようございます。 

 ２項目、質問します。 

 初めに、特別障害者手当について質問します。 

 特別障害者手当は、精神または身体に著しく重度の障がいがあり、日常生活に常時特別な介護が

必要な人に月２万9,590円が支給される国の制度です。 

 特別障害者手当には、幾つかの認定基準があります。肢体不自由の場合、両上肢については、両
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上肢の機能に著しい障がいを有する者または両上肢の全ての指を欠く者もしくは両上肢の全ての指

の機能に著しい障がいを有する者、両下肢においては、両下肢の機能に著しい障がいを有する者ま

たは両下肢を足関節以上で欠く者、体幹では、体幹の機能に座っていることができない程度または

立ち上がることができない程度の障がいを有する者、このどれか１つに当てはまることが必要です。 

 その上で、日常生活動作評価表、タオルを絞る、水を切れる程度はどうか。立ち上がる、片足で

立つ、階段の昇降、こうしたことが一人でできるのか、全くできないのかなどにより点数化され、

合計10点以上であることが求められます。長年この手当の診断書を書いてきた医師によれば、車椅

子で介助が必要な人や介護保険の認定で要介護３以上の方は認定される可能性があると言います。 

 要介護３以上の方は全国で240万人、この制度の対象外となる特別養護老人ホーム入所者約55万

8,000人、これを引くと184万2,000人、このうち手当の受給者は13万6,000人、比率でいうと7.3％

となります。この比率であっても、もっと多くの人が受給できる可能性があるという指摘もありま

す。 

 これを本村に当てはめてみますと、令和５年度の数字でいきますと、要介護３以上の方は165人、

特養入所者、これは全国平均で試算してみた数字でいきますと、約38人前後と思われます。これを

差し引くと127人、先ほど述べましたように、全国の平均受給者は7.3％となりますので、本村では

約９人となり、現状、村でこの手当を受給されている方は４人ですので、全国平均より低いと思わ

れます。 

 この制度について、介護保険での要介護３あるいは４・５の方に、周知はどのようにされている

のでしょうか、現状をお聞かせください。そして、今、村で受給されている方の中で、一番新しい

最新の受給開始年度の方は、いつからになっているでしょうか。 

 次に、要介護４・５の方は受給できる可能性が高いと言われています。特に寝たきり高齢者等家

庭介護手当の対象となっておられます59人、これは令和５年度の数字でありますが、こうした方は、

さらに可能性があるのではないかと思っております。 

 手当の申請には医師の診断書が必要となります。申請しても全ての方が受給者となるとは限らな

いため、診断書、これが無駄となることなどから、申請をちゅうちょされる方もあるのではと思わ

れます。申請しても認定されなかった場合は、医師の診断書料金を村が補助するなどして、申請を

後押ししてはどうでしょうか。 

 以上、質問いたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 質問にお答えいたします。 

 改めまして、特別障害者手当制度は、特別児童扶養手当等の支給に関する法律に基づき、精神ま
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たは身体に著しく重度の障がいを有するため、日常生活において常時特別の介護を必要とする状態

にある在宅の二十歳以上の方に国から支給される手当でございます。 

 この手当の支給における実施機関は、本村の場合、県の長野保健福祉事務所となっており、支給

決定及び支払い事務を行い、村は申請書や現況届の受付及び進達並びに申請者との調整を行ってお

ります。 

 そこで、特別障害者手当に関する周知方法についての御質問でございますが、制度の周知は村の

ホームページのほか、身体障害者手帳の交付や現況届の提出の際に御案内する、またはケアマネジ

ャーから相談をさせていただくなどの対応を行っているところでございます。 

 次に、現在受給されている方の最新の受給開始年度についてのお尋ねでございますが、現在受給

している４名の中で、最新の受給年度は平成31年度となっております。 

 次に、認定されなかった方に対する村の補助金を交付することについてのお尋ねでございますが、

議員御指摘のとおり、この制度は障害者手帳の等級が重度であることをもって、必ずしも政令で定

める特別障害者手当の支給要件に当てはまるものではなく、申請されても、まれに認定されない場

合がございます。このため、医師の診断書作成料金は自由診療扱いになりますので、医療機関によ

り異なりますけれども、おおむね１件当たり5,000円から7,000円程度と言われております。 

 議員御提言の医師の診断料金に対する補助を行うことにつきましては、本村において、ほかにも

医師の診断書により採択の可否を決定するような事業があるか否か、近隣自治体の支援状況等も調

査した上で、慎重に検討してまいりたいと考えております。 

 なお、村といたしましては、該当する可能性のある方が申請の機会を逸することのないよう、ケ

アマネジャーと連携しながら、対応してまいりたいと考えております。どうぞ御理解のほど、よろ

しくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 それでは、小林副村長に再質問いたします。 

 令和３年の12月議会で、同様の質問をさせていただきました。その際、当時の担当課長から周知

について、次のような答弁がありました。 

 各種障害者手帳の交付時や介護認定の結果通知、家庭介護手当等の案内を行う際やケアマネジャ

ーとの連携など、申請に係るリスクもお示しした上で、あらゆる機会を捉えて情報提供を行うなど、

該当する可能性のある方が申請の機会を逸することのないよう積極的に周知していきたいと、この

ように答弁をされております。 

 先ほど、周知のことについて答弁がありましたが、３年半ほど前の前課長の答弁のとおりに進め

られているということでよろしいでしょうか、お願いします。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 お答えいたします。 

 令和３年12月の答弁以降、この答弁に沿って対応してまいりました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 そうした中で、村の受給者は、先ほどありましたように４名です。そして、一番新しくといいま

すか、最新認定を受けられた方が平成31年ということで、この間かなり年数がたっていますが、新

しく認定された方は出ておられません。 

 私、先ほど述べましたように、これはあくまで全国平均の数値ですが、全国平均でいくと、９名

ぐらいの方が受給されていてもおかしくないという、そうした中で、先ほどありましたように４名

です。 

 村としては、この４名の方の受給者で、十分対応がなされていた結果だと、このように受け止め

ておられますか、お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 議員御指摘の試算によりますと、若干、村の認定者は少ないというふうに感じますけれども、現

在までに不認定となった方は３名おられると、そういうふうに報告させていただきます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 いずれにいたしましても、介護保険の介護度の認定とこの認定制度の違いというものは、十分私

は承知しておりますが、先ほど副村長からの答弁もありましたように、ケアマネジャーなどと連携

して周知に努めていくというお話がありました。 

 ケアマネジャーは社協の職員だけではありません。他の事業所からもケアマネがそれぞれ担当し

ている、認定者の方の対応をされていますが、その点についてはどのようにお考えでしょうか。社

協の場合だと、すぐケアマネの人とお話しすることができて、対応可能なんですが、他の事業所と

の関係はどのように考えますか、お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 
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○副村長（小林信彦） 

 他の事業所のケアマネジャーにつきましても、しっかりと連携してまいりたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 それでは、次の補助金の問題について、藤沢村長に伺いたいと思います。 

 私は、この特別障害者手当の問題を考えるときに、まだまだ、申請ができる可能性のある方が申

請されていないケースがあるのではないかというふうに思います。そうした中で、対象となる可能

性のある方に過度の期待を持っていただくようなことは慎まなければならないとは思いますが、現

在申請する方が少ない中で、やはりどうしても認定されない可能性があるという中で、診断書料

5,000円から7,000円というお話ありましたけれども、これが無駄になってしまうというか、それだ

け余計にかかってしまったけれども、認定されないというケースもある。 

 そうした場合、やっぱり村がこうした場合には補助をして、可能性のある方には、かなり申請を

していただくということを積極的に進めたらどうかと思いますが、お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 補助金の支援というようなことでございます。 

 先ほど副村長もお答え申し上げましたが、やはり申請に当たっては、いわゆるケアマネという専

門家、それから、最終的には医師の診断書がなければ、いわゆる申請できないという制度になって

おります。そんな中で、やはりそれぞれの専門家の皆さんが、これでいけるということで、これま

で申請されてきたと思うんですね。ただ、先ほどお聞きする中で、不採択が３件あったというのも

事実のようでございます。 

 そんな中で、やはり5,000円から7,000円ですかね、診断書料が。その診断書料が払えなくて申請

しない、できない、そういうことであっては、私はいけないと思っております。 

 そんな中で、やはりどの程度、ほかのいわゆる事業、同じ類似するような事業、当然医師の診断

書をつけて申請をするというものも、例えば介護認定だとか、そういうものもあろうかと思います。

そんなことも含めた中で、補助金の在り方というのは検討すべきことだろうなというふうに思って

おりまして、できるだけ今の申請漏れというものは、やはり防がなければいけないというふうに思

っておりますので、やはりその辺は、一番の根幹となるケアマネジャーですかね、これ、村に地域

包括支援センターという施設がございまして、その中で、いわゆる村内のケアマネ会議というもの

も設けているようでありますので、やはりその辺でもしっかりと徹底をする中で、いずれにしろ申

請漏れがないように、そしてまた、今の補助金については、ほかの事業、類似する事業との兼ね合
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いもございます。あるいは近隣の市町村の状況も参考にしながら、しっかりと検討していきたいと

思っていますので、よろしくお願いをいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 いずれにいたしましても、現場で介護に携わっておられる方、あるいは関係者の皆さんは、この

方は対象になるのではないかという一定の判断は可能ではないかと思っております。 

 新聞などを見ますと、医師の中でも、この制度について熟知されていない、そうした方もおられ

るようです。かかりつけ医からの相談があった場合など、村担当者が十分対応できるように進めて

いただきたい。このことを要望して、次の質問に移ります。 

 ２項目め、学童保育について質問します。 

 子どもたちが放課後や休みの日に生活の場として安全に安心して過ごせる学童保育は、働く父母

にとって、また児童にとっても、大切なものとなっています。全国での施設数は２万5,000か所、

利用児童数は145万人と毎年増えて、過去最多となっております。 

 学童保育は社会的に必要不可欠な施設であり、重要な社会的役割を果たしています。しかし、全

国で見れば施設数が足りず、１年生や低学年でも入所できない地域もあるといいます。政府の統計

で、待機児童数は１万6,000人といいます。 

 さて、本村の児童クラブへの登録者数は、公立の高山村児童クラブが67人、私立が42人となって

おります。これは令和６年３月１日現在の数字です。公立・私立合わせて、１年生は36人、これは

１年生全児童44人の82％に当たります。２年生は32人、２年生全体が45人ですので、71％に当たり

ます。３年生は23人、３年生児童35人のうちの65％が児童クラブへの登録者数となっております。 

 しかし、４年生になりますと、４年生は８人、４年生児童数43人のうちの18％、５年生は６人、

５年生児童数42人のうちの14％、６年生は４人、６年生児童53人のうちの7.5％となり、高学年に

なるほど登録者数の割合が極端に減少しています。 

 この数字から見ますと、児童クラブ、学童に預けたいという父母のニーズを十分に受け止め切れ

ていないのではないかと思いますが、どうお考えでしょうか。 

 高学年になれば、自宅で過ごすことができる児童が増える、こうしたことも考えられます。習い

事などに通う児童も増えてくることもあると思います。そうした中でも、公立の児童クラブでも高

学年、４年生以降の受入れを行い、父母の学童保育への選択肢を増やし、ニーズに応えていくこと

が大事なことだと思いますが、いかがでしょうか、お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 
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 学童保育についてお答えいたします。 

 児童クラブは、小学校に就学している児童の保護者が就労等により昼間家庭にいない場合、放課

後児童健全育成事業として、児童の心身の健全な発達を図る役割を担い、村では平成15年４月から

事業を開始し、平成16年11月からは小学校敷地内にある現在の場所で行っております。 

 また、本村には、小学校１年生から３年生までの定員70名の公立の児童クラブと、小学校１年生

から６年生までの定員50名の私立の学童保育聖徳園がございます。 

 なお、本年６月１日時点における公立児童クラブの入所人員は、１年生が19名で、２年生は24名、

３年生は27名で、合計しますと、定員と同じ70名が利用されております。一方、私立の聖徳園は、

１年生が３名で、２年生は５名、３年生は４名で、４年生は10名、５年生は４名で、６年生は６名

の合わせて31名が利用されております。 

 そこで、高学年になるほど登録者数が減少し、保護者のニーズを受け止めていないのではないか

とのお尋ねでございますが、前年度に「第三期子ども・子育て支援事業計画」を策定するに当たり、

ゼロ歳から12歳の子どものいる264世帯を対象にアンケート調査を実施したところ、174世帯から回

答をいただきました。 

 この調査項目の１つに、お子さんが小学校高学年になったら放課後の時間をどのような場所で過

ごさせたいかとの問いに対し、「自宅」は65.5％、次いで「習い事」は32.8％、「放課後児童クラ

ブ等」と回答された方は25.9％となっております。また、令和元年度の調査時と比較しますと、令

和元年度において、「自宅」と回答された方は41.9％で、令和６年度のほうが23.6ポイント高くな

っており、一方、「放課後児童クラブ等」は、令和元年度が31.8％でありましたことから、令和６

年度と比較して5.9ポイント下がっております。 

 このようなことから、それぞれの家庭の事情もありますが、高学年になりますと、自宅で過ごす

ニーズが高まっていることがうかがえます。したがいまして、今後とも保護者のニーズに添い、対

応していきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、公立児童クラブで高学年を受け入れることについてのお尋ねでございますが、現在、高学

年の児童は私立を利用していただいておりますが、定員50名に対し31名の利用しかありませんので、

定員に達しておりません。一方、公立の児童クラブは、定員と同数の利用がありますことから、現

時点では公立としての受入れは難しいものと思っております。 

 このため、私立の聖徳園では定員割れを起こしておりますことから、聖徳園の利用等についても

御検討いただければと思っておりますので、御理解賜りますようお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 それでは、堀教育次長に再質問いたします。 
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 先ほどアンケートの結果をお示しになりました。その中で、児童クラブ等を利用したいという方

が25.9％、約26％、でも実際、令和５年度の数字ですが、私がさっきお示したのは。その中で、４

年生18％、５年生14％、６年生7.5％ということで、この数字と比較しても、かなり乖離がありま

すよね。 

 そこに当てはまる方の数は数人かもしれませんけれども、しかし、やっぱりここに乖離があると

いうことは、今の村の児童クラブ、そして私立のところと、３年生までは両方やっている、４年生

以降は公立はないという中で、もっと預けたいというニーズに応え切れていないと私は先ほど申し

上げたんですが、そういう点、特にそうは思われないですか。今十分、親御さんの、保護者のニー

ズに応えているんだというふうに思われますか、その点お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 御質問にお答えをさせていただきます。 

 先ほどのアンケートでいきますと、ゼロ歳から12歳という、学年でいうと13学年になるんですか

ね、そういった中での対象の調査ということで、議員お調べの数字は１学年を対象としているとい

うことなのもので、そこでは乖離があるものかなというふうに思っております。 

 先ほどの答弁もありましたけれども、私立と公立ということで、今現在、私立のほうが定員割れ

しておるということを踏まえますと、そちらの私立のほうが余裕がありますので、入所されたい方

はそちらに行かれるものと思っておりますので、現時点ではニーズにお応えをしているんじゃない

かというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 次の質問とも重なりますけれども、高学年になると私立のところしかないという中で、選択肢は

１つしかないわけです。選択肢が１つしかない中だから、預けたいという思いがあっても、１つし

か選択肢がないので選びようがないと。私立を選択されていない方の中でも、本当は学童に預けた

いんだというニーズがあるという、私は直接的ではないですが、間接的にそうした声も伺っており

ます。 

 そうしてみると、私立のほうに定員に余裕があるから大丈夫なんだということにはならないと思

うんですが、その点いかがですか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 
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 御質問にお答えをいたします。 

 村の公立の施設につきましては、毎年定員70名に対しまして、今年は満杯ですけれども、ほぼ前

年、その前もほぼ満杯状態ということでございまして、村の公立の施設での高学年の受入れは、施

設の面積からいきましても受け入れられないということで、これまでも対応させていただいたとい

うところでございます。よろしくお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 村の公立のところは定員70人でいっぱいになっているので、３年生までで手いっぱい、定員いっ

ぱいになっているということだと思うんですが、やはり高学年になっても、親御さんの預けたいと

いうニーズが、私は十分受け止め切れていない中では、村営でも高学年を受け入れていくべきだと

思うんです。その場合、当然、施設的な課題、様々な課題があると思うんですが、これを直ちにや

っぱり解決していかないと、今現在の４年生、５年生、６年生の親御さん、あるいは児童の要望に

応えられていないんじゃないかと思うんです。 

 ですから、今の施設のままで、定員70人だからもう駄目なんですよということではなくて、施設

を拡張するなり、小学校の空き教室を活用するなり、様々な選択肢を考えながら、高学年も受け入

れる、そうしたことを検討すべきじゃないかと思うんです。 

 そうしないと、やっぱり選択肢がないということが、１つしか選択肢がないということが、私は

今、高山村にとって、ちょっと痛手といいますか、保護者の皆さんにとっては、つらいところかな

と思うんですが、その点いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 御質問にお答えをさせていただきます。 

 選択肢がないというお話の中で、施設の増設とか空き教室という話だったかと思います。 

 現在の児童クラブにつきましては、建設当時、グラウンドの使用に際しまして、影響のない範囲

で、西側の崖の上部も活用しながら建築をしております。 

 定員については、児童が使用する面積に対しまして、児童１人当たりの必要面積が定められ、70

人という定員とさせていただいております。定員を増やすということになってきますと、支援員の

増員等も必要になってきます。午後の数時間に御勤務をいただくという職員の人材確保ですが、非

常に難しいというふうに考えております。 

 したがいまして、現在の施設での増員ですとか空き教室というところでの対応については、現時

点では難しいんじゃないかなというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 様々な課題があると思うんです。ただ、村営の学童保育をあそこに建設した当時と、状況は大分

変わってきていると思うんですよ。一層保護者の皆さんの中では、高学年になっても学童保育に預

けたいという、そういう思いは私は強まっていると思うんです。そうした中で、村の受入れが３学

年までにとどまっているというところに、今の親御さんの状況に答え切れていないんじゃないかと

思うんですよね。 

 実際問題として、ここではあまり詳しく申し上げませんが、堀次長に若干のお話もさせていただ

いた件もあります。そうしたことも踏まえると、やはりここは大至急、何らかの対応策を考えてい

かないと、困っている御家庭、これを救うことができないのではないかと思いますが、いかがでし

ょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 お答えをさせていただきます。 

 以前、議員さんから御相談を受けた問題についてでございますけれども、いろいろそういうふう

に思われる方につきましては、原因があるというものが考えられます。その原因を、しっかりと保

護者の皆さんから御意見をお聞きした上で、改善できることがあれば改善をさせていただいて、ま

た改善するように、保護者のニーズにお応えをしていきたいというふうに考えておりますが、よろ

しくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 ちょっと私のほうで補足をさせていただきたいと思いますけれども、この定数の問題、先ほど１

年生から10歳、３年生まで70名ということで、そもそもこの制度ができた頃は、たしか３年生まで

を対象にしていたと思うんですね。その後、平成27年ですかね、制度改正があって、小学校６年生

まで対象にできるということであったんですけれども、なかなか今現状は、拡大してしまうと、結

局入りたい、例えば３学年以下の子どもたちが入れなくなる可能性もあるということで、今70名に

させていただいているという状況でありまして、また私立の聖徳園、ここが今30人程度ということ

で、やはりこれまでも児童クラブに関しましては、村と私立と共存していくという形の中でスター

トしてきていると思うんですね。 

 したがって、やはり考えられることは、聖徳園も全て満杯になっちゃっていると、村も満杯だと
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いう中で、さてどうしましょうという話であれば、それは次の手を考えなければいけないわけです

けれども、共存ということを考えますと、やはりもう少し聖徳園のほうにも行っていただきたいな

という思いはございます。 

 といいますのも、過去に保育園の問題で、たかやま保育園１園と私立の保育園がございました。

それは事情があって、廃園というか休園されているわけですけれども、やはりそのときに、当初は、

未満児はそちらのほうで、私立のほうでという、そういう１つの線引きもあったんですね。 

 したがって、そこの辺も、やはり共存ができていたというふうに私は思っているんですけれども、

それがやはり村にとっては、一番ベストではなかったかなと思っていますけれども、そういったこ

とを考えますと、やはり私立も一緒になって育つといいますか、やっぱりやっていかなきゃいけな

いというふうに思っていますので、その辺、いろいろと保護者のニーズあろうかと思いますけれど

も、その辺のニーズもしっかりとお聞きする中で、どの方法が一番いいのか、ちょっと検討させて

いただきたいなというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 村立には村立のよさが、私立には私立のよさがあると思います。そうした中で、だからこそ、高

学年においても選択肢があるということが大事なことだと思うんですよ。低学年については村立と

私立と選択肢がある。でも、高学年になると選択肢が１つしかない。そこがやはり私は課題だと思

います。 

 そうした点で、村営での学童保育についても、高学年の受入れについて早急に検討し、手だてを

取られることを要望して、質問を終わりたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、山嵜秀治議員の質問を終わります。 

 しばらく休憩します。 

 これより本休憩とします。 

 会議は午前11時から再開します。 

午前10時39分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前11時00分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────４番 梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 
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 通告に従いまして、１項目質問します。 

 立地を生かした村の観光拠点・多機能複合施設「道の駅」設置についてであります。 

 本年10月には、須坂インター・イオンモールの開業が予定され、近隣市町村はもちろん、県内外

からの多くの来訪者を見込んでおり、新たな人の流れが生まれることになると思います。そのよう

な状況の中で、隣接する高山村にとっても絶好の好機であります。本村の観光名所や温泉施設、果

樹特産品などにも一層の関心が向けられることを期待するところであり、また、それを迎え入れる

工夫と取り込む努力、施策を講じる必要があります。 

 本村にとって、観光の拠点ともなる複合的な施設道の駅の設置は、今こそ求められている重要な

施策であると考えます。 

 私は、令和４年３月と６月の定例会一般質問で、須坂インター周辺開発を見据えた活性化策を講

じるべき、また、核となる道の駅的な複合施設構想へ転換すべきではないかと質問しています。そ

のときに、もっと具体的に踏み込んだ提案や議論を深めるべきだったと、大いに反省した経緯があ

ります。 

 当時村では、地域活性化と観光の振興策として、村内に分散した複数のにぎわいの場構想の方針

を示され、緊急的ということで山田牧場に着手、ようやく昨年度に休憩施設とハイキングコースが

整備されましたが、その政策的な成果はどうであるか、私は検証が必要だと思っています。 

 さて、昨年の中山間総合整備事業導入に際しましても、地区住民の協議の場においては、農産物

や村特産品の直売所設置事業への期待は大変大きなものがあったと感じています。また、議会と住

民の懇談の場でも、村内特産品直売所や観光のＰＲの場、食事処などの設置を望む声が多く上がっ

ています。 

 そこで、本題の求める施策でありますが、国土交通省が進める道の駅は、地域と共に創る個性豊

かなにぎわいの場であり、道路利用者への安全で快適な道路交通環境の提供並びに地域の振興に寄

与することを目的としております。 

 本村に訪れる観光客や来訪者の方々が、自由に快適に24時間いつでも利用できる休憩機能、また、

地域の文化・歴史、名所、特産物や観光情報などを提供する情報発信機能、また、活力ある地域づ

くりのための村民交流施設やイベント施設、そして、りんごやぶどうなど村内特産物の直売所など

を備えた地域連携機能、また、近年多く導入されているのが、大規模災害時に対応できる防災拠点

やヘリポートを備えた救命緊急患者の搬送拠点などの防災機能、それらを併せ持つことが基本コン

セプトとなっており、様々な用途を取り入れた複合施設道の駅となっているところが多くあります。 

 道の駅設置により、本村の誇れる温泉観光や自然資源を生かした景観観光、また果樹、ワイン、

米などの特産物販売への相乗効果や交流人口の拡大など、地域振興に大きな効果が期待されます。 

 そこで、扇状地である本村の立地を生かして、善光寺平を見下ろし、遠くに北アルプス、北信五

岳が一望できる場所、日中の澄んだ眺望、夜には善光寺平の夜景、そんな絶景を望める場所として、
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幹線道路である県道112号線大前須坂線、通称万座道路とも呼びますが、その沿道に設置を望むも

のです。 

 来年は、高山村発足70年を迎える節目となります。持続できる未来に向けて、村民が結束して取

り組む価値ある大きな事業と考えます。 

 以下、質問を交え、村行政の見解を求めたいと思います。 

 まず、須坂インター・イオンモール開業により、隣接する本村も連携して発展していくべきであ

り、まずは本村に訪れる観光客など、来訪者の方々をお迎えする拠点づくりが必要と考えます。子

ども連れ家族がゆっくりとおむつ交換ができる、また、障がいのある方でも安心してトイレが使用

できる、そんな安全で安心な休憩場所を提供することは優先的に必要なことであると私は考えます

が、それについて、どのようにお考えでしょうか。 

 次に、休憩施設に併設される農産物販売所や観光情報発信の拠点などの多機能複合施設建設を考

えた場合、その建設事業費が多額になることは、誰しも予想するところであります。 

 事業形態や事業内容によっては、多くの補助金メニューがそろっています。これまで、このよう

な事業計画に対し、財源や立地条件など、具体的な調査研究はされてきたのでしょうか。 

 ３番目、これまで述べてきた多機能の施設、休憩機能、情報発信機能、特産物販売などと連携す

る地域連携機能、それらは現在、本村にはないものであります。全国1,230か所、長野県は全国の

３位の54か所が設置されており、北信地域の町村では本村を除いて、ほぼ設置されています。 

 地方の地域と地域をつないでいく、それが道の駅であります。多機能を備えた複合施設道の駅設

置事業導入について答弁を求めます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 お答えいたします。 

 村の観光拠点・多機能複合施設「道の駅」設置について、議員御説明のとおり、道の駅は国土交

通省によりますと、道路利用者のための休憩機能、道路利用者や地域の方々のための情報発信機能、

町と町とが手を結び活力ある地域づくりを共に行うための地域の連携機能の３つの機能を併せ持つ

施設とされております。 

 このため、令和７年１月31日現在の道の駅の登録状況は、全国で1,230駅、県内では54駅が登録

されており、道路利用者のサービス提供の場にとどまらず、広域的な防災拠点としての機能や子育

て応援施設の併設などによって、あらゆる世代が活躍する舞台となるなど、地域づくりの拠点とし

て位置づけられております。 

 そこで、まず初めに、安全・安心な休憩場所の提供についてでありますが、イオンモール須坂は、

本年10月のグランドオープンに向けて準備が進められておりますが、この開業により、本村を含む
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北信地域への人や車の流れが大きく変わることが予想されております。このため、村といたしまし

ては、この機会をチャンスと捉え、さらなる観光誘客や雇用の創出、移住や定住促進につなげるよ

うに努めてまいります。 

 また、本村にお越しいただく皆様が気軽に立ち寄ることのできる施設整備について検討してまい

りたいと考えておりますので、御理解をよろしくお願いします。 

 次に、直売所や観光情報発信拠点などの施設設置計画の調査研究についてのお尋ねでございます

が、内山前村政において、にぎわいの場構想の実現に向けた取組を進めることといたしましたが、

山田牧場では整備が進められたものの、他の地域での新たな施設整備の調査等は行われませんでし

た。しかしながら、村といたしましては、農産物等の直売所は必要な施設と考えておりますことか

ら、スピード感を持って、具体的な調査研究を進めてまいります。 

 次に、道の駅設置事業の導入についてのお尋ねでございますが、現在、道の駅は、農産物や特産

物の直売所を備え、地域住民の所得向上や観光を始め、歴史・文化を発信する窓口となり、交流人

口の拡大につながるなど、地域活性化のための拠点に位置づけられております。 

 このような施設の整備は、本村にとりまして大きな意義があるものと考えられますが、道の駅整

備に関しましては、国の登録要件を満たすことができるのか慎重に検討するとともに、立地や施設、

機能などのほか、財源確保が重要な課題となってまいります。このため、今後これらの課題の検討

とともに、村民の皆様や関係の皆様の御意見等をお聞きし、高山村らしい施設の整備ができるよう

検討してまいりたいと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 それでは、質問させていただきます。 

 今、小林副村長のお答えの中で、私、１番目に質問しましたお迎えの拠点ですね、休憩機能を持

った場所。それは設置を検討していきたいとおっしゃる。それから、農産物や、そういう特産物等

の直売所や情報発信、それも検討していきたい。そういうことで、その方向性は一緒といいますか、

それは村もそのことを考えておられる、それは分かります。 

 前の私、令和４年のときに一般質問しましたということで、先ほど申し上げましたが、そのとき

にちょっと調べたんですが、長野県の道の駅設置計画という、そういうホームページがありました。

そこでは、高山村は具体的に計画中と、平成30年村議会の議論よりというようなことでなっており

ます。平成29年に、にぎわいの場創出プロジェクトを立ち上げた。そして、具体的には、候補地は

役場から東のＹＯＵ游ランド近くが挙がっていると。そのようなことで、高山村は具体的に検討中

ということで、丸というようなことで、自治体別のそういうことが挙がっています。 

 今、そのページがちょっとないので、それは削除されているんだと思うんですが、今までに調査
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研究、これはされてきていると思うんですね。そこで、先ほど財源とか、そういうお話もありまし

たけれども、一番は、何が今問題となるとお考えでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 お答えいたします。 

 一番何が課題かということでございますけれども、立地、それから機能、どこまで機能を持たせ

るかということについては、十分検討が必要かと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 今までの検討ということで、もう一度そこをお聞かせいただきたいんですが、農産物直売所、そ

れから、今はどこへ行っても、道の駅はトイレがきれいで、駐車場が広くというようなことで、こ

れは高山村に欲しいなということは、誰しも思われていることだと思うんですね。 

 それまでそういうことは、もう一度聞きますが、研究してこなかったでしょうか。高山村では無

理なのかどうか、やれるのかどうか。村として、その辺は今までどのようにお考えだったのか、お

答えいただきたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 お答えいたします。 

 農産物直売所の研究につきましては、現在も具体的に検討を内部で行っておりますが、今ここで

お答えする内容はございませんので、御理解いただければと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 先日の観光協会の総会に、私、福祉産建委員長として出席させていただきまして、そこで長野県

観光機構の県職の方、常務理事さんだったと思いますが、道の駅設置に今まで多く携わってきたと。

そして、南信のほうが多かったんですが、最近では豊丘村のとよおかマルシェ、あの道の駅に携わ

ったというようなお話を聞いて、それで、非常に有効な、道の駅の施策は有効であるというような、

２人の話ですから楽な話で、そういう形で進めていきましたが、ちょっと私、１つ懸念があるんだ

と、それは道路です。私の高山村は冬期間通行止めになっていると、ほかの市町村、他の県へとか

行けないんですね。須坂、小布施はもちろん、それは下がってくるんですが、その冬期間の通行止
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め、これ私は、ちょっと懸念材料かなと思って、道の駅は国道に限らず、県道や村道、一般幹線道

路であれば、そしてつながっていれば、地域と地域を結ぶというのが道の駅ですから、できると思

っているんですが、冬期間通行止めということが非常にちょっと、果たして先ほどからおっしゃっ

ている立地条件に合うのかどうか、そこがちょっと心配なところではあります。 

 この後もいろんな質問出てくるとは思いますが、このことは、先々どのように県道整備がされて

いくかというのは、非常に大きな問題ではあるんですけれども、現在、この道の駅設置、しかしな

がら、こういう状況だからこそ、道の駅というものを造って、ほかへ出ていきたい、ほかとつなが

りたいんだということを、またアピールすることも大事かなというふうに思いますが、そのことに

ついてはいかがお考えでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 お答えいたします。 

 立地に係る問題ですが、議員御指摘のとおり、今後の道路計画、そういうものをにらみながら、

適切な場所に立地することが好ましいというふうに考えております。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 先ほど来から、規模はどうであれ、方向性はそのようなことを検討していくということで、しか

しながら、どんどん状況は変わって移っていっています。人口減少もどんどん進んでいく。このよ

うなときに、やはりスピード感を持って物事を進めていかないと駄目であります。 

 それで、期限、期日、そういうものがないと仕事ではないと、民間ではよくそのようなことで、

私も言われてきました。 

 ですから、そのような計画の骨子、事業計画といいますか、事業規模も入れてですが、どのよう

な方向性でいくんだということをいつまでに出すだと、そういうことも明確にお示しいただければ、

今後の村はそこへ進んでいくんだろうということで理解できるんですが、その辺を御答弁いただき

たいと思いますが、お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 お答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、刻々と状況が変わる昨今でありますので、スピード感を持って立地等の条

件を検討してまいりたいと思いますし、遠くない時期に議員の皆さんにもお話しできればというつ
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もりで検討しておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 そのような方向が示されること、大変期待しております。 

 それで、１点だけ注文といいますか、ありますが、こういうプロジェクトを組んだ場合に、やは

りいろいろな方面のことを解決していく、財源にしろ、いろいろ財源をどこから見つけてくるか、

機能によっては相当な数の補助金等のメニュー、そこに取り組んでいかなければならないと思うん

ですね。 

 ですから、プロジェクトを組むときに、やはり庁内、課を横断した取組で、希望を持って取り組

んでいただける職員さんなり、公募してでもいいですから、課を決めてということでなくて、みん

なで取り組んでいくんだと。予算、どこから財源取ってくるだとか、そういうことをやって、そう

すると、それもいい経験になるかと思うんですよね、そういうことに取り組んでいくと。 

 ということで、庁舎を挙げてそのことに取り組んでいただきたいと思います。最後にそのことを

答弁お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 お答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、課の枠を超えて庁内で組織をつくり検討することは、非常に重要と考えて

おりますので、他の例においても取り組んでおるものもございますので、そのような形で取り組ま

せていただきたいと思います。 

 以上です。 

○４番（梨本 進議員） 

 終わります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、梨本 進議員の質問を終わります。 

─────１番 久保田雄吉議員。 

○１番（久保田雄吉議員） 

 通告に従って質問をいたします。 

 この２月にまとめられました「第三期高山村人口ビジョン及び高山村デジタル田園都市国家構想

総合戦略」、こういう冊子にまとめられておりますけれども、中に高山村の将来人口推計の結果と

いう項目がありまして、その内容といいますか、そのグラフが非常に衝撃的で、愕然とする内容で
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ありました。これからの対応について知りたいと思います。 

 今から45年後のこの村の総人口の推計というのは、第三期高山村人口ビジョン、この中に示され

ているんですけれども、推計は2,373人、あるいは、村独自でも一度精査された数字だと思います

が、それでは3,050人となっているわけです。2,373人、あるいは3,050人、いずれの数値でも、衝

撃の大きさというのは変わらないと思います。 

 そこで質問ですけれども、まず村長にお聞きしたいのは、この村が、戦争があったわけでもない

し地震があったわけでもない、原発の放射能が来たわけでもない。たった45年後に人口が半減して

しまうような、そのようなことが予想される魅力のない村なのかどうかということをお聞きしたい

と思います。 

 それから、２番目、1962年に出版されましたレイチェル・カーソンの著書に、殺虫剤や農薬など

の化学物質の危険性を訴えた「沈黙の春」というのがありました。この「沈黙の春」が出された後、

非常に農薬の安全性とか、いろいろ改良されまして、私ども、りんご、ぶどう等を栽培している者

にとって、昔より農薬も安全になって、使いやすくなったなということを実感しているこの頃です。 

 今、この村の現状は、子どもの声があまり聞こえなくなっている、「沈黙の村」というふうにな

っているような気がします。毎朝登校していく子どもたちが目に見えて減っている。紫区でも村内

で子どもの声が聞こえなくなってきている。どうしてこうなってしまったのか。まず原因をしっか

り究明する、あるいは原因を認識して自覚することが必要だと思うが、どうでしょうか。 

 よく私たち、病気になったときに、昔はお医者さんへ行って、そうすると、まずお注射しましょ

う、ビタミンの注射しましょうとか、そういうことがよくありました。この村でも、人口対策とい

うことで、いろいろ打ち出されてはいますけれども、私の感覚からすると、ビタミン剤の注射程度

のことではないのかなというような感じがして、本当に本質的な治療につながるというか、劇的に

人口が改善してくるような、そういう施策からは、ちょっと遠いんではないかなというふうに私は

思うんですよね。やっぱり、こういうことにいきそうな、そういうことを、本当の原因は何なのか

ということがはっきりして、それに対応するどんぴしゃの政策が出てくれば、それはおのずと解消

してくるのではないかというふうに考えます。 

 高山村は6,500人、あるいは6,400人も人口がいるわけです。３人寄れば文殊の知恵といいます。

6,400人の知恵を結集すれば、輝かしい未来を切り開くことも可能なのではないかというふうに私

は考えますが、どうでしょうか。答弁よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 高山村の将来人口推計結果についてお答えをいたします。 

 国立社会保障・人口問題研究所が令和５年に公表した日本の将来推計人口によりますと、令和２
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年の国勢調査では１億2,615万人であったものが、30年後は17％減に当たる１億469万人になると推

計されております。一方、県におきましては、昨年12月に策定された「信州未来共創戦略」では、

令和２年において205万人あった人口が、30年後は22％減に当たる159万人になると推計されており

ます。 

 そのような中で、本年３月に策定した第三期高山村人口ビジョンでは、令和２年の6,617人が30

年後は40％減の3,954人、50年後は62％減の2,373人と推計されております。 

 このため、村といたしましては、人口減少を抑制し、活力ある地域を創造するため、本年３月に

「高山村デジタル田園都市国家構想総合戦略」を策定し、「村に仕事をつくり安心して働けるよう

にする」こと、また、「村への新しい人の流れをつくる」こと、さらに、「若い世代の結婚・出

産・子育ての希望をかなえる」ことや「魅力的で安心して暮らすことができる村をつくる」、この

４本を柱に据えて、取組内容と数値目標を定め、担当課のみならず各課横断的に、人口減少対策に

取り組むこととしております。 

 この取組内容を基に、村が独自推計した結果、30年後は35％減の4,295人、50年後は54％減の

3,050人と推計しております。 

 そこで、まず初めに、本村の魅力に関するお尋ねでございますが、私は昨年秋に村長に就任させ

ていただいて以来、いつまでも住み続けられる幸せと充足を感じていただける村、そして、誰もが

住んでよかったと思ってもらえる村を目指し、村政運営に取り組んでいるところでございます。 

 御承知のとおり、高山村は美しい日本の原風景が残る貴重な地域であり、果樹や野菜、米などの

おいしい農産物が生産され、四季折々の季節の変化を楽しむことができ、そして何よりも、地域や

人とのつながりを大切にする、とてもぬくもりがあって心優しい村民性がある、大変すばらしい村

であると思っております。このため、今後とも高山村のすばらしさ、強みを生かして、訪れていた

だいた方やこれから訪れていただく皆さんへ広く情報を発信して、交流人口の増加はもとより、移

住・定住につながる取組を進めてまいりたいと考えております。 

 次に、人口減少が進む原因についてでございますが、この人口減少問題につきましては、様々な

背景がありますことから、その要因を事細かに分析できておりませんが、一番は少子化と高齢化の

進行によるものや、東京を始めとする都市部への若者の集中などが挙げられるかと思います。 

 特に少子化は、未婚化や晩婚化・晩産化や夫婦の持つ子どもの数の減少などが、主な要因と思わ

れます。このため、村といたしましては、人口減少問題は最重要課題でありますことから、庁内で

の検討会議や村民の皆さんからも御意見等をお聞きする中で、人口減少に歯止めをかけるべく、

様々な対策を講じていく必要があると思っておりますので、前年度に策定した総合戦略に基づき、

国の支援も仰ぎながら、スピード感を持って、できることから着実に進めてまいりたいと考えてお

りますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 
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─────久保田雄吉議員。 

○１番（久保田雄吉議員） 

 私も学生時代は都会におりまして、それで、やっぱり子どもの頃は高山村に育ったものですから、

自然が恋しい、都会で一生骨を埋めるのかなという暗たんたる気持ちで暮らしておりましたけれど

も、高山村に帰ってくることができまして、毎日アルプスを見て、りんごの適地で、そして温泉も

たくさんある、夜景もすばらしい。本当に高山村って、いろいろそろっている、すばらしい村だな

というふうに感じております。ただそのことを、ほかの村外の人がそう思ってくれるかどうかとい

うところに、非常に乖離があるんじゃないかというふうに私は思うんですよね。 

 この村に住んでいる人は、例えばりんごが蜜が入っておいしい、これは当たり前だと思っている。

毎日アルプスの白い峰が見られるということが当たり前、長野市の夜景が見られるのも当たり前、

でも、不便な場所だというふうに思っている節があります。 

 それとか、通勤が遠いというふうに思っている方も多いと思うんです。でも、全国的に見ると、

例えば通勤時間１時間というのは短いほうなんですよね。でも、高山村は、長野市へ30分、40分で

いいわけですよ。千曲市とか、あるいは中野市、山ノ内町、そういうところに住んでおられる方は、

もっともっと時間をかけて通勤しているわけですよね。 

 高山村は本当に恵まれているんだけれども、そういう自覚が足りないといいますかね。それとか、

あるいは村外の人にそういうふうに見られない。そういうところが非常に残念だなというふうに思

うんです。 

 高山村はＳＢＣでも、テレビでもラジオでもいろいろ取り上げられて、村内の放送でも、いつ幾

日に高山村の放送がありますというふうに、いっぱいそういうことは過去からあるんですけれども、

一向に高山村は小布施町と比べて有名になってこない。あるいは長野県内で、中信・南信に行くと、

高山村って知られていないという声をよく聞くわけです。非常に残念なことだと思います。 

 そこには何か大事な問題があるのではないかというふうに考えるわけですけれども、このことに

ついて、もう一度村長にお聞きしたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 いろいろと今、議員のほうからお話をいただきました。そんな中で、やはり高山村という村をい

かに宣伝していくかということにもつながってくるのかなと思っております。 

 やはり村のよさを知っていただかなければ、なかなか人口減少問題につながってこないというこ

とでありまして、そんなことで今、村も移住・定住対策を始め、先ほども話がありました、やはり

道の駅ですかね、そういったことも、本当にこれから、いろいろなことをやっていかなければいけ

ない時代になっております。しかも、あまり長い先を考えることではなくて、短時間といいますか、
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本当にスピード感を持って取り組まなければいけない課題が山積をしております。 

 そんな中で、やはり知名度を上げるためには、村はもちろんでございますけれども、また村民の

皆さんの御意見等もお聞きする中で、やはりすばらしい観光資源があるわけですから、やはりこの

観光資源を積極的に売っていくというふうに私は考えております。 

 そんなことで、やはりこれは村全体で、村民の皆さんを巻き込んで、みんなで高山村をやっぱり

よくしていく。そのためには、やはり「高山村に住んでよかった」、村民の皆さんがそう思ってい

ただかなければ、なかなか一緒になって動いていただけない、そんなふうに思っていますので、や

はりその辺を高山村が一丸となって、みんなで外に発信していくということで、今後進めていきた

いなというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────久保田雄吉議員。 

○１番（久保田雄吉議員） 

 続きまして、Ｕターンで帰ってくる村民の後継者を増やし応援することというのが、非常に重要

だと思います。特に、昔からの地区内に子どもが目に見えて減っている、そういう対策の一番の基

本は、やはり村から外に行かれている方に積極的に帰ってきて住んでいただく。それが非常に大事

だと思います。 

 新しくこの村に移住して来られる方の対策では、いろいろな対策補助金があるのに、Ｕターンで

帰ってくる村民の後継者には、そのための対策や補助制度が欠けているのではないかというのが、

議会報告会で出された要望がありました。 

 そこで質問ですけれども、Ｕターンで帰ってくる村民が新しく家を建てる場合の農地を宅地に転

用する規制を、もう少し柔軟に緩和することはできないか。 

 ２番目、Ｕターンで帰ってくる村民が家をリフォームする場合にも補助金が利用できるようにし

てもらえないかという要望がありましたので、お聞きしたいと思います。お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────鈴木定住支援室長。 

○定住支援室長（鈴木靖孝） 

 Ｕターンで帰ってくる村民の後継者についてお答えいたします。 

 本村におけるＵターンで戻ってこられる村民の皆様の現状につきましては、若者住宅建設促進事

業助成金の実績を見ますと、仕事の都合等で村外に出られた方が就農や子育てを機にＵターンして、

親世帯の近隣に住宅を建設されるなど、令和６年度で３件ほど御活用いただいているところでござ

います。 

 そこで、まず初めに、Ｕターン者が家を建てる場合、農地を宅地に転用する規制を緩和すること

についてのお尋ねでございますが、農地を宅地等へ転用する場合、「農業振興地域の整備に関する
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法律」や「農地法」の規定により制限が設けられております。一般的に、将来にわたり農地として

利用を図るべき農地は転用することが困難でありますが、集落に接続し上下水道の接続が容易であ

る場合や役場などの公共施設から半径300ｍ以内に位置する場合のほか、既存宅地に隣接している

場合など一定の要件を満たせば、農地の転用が認められております。 

 このため、農地法上で村の裁量は一切認められておりませんので、村独自で要件を緩和すること

は困難でありますことから、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

 次に、Ｕターン者が家をリフォームする場合の補助金についてのお尋ねでございますが、本村で

は転入の促進と人口減少の抑制を図るため、令和７年度から「多世帯同居リフォーム促進事業補助

金」の運用を開始し、Ｕターン者を含めた移住者が親世帯及び子世帯の同居を開始する場合に、住

宅のリフォームに要する経費の２分の１以内で、上限50万円を限度として交付することとしており

ますので、Ｕターンで戻ってこられる村民の皆様には有効に御活用いただきたいと考えております

ので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────久保田雄吉議員。 

○１番（久保田雄吉議員） 

 ありがとうございます。Ｕターンで帰ってくる村民の後継者の対策というのは、もっともっと、

いろいろ知恵を絞って考えていただきたいと思います。 

 続きまして、次の質問に移ります。 

 毎年、広報の４月号には、役場職員の名簿が掲載されていました。新しく入ってこられた方、定

年で辞められた方等、詳しく載っていたわけですけれども、今年の４月号にはそういう詳しい掲載

はなく、役職の職員に限定された名簿が掲載されていたわけですけれども、村民からの質問で、今

年の４月号の広報に職員の詳しい名簿が載っていなかったのはどうしてか、その理由が知りたい。

退職者や新人の名簿がなかったということですね。 

 そして、２番目、ぜひとも昨年まであったような退職者や新人の名簿も、これから載せてもらう

ことはできないかということですが、よろしくお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 役場職員の名簿の掲載についてお答えいたします。 

 村では行政運営を進める中で、村民の皆さんにお知らせすべき内容を紙面にまとめ、毎月15日に

「広報たかやま」を発行しております。 

 そこで、これまでは「広報たかやま４月号」において、職員の人事異動に伴う異動先の部署と職

員の氏名を掲載しておりましたが、村全体の組織体制や主な業務内容が分かりづらいなどといった
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問合せが増えてきたことから、他市町村の状況を参考に人事異動の掲載をやめて、組織体制や主な

業務内容を中心に掲載するとともに、一般職及び技術職の常勤職員並びにフルタイム会計年度任用

職員の氏名を掲載してきたところでございます。 

 そこで、まず初めに、「広報たかやま４月号」に係長以下の職員の名前を載せなかったことにつ

いてでありますが、近年、ＳＮＳの利用拡大等により、自治体職員の個人情報がＳＮＳで拡散され

る事案が発生しており、個人情報保護の観点や職務上の安全を確保するため、本年から係長以下の

職員氏名の掲載を控えさせていただいたところでございますので、御理解賜りますようお願い申し

上げます。 

 次に、職員名簿を掲載することについてでありますが、このことにつきましても、ただいま申し

上げましたとおり、職員の個人情報保護の観点や職務上の安全を確保するため、職員名簿の掲載は

控えさせていただきたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────久保田雄吉議員。 

○１番（久保田雄吉議員） 

 以上で私の質問を終わります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 しばらく休憩します。 

 これより本休憩とします。 

 会議は午後１時から再開します。 

午前11時49分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時00分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────６番 髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 通告に従いまして質問いたします。 

 １問目に、高山村への移住、定住促進を図り、人口を維持するためにということでお尋ねします。 

 昨年12月にも移住施策について質問しましたが、やはり少子高齢化・人口減少が進む中で、この

先も私たちの生活インフラや教育福祉サービスなどを維持し改善していくためには、財源、そして

何より、サービスの担い手が大切だという視点から質問したいと思います。 

 多くの自治体で同様の問題を抱えている中で、特色ある住みよい魅力的な村づくりを行い、移住

者・転入者が増え、定住してもらい、さらには転出者を減らすということが必要だと考えます。 
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 本村でも様々な施策を行っておりますが、人口対策は効果が出るまでに時間のかかるものであり、

状況を見ながら、見直しなども行っていく必要があるかと考えます。今後の展望について伺います。 

 １つ目に、人口対策として目標とする数値を教えてください。 

 ２つ目に、コロナ禍の影響も少なからずあると思いますが、その以前から村の人口は減り始めて、

現在も減ってきているところです。この現状についての捉え方と今後に向けての課題は、どのよう

に考えていますでしょうか。 

 ３つ目に、積極的に高山村に移住してほしい層、高山村に来てもらいたい人については、具体的

に何かお考えはありますでしょうか。 

 ４つ目に、移住したいと思ってもらえる村づくりに向けて、中学生から提案を受けて、令和５年

４月から移住相談協力店として、村内の事業所の皆さんに御協力いただいて、移住に係る相談を随

時受け付けてもらえるようになりました。２年が経過し、協力店の状況について教えてください。 

 ５つ目に、現在参加している移住相談会などの目的と現状についてお答えください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────鈴木定住支援室長。 

○定住支援室長（鈴木靖孝） 

 高山村への移住、定住促進、人口維持についてお答えいたします。 

 村では、本年３月に「第三期高山村人口ビジョン及び高山村デジタル田園都市国家構想総合戦略」

を策定するとともに、本年度からスタートしました「第六次高山村総合計画後期基本計画」と連携

し、人口減少克服や地方創生の目的を達成するための目標等についてお示ししたところでございま

す。 

 そこで、まず初めに、人口対策として目標とする数値についてのお尋ねでございますが、この総

合戦略では、国立社会保障・人口問題研究所推計に準拠した推計値、すなわち現在の状況がこのま

ま続いた場合の10年後となる令和17年度末時点での人口を5,300人と推計しております。このため、

村といたしましては、移住・定住、少子化、健康寿命の延伸など、人口減少対策に係る各種施策を

講じ、成果が得られた場合の10年後となる令和17年度末時点での村の独自推計人口であります

5,515人を当面の目標としております。 

 次に、人口が減っている現状の捉え方と今後に向けての課題についてのお尋ねでございますが、

本村の人口減少の現状は、死亡者数が出生者数を上回る自然減と転出者数が転入者数を上回る社会

減が要因となっておりますことから、いかに社会減による人口減少に歯止めがかけられるかが課題

であると認識しております。このため、今後は、社会増につながる住居や宅地の確保、さらには雇

用の創出が極めて重要であると考えております。 

 次に、積極的に高山村に移住してほしい層や高山村に来ていただきたい方についてのお尋ねでご

ざいますが、人口減少が続く本村にとりまして、本村で暮らしたいという方であれば、どなたでも



－39－ 

お迎えしたいというのが、村としての基本のスタイルでございます。 

 議員お話しの移住してほしい層というものが、年齢層と捉えた場合、社会増と自然増への両方へ

の寄与を期待することができる働き盛りの子育て世代の皆様に移住していただければ、より効果的

と思われますが、現実は難しいものがあり、どの層でなければいけないということではありません

ので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

 次に、移住相談協力店の状況についてのお尋ねでございますが、移住相談協力店は以前、中学生

議会において、生徒の皆さんから御提案をいただいたことにより、令和５年度に創設いたしました。

この協力店には、本村を訪れ、村を気に入っていただいた皆さんが気軽に立ち寄っていただける村

内の飲食店や宿泊施設など、５店舗の皆様に御協力をいただいております。 

 その状況につきましては、移住希望者の方が実際に村で暮らしている方から生の声を聞くことの

できる機会や、協力店を通じて出会った村民の方と関係性を築く機会を創出するなど、役場を通じ

て行う相談とは異なり、視野を広げて高山村を知っていただく場所となっております。また、実際

に移住された方が協力店に立ち寄り、高山村での暮らしで困っていることなどの相談に応じていた

だく場所としての効果が生まれているなど、村といたしましては、移住相談協力店の皆様の御協力

に感謝を申し上げる次第でございます。 

 次に、現在参加している移住相談会などの目的と現状についてのお尋ねでございますが、現在村

では、主に２つの移住相談会に参加しており、１つは長野県が主催する相談会、もう１つは、長野

地域連携中枢都市圏による長野地域９市町村の連携による相談会であります。この目的につきまし

ては、高山村独自で相談会を行うとした場合、来場者の確保が難しいことから、多くの来場者が見

込まれる県や長野地域の相談会を活用し、高山村を知っていただき、移住希望先の選択肢の１つと

して提案させていただいているところでございます。 

 一方、現状につきましては、令和６年度実績で、県の相談会へは２回参加をして19名、連携中枢

都市圏の相談会も２回参加して、13名の皆様との御相談に応じたほか、村単独で開催しております

オンライン相談会や役場定住支援室窓口などで広く相談をお受けしております。 

 今後とも、移住希望者の皆様に寄り添いながら、さらなる本村への移住に結びつくような施策の

検討を進めてまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 １つ目の質問についてお願いします。 

 令和17年度末で、独自の推計で5,515人を目指すという、目標とするということの御答弁いただ

きました。移住・定住と少子化、健康寿命の延伸など、各種対策を講じてということなんですけれ

ども、このままいけば5,300人のところから200人増えると感じられる具体的な何か施策がありまし



－40－ 

たら、教えてください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────鈴木定住支援室長。 

○定住支援室長（鈴木靖孝） 

 お答え申し上げます。 

 村では、様々な移住・定住に係る施策、例えば補助金ですとか、今の移住相談会の施策とかとい

うことで、そのために定住支援室を設立して、対策に臨んでいるということでございます。そうい

った情報を、年々新しいことを打ち立てておりますけれども、きちんとそういった施策をまとめて、

各課またがるところをしっかり情報として、そういった移住の皆様に御提供していくというところ

がまず大事かなと思って対応しております。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 分かりました。 

 ２つ目の質問についてお願いします。 

 社会増につながる住居や宅地の確保、雇用の創出は、私もとても重要だと考えております。 

 そういった中でも、ほかの自治体でよく見られている、若い世代の方が移住してきてカフェを開

いたりパン屋さんを開業するといったようなこと、高山村では少ないのかなというふうに感じてい

ます。創業支援等も行っていただいているんですけれども、この辺に関して、ほかの自治体の動き

とかは参考にできないかなと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────鈴木定住支援室長。 

○定住支援室長（鈴木靖孝） 

 お答え申し上げます。 

 議員お話しのとおり、そういった形で、起業とか創業に向けてというところのもの、当然高山村

もそういった形で臨んで、お店とかを立ち上げたい、起業されたいという思いで来られている方も

いらっしゃると思います。 

 産業振興の施策の中で、創業支援の補助金ですとか新商品の開発とかでということで、施策を打

ち立てている状況でありますので、そこら辺も含めて、しっかり情報提供するとともに、そういっ

た皆様のニーズというのもありますけれども、そういった今ある施策をしっかりお伝えしていくと

いうことが、まず大事かなと思っております。 

 以上です。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 分かりました。 

 ３つ目の質問についてお願いします。 

 これまで移住・定住施策として、公営住宅の整備をされて、空き家の利活用、新規就農や、先ほ

ど言った創業支援・起業支援など、移住・定住に向けた各種情報提供等、取組を続けてこられてい

て、一定の成果も上がっているところかなと思います。ここ数年、また空き家バンクへの登録や成

約も増えていて、定住支援室になってからも、ますます丁寧に対応してきていただいているのかな

というふうに感じています。 

 移住・定住施策については、様々な世代、いろんな方に届くことが必要だと思いますし、どなた

でも迎えたいということは、私ももちろんそうは思っています。でも、やはり一番最初に申し上げ

ましたように、この先も私たちの生活インフラや教育福祉サービスなどを維持し改善していくこと

ということ、また財源、そして何よりサービスの担い手の確保ということを考えたときにという中

で、先ほども室長もおっしゃられたように、働き盛りあたり、子育て世代の方が来ていただけたら

なという話もありました。こういう世代に来てもらいやすい、定住してもらいやすい施策を考えて

いくことも必要になるかと思います。 

 なぜこのようなことを言うかといいますと、現在、村営住宅も、縛りがなくなって空きにくい状

況がある。空き家も、どうしても販売が多くて賃貸がないというような状況の中で、どうしても若

い世代は来にくいということがあります。どなたでもオーケーだけれども、ここに来てほしいんだ

という思いの中で、そこに来てもらいやすいような施策が、やはりないのじゃないかなというふう

に考えますし、実際にそういった声も多く聞きます。 

 先ほど、来てもらいたい層という聞き方をしたんですけれども、来にくい世代をなくすという考

えの中で、これまでの施策だけでは何か足りないのではないかと思うんですけれども、これは今後

の話ではありますが、こういったことを考えたいというような施策の枠組みみたいなものでもいい

んですけれども、何か考えはありますでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────鈴木定住支援室長。 

○定住支援室長（鈴木靖孝） 

 お答え申し上げます。 

 議員お話しのとおり、来ていただきたい層というようなことはあるかと思います。 

 実際、各種補助金とか様々な施策ということは、例えば結婚祝いの補助金ですとか、若者向けの

補助金ですとか、今年でまいりますと、Ｕターンで奨学金の返済の支援をするとかということで、
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様々な世代に応じたメニューというものが結構できているかと思いますね。そこら辺というものが、

やはり一元化して、それぞれやっているというところが、こちらでもそういったものを集約してパ

ンフレットにして、移住希望の皆様ないしは、これは村民の方にも通じるものだと思いますので、

そういった形でしっかりＰＲをまずしていくと。その中でいろんな課題が出てくるかと思いますの

で、そこら辺については、またいろいろ考えながら今後進めて、施策を展開していければなと考え

ております。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 いろんな情報を一元化して考えながらということですけれども、施策があると移住に直結すると

いう部分があると思うんですけれども、先ほども言いましたように、実際入りにくいんだという声

がある中で、そういう声って、どこかで拾っていくような考えはありますでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────鈴木定住支援室長。 

○定住支援室長（鈴木靖孝） 

 お答えいたします。 

 まさに来にくいとか、そういった行政の耳に届きづらいというような情報なんですけれども、先

ほど御質問いただきました移住相談協力店さんというのが、１つの情報をいただける場所というも

のを感じておるところでございます。 

 先ほど私の答弁でも申し上げましたけれども、移住された方がやはり悩んでいるということに関

しては、ちょっと役場には聞きづらいといったことをその場でお話しいただいて、協力店の皆様か

らもそういった、こういう話を聞いたよ、解決しようがないかもしれないけれどもということで、

お話を伺う機会が実際あります。その声として届かないものをしっかり受け止めていって、やはり

それを聞き流さないで、できるだけそういったところで、移住、できるだけ御意見を反映した形で

循環できればなというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 分かりました。 

 ４つ目の質問で、先ほど移住相談協力店の話もいただきましたけれども、協力店の皆様には、相

談されたい方と村内の方とかけ橋になっていただいて、大変ありがたいと感じています。これも実

際に、移住する前に知っている人ができて、移住しやすかったというような話も聞いております。 
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 さらに、今後の協力店の動きというか、今後どうしていくかというところの中で、先ほども言い

ましたけれども、やはり物件がない中で相談をされても、なかなか困るんだという話、協力店さん

のほうからも聞いています。相談には乗れても、なかなか解決しないというところの中で、困り感、

多分年に一度か二度集まって話をしていただいている中で、そういう困り感というのも出てきてい

ると思うんですけれども、今後、移住相談協力店さん、こういう困り感のところをどのように行政

と解決に向けて進めていくか、何かお考えがあれば教えてください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────鈴木定住支援室長。 

○定住支援室長（鈴木靖孝） 

 お答えいたします。 

 困っているというお話、やはりそれは貴重なお声として聞くべきでしょうし、今の現状で、なか

なか難しいというところも考えております。 

 しかしながら、それがヒントとしていただけている部分だなというふうに思っておりますので、

今、年１回、皆さんが集まる機会ということはあるんですが、どちらかというと月１回、そういっ

た空き家バンクの情報ですとかチラシを更新するということで、月１回ぐらいは協力店さんを回ら

せていただいて、そこでいろんなお声を聞く機会があるかと思います。当然そこというのは、我々

の役場では聞こえてこない声の重要な場所だと思っておりますので、当然のことながら、そういっ

た声をいろんな形で反映させていかなければならないと、だからこそ協力店に意義があると考えて

おりますので、２年たったところですけれども、より一層いい形で、皆様と協力しながら、いい循

環を生み出していきたいと思います。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 分かりました。 

 ５つ目の質問についてお願いします。 

 現在参加している移住相談会、２つあってということをお話しいただきました。移住相談会から

移住・定住につながった方、もしいらっしゃいましたら、どんなケースだったかを含めて教えてく

ださい。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────鈴木定住支援室長。 

○定住支援室長（鈴木靖孝） 

 お答えいたします。 
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 移住相談会から直接定住につながるというケースにつきましては、実のところ、東京で行ったと

ころから直接的に、今の県あるいは長野地域のところからといったところでは、実はなかなか結び

ついてないというのが実情であります。 

 それに近い事例としますと、今、地域おこし協力隊で御活躍いただいている職員の方であったり

とかあるんですけれども、実際のところは長野県として、広い市町村を目的に来られている方であ

ったり、長野市を中心としてと考えている方でいらっしゃるのが実情で、近年でいきますと、恐ら

く私の細かい数字はちょっと分析し切れていないですけれども、数件にとどまっていると思います。 

 しかしながら、そういった機会に出ていくことによって高山村をＰＲすること、仮にそこで移住

希望をなさっている方が、県内広うございますから、そこでやはり他市町村との比較をされている

というところで、高山はどうなっているんだと、こういったところはやっていないのか、ここはや

っているのにというお話を聞く機会もあるかと思いますので、そこも先ほど、移住協力店の皆様と

はちょっと異なりますけれども、やはり比較検討されている中での選択肢として、高山村を選んで

いただけるということでの生の声ということもありますので、必ずしも東京でやっていることにつ

いて、数としては出ていないかもしれませんけれども、そこら辺は積極的に出向いていって、いろ

んな方のお話を伺いながら、移住に結びつけていくよう努力してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 なかなか結びついていないというお話でしたけれども、友人で長野市とかに住んでいて、家を建

てるに当たって土地を探しているんだけれどもというお話の中で、高山村、須坂市も近いし、考え

ているんだという声があったりとか、前も質問したかと思うんですけれども、土地が安いというこ

とで、イオンモールができる中で、こっちに住んでもらうということのＰＲもしたらどうかという

御提案もさせてもらいましたけれども、そういった県内で住宅を建てようと思っている若い世代、

子育て世代って、多分いると思うんですよね。そういうところに向けた相談、オンラインもあると

いうことですけれども、なかなかそこにアクセスしてこないような世代というかがあると思うんで

すけれども、そういうところをちょっと掘り起こしてもらったらどうかなと思いますが、いかがで

しょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────鈴木定住支援室長。 

○定住支援室長（鈴木靖孝） 

 お答えいたします。 

 移住というのは、都内とかではなくて県内、近隣というのがあるかと思います。ここ近年、空き
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家バンクというものが非常に高山村、注目を浴びて、件数も累計66件になりましたかね。非常に問

合せが多いと。 

 最近多い相談というのは、役場で受けている相談というのが、空き家バンクをきっかけに見て、

例えばお安い物件とか古民家っぽい、そういった物件とかをきっかけに、飛び込みでお電話だった

りという機会が実は多くなっていて、県内とか近隣で空き家バンクがきっかけになって、結果的に

そこに住むかどうかはないんですけれども、やはり土地が近隣より安かったりというところからお

話に結びついて、そこから案外定住に結びつくというケースが、最近生まれているかなと思います。 

 ちょっとそれによっての件数というところは、そこも分析し切れていない部分はあるかと思うん

ですけれども、肌感としてはすごく出てきているかと思いますので、議員お話しのとおり、そうい

った近隣に向けたＰＲの仕方ということはもうちょっと研究して、いろいろ対応してまいりたいな

と考えております。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 何のために移住・定住施策を行うのかというところ、移住協力店さんからの声ですとか相談会で

のこちらからのアピールだけではなくて、高山村へ移住を考えるかもしれない方の不安の声とか聞

いていただいたり、また村内の皆さん、移住された方と関わっていくのは村内の皆さんだと思いま

すので、関わりをどうしていったらいいかというようなところ、様々な声を具体的に施策に反映し

ていただけるよう要望いたしまして、１つ目の質問を終わります。 

 ２つ目の質問に移ります。 

 見やすいホームページをということでお尋ねします。 

 村のホームページは村の入口であり、顔であり、村民にとっても村外から訪れる人にとっても、

情報を得るための重要なツールであると考えます。最近、頻繁に情報更新もされていて、情報発信

をしていこうというところはとても大切だと思いますし、ありがたいことかなと思って見せていた

だいております。 

 ですが、やはり見づらいというところがどうしてもあって、もっと簡単に必要な情報にアクセス

できるようなリニューアルをしてはどうかと考えます。見やすいホームページにしていただくため

に伺います。 

 １つ目に、現在のホームページの更新について、何を一番重要に考えて行っていますでしょうか。 

 ２つ目です。令和６年３月にも、高山村ホームページのリニューアルとさらなる活用をというこ

とで一般質問をさせていただきました。時代やニーズに沿った全面リニューアルについて、準備を

進めたいという答弁をいただいたかと思います。現在、リニューアルについてはどんな状況でしょ
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うか。 

 ３つ目に、これも先ほどと同様、令和６年３月の一般質問でもお聞きしましたけれども、現在の

様々な施策について、例えば妊娠出産の手当や助成などとか福祉手当といったような形で、改めて

お知らせをしていただいていて、それ自体はとても必要なことだと思いますし、多分問合せが多く

なる時期を見て、それに合わせて、ホームページ内を探さなくてもいいようにという配慮もあって、

上げていただいているのかなということは思っております。 

 その代わり、お知らせがアップされることによって、今必要な情報がどうも埋もれてしまって、

さらにホームページ上、どうしても箇条書きが２列になって見づらいというようなことがあって、

そういうことを時々見かけております。この部分について、全面リニューアルを待たずに見やすく

することはできないでしょうか。 

 ４つ目に、先ほどの１項目めの質問にも関わってきますけれども、移住に対するＰＲが少ないの

ではないかなと感じております。移住のＰＲをもっとすべきではないかと考えますが、いかがでし

ょうか、答弁を求めます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 見やすいホームページについてお答えいたします。 

 村のホームページにつきましては、令和元年４月にリニューアルし、トップページには、ふるさ

と納税や空き家バンク、移住支援や観光情報といった４項目のほか、子育て支援や村政情報など６

項目のキーワードとホームページ検索機能を有し、画面を下に移動していくと、緊急情報や防災情

報、注目情報や新着情報、暮らしの情報などを順番に掲載しております。 

 また、現在のシステムは、新しい掲載情報をタイムリーに更新することができるよう、全ての職

員が指定のパソコンから情報を入力できる仕組みとしており、担当課ごとにページ内容を作成し、

情報発信に努めているところでございます。 

 そこで、現在のホームページの更新は、何を重点に考え行われているかとのお尋ねでございます

が、村のホームページにつきましては、村民の皆さん向けの支援施策や行事のお知らせなどのほか、

村外の皆さんに向けた観光情報やイベント情報など、スピード感を持って分かりやすい表現でお知

らせすることを重点に情報発信に努めております。 

 しかしながら、多くの新着情報を一度に更新すると、新しい情報から順番に６項目のみがトップ

ページに表示される仕組みとなっておりますので、それ以前の情報はお知らせ一覧のページで確認

することとなるため、タイミングによっては見逃してしまうことが課題であると感じております。

また、公共施設や文化財など、あまり情報に変化がないページについては、必要に応じて写真の入

替えや他の関連情報とのリンクを工夫するなど、丁寧に情報を管理するよう、職員間のルールとし
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て徹底しているところでございます。 

 次に、ホームページのリニューアル準備についてのお尋ねでありますが、現在のホームページに

つきましては、リニューアルから６年が経過しておりますので、情報のまとめ方や写真の入替えな

どの見直しが必要と考えておりますが、全体のデザインについては、現時点でリニューアルする計

画はございません。 

 次に、全面リニューアルを待たずに見やすくすることについてでございますが、見やすいホーム

ページは、必要な情報や知りたい情報が探しやすく、情報が分かりやすいほか、画面のレイアウト

はシンプルで、新着情報のタイムリーな更新や掲載情報の充実、さらには見ていて疲れないもので

あると考えております。 

 そこで、村のホームページにつきましては、シンプルなデザインであり、新着情報は更新ができ

ていると思っておりますが、情報の探し方や情報を探す側から見た情報のまとめ方などは、改善の

余地があると考えております。このため、他の自治体のホームページなどを参考に、見出しの工夫

や文字情報の表現を分かりやすくし、興味が湧くような写真を使うなど、村からの情報が村民の皆

さんを始め村外者の皆さんにもしっかりと伝わるよう、作成方法等を工夫してまいりたいと考えて

おります。 

 あわせて、定例の係長会議では、有効なホームページの情報発信の仕方や発信する情報の選定な

ど、職員間で情報共有しながら、よりよいホームページを目指してまいりたいと考えております。 

 次に、ホームページを通じて移住に対するＰＲについてのお尋ねでございますが、村のホームペ

ージのトップに表示されている４つのキーワードの中に、空き屋バンクや移住支援の２つが表示さ

れており、高山村に興味を持たれた方には移住情報が得やすい画面構成としております。しかしな

がら、移住支援のページに進むと箇条書きで表示されておりますことから、ＰＲの情報が少なく感

じられますが、「移住された方の声」や「高山村でくらす」など、次ページに情報が得られるよう

になっておりますので、見やすさの観点からしますと、さらに工夫が必要ではないかと考えており

ます。 

 したがいまして、見やすいホームページにするためには、一方的な情報の発信ではなく、ホーム

ページから得たい情報が分かりやすく手に入ることが必須でありますことから、多くの皆さんにど

のように情報を見ていただくのかを常に考え、見やすいホームページの作成に努めてまいりますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 タイムリーに情報を上げていただいていること、分かりやすい表現にしていただいていることな

ど、村内外へ様々な情報を知らせていくんだというような姿勢、現在の更新の様子等からよく分か



－48－ 

るので、そこは本当にありがたいなと思っております。 

 ２つ目の質問についてお願いします。 

 前回リニューアルについて、準備を進めたいといった答弁をいただいたんですけれども、そこか

ら見直しをしてきていて、リニューアルについて、準備とかはしてこなかったということで合って

いますでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 お答えいたします。 

 今現在のホームページの全体画面につきましては、基本的にはリニューアルはしないということ

をまずはスタートとして考えておりました。ただ、中身の表現の仕方等について検討・調整をし、

その結果、全体的に全面のリニューアルが必要なのかどうかということにつながっていくものかな

というふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 分かりました。 

 ３つ目の質問についてお願いします。 

 情報をホームページで見たときに、探しやすいということ、分かりやすいということ、タイムリ

ーで疲れなく見られるということが大事だとおっしゃっていただいて、そのとおりで、そのように

進めていただけたらなと思っておりますが、情報発信の中で、令和６年３月の質問の中でも、ＳＮ

Ｓのほうを使っていけないかというようなお話をしました。 

 特に新しく発信したいものについては、使ってもいいのではないかなと思うんですが、今現在、

多分あんまり発信をしていなくて、それは使わないのか、これは使っていくのか、その辺はっきり、

どちらか決まっていましたら教えてください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 お答えいたします。 

 ＳＮＳの利用の件でございますけれども、今、高山村の情報発信とすれば、ほとんど動いていな

い状況かなというふうに考えております。 

 以前、一般質問の中で、防災的な観点の中でもＳＮＳの利用というのは、やはり１つの検討して

いくものと考えておりまして、その活用とホームページでの情報発信は、やはり一体的に考えてい
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きたいというふうに考えておりますので、その部分を含めまして総合的に検討はしておりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 プッシュ型のということで、ＳＮＳのほう、防災のほうを含めて、やっていっていただければな

と思うんですけれども、フェイスブックなりというところ、今、観光協会と定住チームのほうが、

フェイスブックとインスタグラムかな、発信をされていると思うんですけれども、そういうところ

ばらばらしていて、せっかくあるのにというところがあるんですが、ホームページからそこに、観

光協会ならそこに飛べるとか、移住・定住もそこに飛べるとかという使い方でもいいとは思うんで

すが、その辺どう考えますでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 議員お話しのとおり、やっぱりホームページからつながるということはすごく大事なことかな、

それぞれの観光協会のホームページへのリンクにつきましては、トップページの部分からも進むこ

とができますので、そのあたり、改善するところをまた検討してまいりたいと思いますが、よろし

くお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 分かりました。 

 ４つ目の質問についてお願いします。 

 先ほどもトップページのところ、４つの項目があって、とても分かりやすいなというふうに思っ

ています。やっぱりその先が見づらい、課長もおっしゃられたように、その先が見づらいという、

ちょっとそこが残念かなと思っていまして、見え方とか、移住を考えている人がどういった情報を

求めているのかということを考えていただきたいなと思うんですけれども、先ほど移住・定住の質

問の中でも、協力店さんに聞いてもらったこととか、具体的に構想を聞きながら、まずはここから、

少し見やすくしていくというところをやっていただけたらどうかなと思うんですが、いかがでしょ

うか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 
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 大変ありがとうございます。 

 やはり見え方というところは、すごく大事なポイントだと思っております。現在の情報のまとめ

方というところの検討の中で、先ほどの定住支援室への情報等も参考にさせていただきながら、今

後検討してまいりたいと思います。よろしくお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 分かりました。 

 高山村のホームページ、確かにシンプルで、とても見やすいかなというふうに思っています。全

面リニューアルはしないということですけれども、あと係長会議のほうで、見え方等やっていただ

いているということですが、内側からの見え方よりも、やはり外側からどう見えるか、外側の人が

どういう情報を欲しがっているのかというところが、一番大事なのかなというふうに思います。 

 私も外側から見させてもらって、このような質問をさせてもらっていますけれども、１つの項目

からでも、見る人の視点に立って改善をしていただけたらと要望して、この質問を終わります。 

 ３つ目の質問に移ります。 

 ＹＯＵ游ランドの遊具更新をということでお尋ねします。 

 ＹＯＵ游ランドは、温泉施設を始め、多目的ホール、マレットゴルフ場、ゆうゆう広場、アスレ

チック広場、渓流広場、噴水広場、遊具広場など、様々な世代の方が楽しめるすばらしい施設です。

しかしながら、アスレチック広場の遊具は大分古くなっており、定期点検は行っていただいている

ものの、老朽化による危険もはらんでおります。実際に、遊具によってけがも起こっているところ

です。 

 この遊具を更新することで、今よりももっとたくさんの家族連れや小中学生が遊びに来てもらえ

る施設になるのではないかと考えますが、遊具の更新について伺います。 

 １つ目に、現在の遊具は何年に設置されたものでしょうか。 

 ２つ目です。外の施設のため、利用率について正確に把握することは難しいかと思います。です

が、感覚として、遊具の利用は現在どのような感じでしょうか。 

 ３つ目に、昨年の中学生議会でも遊具についての提案がされました。このときの中学生は、保育

園や小学校へのアンケートも行っており、遊具の老朽化に伴う改善については、保育園で81％、小

学校で91％が改善が必要だと回答したという結果を示されていました。遊具の更新について、現在

どうお考えでしょうか、答弁を求めます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 
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 ＹＯＵ游ランドの遊具更新についての御質問でございます。 

 森林スポーツ公園ＹＯＵ游ランドは、平成５年（1993年）５月に開園し、約７㏊の広大な森林に

囲まれた施設で、村内外を問わず、子どもから高齢者に至るまで幅広い年齢層の皆様が、温泉やプ

ールでの憩いの場、それから健康増進のために利用され、多くの皆様に親しまれている温泉施設で

ございます。 

 そこで、まず初めに、現在使用されている遊具の設置年についてお答えいたします。 

 ＹＯＵ游ランドにある遊具の設置年につきましては、そのほとんどが平成５年の開園当時の設置

となっております。主な遊具といたしましては、アスレチック広場に昆虫を模擬したアスレチック

遊具が４基あり、シーソーが１基、平成25年度にはターザンロープを１基設置しております。 

 さらに、福祉公園には、平成17年度に犬を模擬したスイング遊具１基、令和４年度には、パンダ

やライオンを模擬したスイング遊具それぞれ１基を設置しております。小型のアスレチック遊具１

基も備えております。 

 このほか、多目的ホールの東側にバッテリーカーのコースを平成７年度に整備し、現在バッテリ

ーカーを４台配置し、土曜・日曜・祝祭日等を中心に、多くの子ども連れの親御さんに利用してい

ただいております。 

 次に、遊具の利用状況についてのお尋ねでございますが、議員御指摘のとおり、アスレチック広

場の遊具は職員が常駐していないことから、利用者数など正確な利用状況を把握することは困難で

あります。しかしながら、遊具を利用している様子からしますと、村内や近隣の保育園をはじめ、

幼稚園または養護学校などが遠足等で訪れているほか、土曜・日曜・祝祭日等の休みのときには親

子連れや家族が訪れ、アスレチック広場の遊具や芝生広場のバッテリーカーを御利用いただいてい

る状況でございます。 

 次に、遊具の更新についてお答えいたします。 

 昨年開催しました「高山村森林スポーツ公園運営研究委員会」や村職員で組織する「庁内検討会」

では、大型の複合遊具やアスレチック遊具への更新が望ましいとの御意見をいただいていることか

ら、今後、運営研究委員会や小中学校ＰＴＡ、総合型スポーツクラブなど、子どもたちが集える企

画を検討する組織でも、改めて検討してまいりたいと考えております。 

 また、遊具の更新に当たりましては、多額の費用が伴うことから、国や県などの補助金が活用で

きるかなど、財源の確保に努めるとともに、アスレチック広場は開園から30年余りが経過しており

ますことから、遊具の更新のみならず、広場全体の整備も一体的に考えていく必要があるのではな

いかと思っております。 

 今後、運営研究委員会など、関係の皆様や村民の皆様からの御意見等をお聞きしながら、魅力あ

るアスレチック広場になるよう検討してまいりたいと考えております。御理解をよろしくお願いい

たします。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 １つ目の質問についてお願いします。 

 平成25年に設置されたと言われるターザンロープ、繰り返して遊べるということで、遊ぶ子ども

の姿がよく見られます。ほかの遊具は平成５年の開設時にということで、32年ほどたっているのか

なと思うんですけれども、この32年ほどたった遊具、耐用年数等はないのでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 耐用年数でございますが、一般的に木製の遊具につきましては10年、鉄複合型遊具につきまして

は15年と規定されております。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 そうしますと、それを大きく超えているという認識で合っていますでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 一般的な耐用年数は大幅に超過しているわけでございますけれども、木製遊具については、腐朽

が進んだものについては随時交換をしてきております。鉄製の部分につきましては、部品を交換す

るなど、長寿命化を図ってきているところでございます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 木の使われている昆虫を模した遊具、子どもたちも好きで遊んでいますけれども、トランポリン

のような部分に関しては、跳ねなかったりだとか、本当に乗って通り過ぎてしまうような状況にあ

って、耐用年数、交換すればいいんだということもお答えいただきましたけれども、１つずつでも

少し何か繰り返して遊べるような、先ほどターザンロープの話もありましたけれども、何かそうい

う考えは今までなかったでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 



－53－ 

 全面的な遊具一式を交換するという考えは、今までございませんでした。しかしながら、今後に

つきましては、先ほど答弁いたしましたとおり、公園全体の遊具、それから公園全体の在り方、こ

ういうものを見直す中で、今後、更新等を含めた計画を進めていきたいと考えております。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 分かりました。 

 ２つ目の質問についてお願いします。 

 たくさんの保育園とか養護学校とか利用がある様子とのことをお伺いしました。ただ、時々行く

と、どうしてもあまり人がいないような状況が見受けられます。 

 ２項目めの質問にも出しましたけれども、新しいお知らせとして、「森林スポーツ公園ＹＯＵ游

ランド」という題目でパンフレットを載せていただいていたりだとか、施設案内なども定期的に上

げていただいているところかなと思うんですけれども、そういった中で、もっと利用があってもい

いのかなと思いますが、利用促進につながる施策はほかにありますでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 お答えいたします。 

 以前、黒岩清道議員の提案に基づきまして、子どもに無料券等の配布を行ったり、それから今後

は、先ほどもホームページのところでございましたけれども、ＳＮＳを活用したり、さらに話題づ

くりを提供して、活用が伸びるようにしたいと考えております。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 分かりました。 

 ３つ目の質問についてお願いします。 

 高山村森林スポーツ公園運営研究委員会とお話がありました。メンバーはどなたが入られている

か教えてください。 

 それから、小中学校ＰＴＡとか総合型スポーツクラブなど、子どもたちが集える企画を検討する

組織というような答弁をいただきましたが、これはどんな方が入られるのか、いろんな人は入れる

のか、お答えください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 
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○副村長（小林信彦） 

 お答えいたします。 

 １点目の研究委員会でございますが、これは高山村森林スポーツ公園運営研究委員会要綱に基づ

いて設置しておりまして、組織は委員10名以内をもって組織するということになっております。主

なメンバーは、村議会議長様、それから福祉産建常任委員長様、商工会副会長様、高山村観光協会

長、社会教育委員長など10名で構成されております。 

 ２点目の答弁の中にありました組織でございますけれども、これにつきましても、以前の黒岩清

道議員さんの御提案に基づきまして設置いたしました組織で、小中学校のＰＴＡや総合型スポーツ

クラブなどの方々が入っておりますけれども、今後さらに、議員さんおっしゃられたような幅広な

委員さんを含めるということについては、検討してまいりたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 高山村森林スポーツ公園運営研究委員会の10名の皆さんなんですけれども、どうしても使う方よ

りちょっと離れた皆さんなのかなという、社会教育委員長等が入られていますけれども、使う人の

意見て、どこで拾っていかれるのかなというところを思うんですが、先ほど広く、子どもたちが集

える企画を検討する組織では広くというふうにお話をいただきましたけれども、去年、中学生議会

がすごく提案をしていただいて、いい提案だったなというふうに思うんですけれども、こういうこ

とも研究委員会の中では話されているのか、子どもたち、こういう遊具が欲しいんだという意見を

どこか言うところがあるのか、何かあれば教えてください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 どういうふうに意見を集めるかにつきましては、今後ＳＮＳを発信することによって、広く意見

を集めていきたいと思います。 

 後段の部分については、担当係長から答弁させます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────宮川係長。 

○公園係長（宮川 順） 

 先ほどの質問の中学生議会の答弁の内容を委員会のほうでというお話ですが、中学生議会の前に

委員会のほうがありましたので、まだその内容は、委員会の中では話はしていない状況であります。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 
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─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 ぜひ中学生の提案も、委員会の中で話していただきたいなと思うところですが、商工会さんのイ

ベントをやっていて、商工会さん、そこの委員に入られていて、いいのかなと思うんですけれども、

ほかのイベントをやる団体も幾つかあります。 

 本当にいろんな方が使える公園ですので、先ほどＳＮＳを使ったり、いろんなところで広く意見

を募ったりということを言っていただいたんですけれども、本当にみんなで一緒に考えて、一番最

初にも言いましたが、アスレチック広場だけじゃなくて、渓流広場もすごくとてもいいところで、

蛍も出ますよね。子どもたち、楽しみに行く子もいたり、秋は小学生も保育園もドングリ拾いに行

ったり、すごく、あと自然公園というか、先生をやっている方にしてみると、あの公園は本当にい

ろんな木があって、子どもたちにとって、とてもいい自然公園だというふうにおっしゃられる先生

もいらっしゃいました。 

 自然でもすごく遊べると思うので、遊具に限らず、たくさんの人がいろんな形で遊びに来られる。

常に誰かがいて遊んでいるような公園になるように一緒に考えていただきたいと要望して、私の質

問を終わります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、髙井央葉議員の質問を終わります。 

 しばらく休憩します。 

 これより本休憩とします。 

 会議は午後２時15分から再開します。 

午後１時56分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後２時15分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────２番 勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 通告に従いまして、質問を２点したいと思います。 

 まず、１番目の質問ですが、「道の駅」の構想計画について。 

 議会報告会等でよく取り上げられている要望事項で、高山村は商店が少ない、飲食店が少ない、

農産物直売所がない、働く場所が少ないなど、多くの問題点を御指摘いただいております。地域の

活性化が特に重要であり、優秀で専門分野にたけた大勢の地域おこし協力隊が必要であると思われ

ます。特に国からの補助事業として、各部門で若い人の発想が、村単独でできない事業を可能にし
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てくれると思われます。 

 道の駅のような施設があることで、大きなメリットが生み出されると思われます。春の桜の花見

もにぎわいを見せていましたが、せっかく訪れた観光客が手ぶらで帰ってしまう。お土産や食事が

村外の隣接地区で対応されてしまう。秋の紅葉もまたすばらしいし、りんごやぶどうといったフル

ーツの収穫も、高山村ならではのブランド化ができていますが、観光バスが立ち寄れず、買物や食

事ができる場所がないことは、非常に残念でなりません。 

 やはり今の時代は、地域にとって道の駅、または多機能複合施設、特に農産物直売所、休憩、飲

食店、それとトイレといった施設が必要不可欠と思われます。 

 そこで質問ですが、県営中山間整備事業の導入の見合わせというところでは、非常に残念な結果

でありましたが、その後、県の指摘事項に対し、取組は実施されているのでしょうか。 

 また、前回具体的な説明がなかった地力増進施設堆肥保管庫の利用率が、計画に対し過小であっ

たためＮＧとなったとのことでしたが、計画の値と実績値の差異は一体どれだけあったのでしょう

か。また、現在の数値状況も御答弁願います。 

 それと、時間は少しかかりますが、もし再申請が可能であれば、県営事業の整備事業で対応でき

るということであれば、それらの機能を持った複合施設も期待できると思いますが、道の駅に準じ

た機能があれば、コスト面でもなお懸命と思われますが、いかがでしょう。 

 それと、ＪＡの統廃合による高山共撰場の移転・跡地利用の計画を、村が本腰を入れて考えると

いうことが急務と思われます。地権者との協議確認や準備、設計等で、相当の時間が必要と思われ

ます。道の駅または多機能複合施設といったものが、現在、一番候補地になるのではないでしょう

か。これについての御答弁をお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 それでは、「道の駅」構想計画についてお答えいたします。 

 勝山議員をはじめ複数の議員から、これまでも道の駅に関する御質問をいただいており、その都

度答弁をさせていただいております。また、本日も梨本議員の御質問に答弁させていただき、重複

する部分もございますが、よろしくお願い申し上げます。 

 そこで、まず初めに、県営中山間総合整備事業導入における県の指摘について答弁をさせていた

だきます。 

 地力増進施設堆肥保管庫の利用率を向上させるために、さらなる家畜ふんの確保を図ることが必

要ですが、新た村内におきまして畜産業を経営する意向のある事業者と、用地の選定や費用負担な

ど、具体的に事業導入に関する調整を進めているところでございます。また、生ごみを自家処理さ

れている村民の皆様には、地力増進施設への搬出をお願いしていくなど、県から指摘された課題の
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解決に向け、努めているところでございます。 

 なお、堆肥保管庫利用率の計画と実績についてでございますけれども、令和６年度の原材料処理

量が、計画時の平成25年度の処理量の45％程度となっているのが現状です。 

 次に、県営中山間総合整備事業での道の駅の整備についてお答えいたします。 

 一般的に、県営中山間総合整備事業導入にあたっては、村が将来目指す農山村活性化に向けた営

農計画を作成後、県における事業検討会を経て、国に申請されることとなっており、事業着手まで

数年の期間を要することが通例であります。 

 一方、本村における道の駅などの施設整備につきましては、農産物や特産品の直売機能のほか、

観光を始め歴史や文化を発信する窓口となるなど、大きな意義があると考えますので、できる限り

速やかに調査研究が必要であると考えております。このため、今後は高山村らしい施設の整備がで

きますよう、立地や施設、機能など課題を整理するとともに、特定の事業にとらわれることなく情

報収集に努めるなど、スピード感を持って検討してまいりたいと考えておりますので、よろしくお

願い申し上げます。 

 次に、高山共撰所の跡地利用についてのお尋ねでありますが、高山共撰所は令和６年の直売所で

の売上げが１億円を超えるなど、毎年多くの皆様にお越しいただいており、本村の魅力発信や農家

の所得向上に大きく寄与している施設と考えております。 

 また、立地を考えますと、県道主要地方道須坂中野線沿いであることや須坂市内からも近い場所

にあるなど、直売所等の施設を整備するに当たっては、大変アクセスのよい条件と考えられます。

しかしながら、高山共撰所を管理するＪＡながのに確認しましたところ、当面の間は共撰所機能や

直売所の運営を存続していく方向である旨の回答をいただいております。このため、村といたしま

しては、共撰所として存続されることのほうが、農業振興や観光誘客が図られると考えております。 

 したがいまして、先ほども申し上げましたとおり、立地や施設、機能や財源確保など課題を整理

するとともに、村民の皆様や関係の皆様の御意見等をお聞きするほか、必要に応じて産学官連携事

業の研究を行うなど、高山村らしい施設の整備ができますよう検討してまいりたいと考えておりま

す。どうぞ御理解をよろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 県営中山間整備事業の関係の計画に対して、処理量が45％というお話を今いただきましたが、こ

れは処理量がどのぐらいになれば、クリアしたということになるのでしょうか。それをちょっと教

えてください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 
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○副村長（小林信彦） 

 お答えいたします。 

 計画処理量ということでございましたけれども、先ほど平成25年と令和６年の比較で申し上げま

した。ここの発酵レーンの最大処理能力は年間3,650ｔ、それで、平成25年度が2,527ｔ、令和６年

度が1,147ｔ、これで最大処理能力との比較で申しますと、現在は31.4％という状況でございます。 

 後ほどの後段の質問については、担当課長からお答えいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 地力増進施設の堆肥保管庫利用率の、県にまた認めていただく条件ということでありますけれど

も、さきの議会でも申し上げましたとおり、まずは村として、利用率をいかに上げていくかをしっ

かりとやっている段階であります。県とも話をしておりますが、具体的に何％をもって、それがよ

いという話ではなく、まず村として、しっかり努力をしてほしいということを言われておりますの

で、先ほど副村長が答弁申し上げましたとおり、新たな事業導入ですとか、村民の皆様に御協力い

ただける部分をしっかりと御協力をいただきながら、誠意を持って、また県と話をしていきたいと

いう状況でありますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 他の家畜の関係者等のお話や、今の家庭のごみの協力等、取り組んでいただいているのはいいん

ですが、ある程度のめどというのはどうなんでしょう、ついてきているんでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 今後の協議の中でということもありますけれども、先ほどの新たな畜産業を経営する意向のある

事業者の方とは、まだ本当に具体的な話を始めたところであります。様々な条件をすり合わせてい

かなければ、具体化はしないというふうに思っておりますので、今後しっかりと、また対応してい

きたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 では、そちらのほうがもし、先ほど合格ラインの達成状況というのはまだ確定はしていないけれ

どもということでしたが、県のほうで認めていただく期間があまり長く及ぶということであれば、
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私のほうで今話ししています多機能複合施設、こういったものを考えるというよりも、道の駅とい

った構想に切り替えて、そういったものをクリアできるものに進めていけばいいのかなと思ってお

ります。 

 もし時間がかからないようであれば、ある程度道の駅が、構想して何年も、５年も10年もかかる

ようなことであれば、今の県単のほうの事業を何とか繰り上げて、認めていただく方向も可能かな

と思ったんですが、ちょっとまだそこら辺が不透明ということでありますので、道の駅というとこ

ろでやはり計画をお願いしたいと思います。 

 それと、ＪＡさんの関係ですが、実績が１億円以上、今既にあるということと、アクセスや立地

条件が、道路から非常に面していて、非常に便利だということで、いいと思われるんですが、当面

の間ということで回答をいただいたということですが、大体どのぐらいということを言われている

んですかね。３年なのか、以前５年とか、そういうお話も出ていましたけれども、具体的にそこら

辺はお分かりですか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 共撰所の関係でありますけれども、ＪＡながの須高の営農経済センターに確認をさせていただき

ました。その中では、具体的な年数まではお示しをいただいておりません。また、年数をお聞きし

たところ、当面の間というところまでしか、今は申し上げられないというふうにお聞きをしており

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 村長にお聞きしたいと思いますけれども、やはり道の駅というのは、先ほども言ったように、必

要ではないかということを言っていますが、村長のお考えというのをちょっとお聞かせいただきた

いんですが、よろしくお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 道の駅というお話でございます。 

 先ほど勝山議員もおっしゃられたとおり、やはり村内には商店が少ないだとか、あるいは飲食店

が少ない、また、そういった直売所が欲しいというようなことがございました。やはり、私もにぎ

わいの場、あるいは地域の活性化ということを考えますと、やはりそういった施設というのは必要

だという認識はしております。 
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 ただ、今の共撰所の問題につきましては、ちょっとまだ先行き不透明というようなことで、あま

り村が今、先立って動くわけにもまいりませんし、じゃ、今後どこに造るかという話にもなってく

るわけですけれども、なかなか立地条件だとか、やっぱり場所というのは非常に大事なものですか

ら、その辺の場所の選定に当たっては、慎重にやらざるを得ないなというふうに思っておりますし、

道の駅そのものは、やはりどこを見ても、大体通過点にあるような施設なんですね。したがって、

高山村の場合にどこへ行っても、いわゆる通年で通れる道がないということが、一番今の、どちら

かというと、弱い部分かなというふうに思っております。 

 したがって、道の駅というのは、いわゆる国交省の事業でありますけれども、全て国交省の補助

金でできるわけではなくて、やっぱりそこに備える機能、例えば防災機能だとかトイレだとか、そ

れぞれみんな組み合わせた財源で１つの道の駅にしているというのが、どうも実情でございます。 

 そんなことで、そういった研究もやっぱりしていかなきゃいけないだろうし、一番はやっぱり立

地、場所、どこにするかという、そういう面も多々ありますので、ちょっと課題がいろいろありま

すので、しっかりと課題を整理して、やはり先ほど言ったようにスピード感を持って取り組んでま

いりたい、そんなふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 小林副村長のほうの答弁ですが、梨本議員の答弁に対して、遠くない時期に説明したいというこ

とを言われました。今、村長のほうでも、調査研究はスピード感を持って対応したいということで

言われているんですが、要は道の駅という名前にこだわるのか、やっぱり道の駅のルールに照準を

合わせなきゃいけないのか、それとも、それとは別に、多機能複合施設、そういった形で、道の駅

にこだわらないでも、そういったものに準じたものを造って、早めて施設としてやりたいというの

か、そこら辺がちょっとよく分からないんですが、お聞かせください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 結論から申しますと、道の駅という名前にはこだわらないでいこうというふうに思っております

し、機能についても、最初からフルスペックでなくてもいいかなというふうに考えております。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 遠くない時期に説明をしたいという、遠くない時期というのがちょっと分かりづらいんですが。 

○議 長（西原澄夫議員） 
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─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 それは、検討調査の状況によりまして多少変わりますけれども、村制70周年も控えておりますの

で、そういうことを意識していきたいと思っています。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 では、村制記念事業としてでも何とか達成していただけるかどうか、そこら辺も含めて、前向き

にお願いしたいと思います。 

 それでは、次の質問に入りたいと思います。 

 村営の宅地造成、そして移住・定住など、タウン構想といったらいいのか、そういった考えはあ

るのかどうか、ちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

 それで、先日他の市町村で、国の補助金を使って移住・定住が成功している事例を確認してまい

りました。高山村の半分以下の人口約3,000人のまちで、７年連続住みたい田舎ベストランキング

に位置しておられました。行政の細やかな配慮や工夫が見られて、大いに参考になったと思ってお

ります。 

 もう１つのまちは、鉄道、国道、上水道という３つの道がないというまちですが、国の補助金や

地方交付税などをうまく活用し、以前は過疎地指定ということで、人口6,900人まで減少していま

したが、現在は約8,600人と継続的に発展し、増加の経過にあるということです。 

 今後、高山村でも、開発行為というのを何もしないでいると、美しい村を維持しても、人口減で

貧しい村になっていってしまうのではないかと。成功しているまちに共通して言えることは、攻め

る政策ということで、地域を活性化している点にあると感じました。 

 成功事例があるのですから、高山村も発展することは可能だと感じましたが、村の考え方を質問

いたします。 

 質問１、高山村で暮らすメリットは何かを徹底的に分析していくことが必要と考えます。開発行

為について、村は特に苦手で、何もしない状態が続いているように見えております。国の補助や地

方交付金の活用が重要で、用地の確保と移住・定住のための宅地造成が不可欠と思われます。大学

などとの産学官連携や外部の地域おこし協力隊の隊員による新ビレッジ構想というものがあっても

よいと思いますが、いかがでしょうか。 

 村営住宅の建設推進もしかりで、センスのよい集合住宅や移住のためのモデルとなるような住宅

も必要と思われます。また、須坂市のイオンモールから30分以内、距離で10㎞以内で、通勤範囲の

中にあります。定住条件によるベッドタウンとしての魅力も兼ね備えていると思いますが、いかが

でしょう。 
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 また、一挙に移住・定住を増やすという、ホームランというんではないんですが、大手企業の工

場誘致や各種学校、大学誘致、外国人向けの大学でも構いませんが、こういったアピールを、地域

おこし協力隊等を使って攻めの誘致活動、これを強く姿勢を出しまして、村の今後のビジョンが見

えるデザインやレイアウト、それを構築してもらいたいと思いますが、どう考えますか、御答弁を

お願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 通告に従って、村営の宅地造成で移住・定住などの新タウン構想に関してお答えをいたします。 

 村では本年３月に、「第三期高山村人口ビジョン及び高山村デジタル田園都市国家構想総合戦略」

を策定するとともに、本年度からスタートした「第六次高山村総合計画後期基本計画」と整合性を

図る中で、人口減少克服や地方創生の目的を達成するための目標及び施策の位置づけを行っており

ます。特に総合戦略におきましては、減少が続く本村の人口をいかに抑制し、増加に転じさせてい

くかが最重要課題の１つであります。 

 そこで、まず初めに、国の補助金等を活用した宅地造成や集合住宅の整備についてのお尋ねであ

りますが、村といたしましては、移住・定住対策を進める上で、議員お話しのとおり、宅地造成や

アパートなどの集合住宅の整備は、十分その必要性を感じておりますことから、現在庁内でも検討

を始めておりますので、できるだけ早い時期に具体的な方向がお示しできるよう、鋭意努力してま

いりたいと考えております。 

 また、議員お話しの新タウン構想につきましては、地域全体の発展を目的としたまちづくりの考

え方で、主に医療や健康、環境など特定のテーマを基に、地域住民の生活の質向上を目指す構想と

言われており、一方で新タウンビレッジ構想につきましては、特定の都市や地域において、より持

続可能で魅力的な生活環境を創造することを目的とした多様な要素を組み合わせて取り組む総合的

な構想と言われておりますことから、貴重な御提言として受け止めさせていただき、先進地などを

参考に、若い方の居住につなげられるよう研究してまいりたいと考えておりますので、よろしくお

願い申し上げます。 

 次に、今後の村のビジョンが見えるデザインやレイアウトの構築についてでありますが、地域お

こし協力隊を活用して企業や学校誘致に取り組み、新たな価値観を持つ外部の企業や学校関係者の

皆さんと連携して、村のビジョンが見えるデザインなどを構築し、一緒になって村づくりを推進し

ていったらどうかという御提言でございますが、村といたしましては、現時点において具体的な計

画はございませんが、アンテナを高くして情報を収集するなど、企業や学校等の誘致につながる機

会があれば、必要に応じて地域おこし協力隊の活用も検討するなど、逃すことなく積極的に対応し

てまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 宅地造成等の開発行為に精通した地域おこし協力隊、こういったものが本当に必要じゃないかと。

今、村のほうでも、地域おこし協力隊のお世話になっているのもあると思うんですが、こういった

開発行為の関係に特化した協力隊員、こういったものをぜひお願いしたいと思っているんですが、

いかがでしょう。 

 ちなみに、参考ですけれども人数が、岡山県西粟倉村という村ですと、やはり地域おこし協力隊

が54人、これ2025年の発表で出ていますけれども、あと、北海道沼田町は22人、群馬県嬬恋村は20

人、新潟県十日町市20人、長野県伊那市20人、これと比べると、非常に高山村は少ない。それで、

やっぱり専門にたけた、そういったところの人というのは、非常に重宝と言っちゃ失礼ですけれど

も、活用ができると思われますが、これに対してどう思われるか、取組も含めて、ちょっとお答え

いただきたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 地域おこし協力隊の有効活用ということでございます。議員お話しのとおり、今の他の自治体と

比べますと、決して我が村の地域おこし協力隊は多いとは言えないと思っております。 

 ただ、地域おこし協力隊、まさに今議員お話しのとおり、どういう目的で使うかと、来ていただ

くかというところが重要でありまして、いわゆる宅地開発といいますか、開発行為に対して、地域

おこし協力隊が必要かどうかという点については、やはりこれは、まず庁内で議論する必要がある

かなと。職員ではなぜ駄目なのかというものもありますので、その辺は内部で話して、しっかりと

見極めていきたいなというふうに思っております。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 先ほど、具体的な計画、大企業の誘致とかそういったものについては、具体的な計画はないとい

うことでありました。 

 具体的な計画でなくても、少しずつ、そういったところの用地が必ず必要になるんですね。アパ

ート、集合住宅でもそうですけれども、村がやはり用地をある程度確保するというのが、非常に大

前提になってくるんですが、その宅地造成をどうやって進めるかというのが必要だと思うんですね。 

 だから、企業とか学校の誘致、そういったものが、ここのところで用意してありますよというふ

うな形でお考えくださいという話になっていくんじゃないかと思われるんですが、これはやはりト
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ップダウンが必要で、そちらのほうで進めていかないと、特に具体的な計画がないとか待っている

というふうになると、やはり攻めの政策というふうにはならないので、ぜひ村長の今在籍している

中で、ここまではやってみたいという、そういった覚悟というか、そういったものがあれば、ぜひ

お示しいただきたいと思うんですが。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 やはり開発行為というのは、非常に相手がある話でありまして、公共用地をいわゆる、いろんな

形で使えればよろしいわけですけれども、今はそういう、公共用地で大規模的な開発といいますか、

建物を建てるというような状況にはございません。 

 したがって、いわゆる例えば開発行為を起こすためには、まずは用地を取得しなければならない。

そのためには当然、用地交渉というのは出てくる。そんな中で、やはり地域おこし協力隊という、

いわゆる都市部から来た方がそういったことをやるということは、現実的ではないなと私は思って

おりまして、やはり用地を取得するには、見えた、やはり村民の皆さんの信頼を得て、用地を取得

しなければならないわけでありますことから、やはりその辺は、村の職員がしっかりと中核を担わ

なければいけないだろうなというふうに思っています。 

 そんな中で、開発行為につきましては、やはり今、私の一番の最重要課題であります人口減少対

策、これにつきましては、やはり受皿をしっかりつくらなければいけない。そのためには、先ほど

議員お話しのとおり、宅地造成あるいは集合住宅、やはりそういったものをしっかりと、まず優先

的にやっていかなければ、なかなか移住対策も、移住・定住も進んでいかないだろう。いわゆる、

しっかりとした受皿をまずつくることが優先ではないかなというふうに考えておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 移住・定住というところに関連してですが、2025住みたい田舎ベストランキングというのが発表

になって、雑誌が出ているんですが、こういった雑誌に関しては、高山村はあまり積極的に動いて

いないように思われるんですが、いかがでしょう。定住支援室のほうでも、この雑誌は持っておら

れるんでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────鈴木定住支援室長。 

○定住支援室長（鈴木靖孝） 

 御質問にお答えさせていただきます。 
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 本村の田舎暮らしの本ですとか、そういった、本に限らずウェブでも、そういったものはござい

ます。定期的に、それを定期購入しているわけではないんですけれども、随時、必要なときに購入

をさせていただいたり、あるいは「縁結び大学」という、そういったウェブで各地域の、先ほども

議員お話しになった沼田町しかりなんですけれども、高山村もそこを紹介していただいたり、そう

いったところの情報発信につきましても、鋭意努めてまいりますので、引き続きよろしくお願いい

たします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 これは、たまたま私も見たんですが、田舎暮らしの本ということで、2025住みたい田舎ベストラ

ンキングということであります。これ雑誌ですけれども、結構皆さん買っておられて、これを見て

おられるようなんですね。ここに協力している市町村、これが547市町村が協力しているんですね。

長野県も結構皆さん、ほかの町村もこれには申し込んで、協力しているんですね。 

 例えば４部門、シニア部門とか子育て部門、若者部門、あと総合部門となっているんですが、４

部門の中では、シニア部門で長野県の木曽町が１位、３位に松川村が入っています。子育て部門で

は、１位にやはり木曽町、２位が宮田村、６位が松川村、若者世代のほうのデータでは、１位が木

曽町、それと、２位が群馬県嬬恋村ですけれども、３位が宮田村、松川村は５位です。 

 ただ、総合の中では、１位が松川村、２位が宮田村、３位が木曽町、４位が津南町というふうに

出ているんですが、547町村が協力しているんですけれども、高山村はその名簿の中に入っていな

いんですね。ほかの村はみんな、結構入っているんですけれども、北信や中南信も。 

 だから、こういうアピールを積極的に、雑誌やなんかの媒体にも協力をして、それで見た人がど

う思うか、それを考えてもらわないと困るなと感じているんですが、それがさっき言った攻めの姿

勢みたいなところで、ただ受け止めているだけとなっちゃうと、あまり発展がないかなと思うんで

すが、いかがでしょう。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────鈴木定住支援室長。 

○定住支援室長（鈴木靖孝） 

 御質問にお答えさせていただきます。 

 その協力の自治体というところでは、掲載がちょっと、すみません、今現時点で、どういう自治

体がそれに当たるかということ、現時点で承知はしておらないんですけれども、実は高山村の空き

家の情報とか、そんなしょっちゅうではないんですけれども、掲載の取材の要請があって、掲載さ

せていただいた機会も、昨年、おととしぐらいですかね、あったと記憶しております。ですので、

こちらとすれば、そういった形でのいろんな媒体、田舎暮らしの本というのは、そういった移住を
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御希望される方がよく御覧になる媒体であるということは承知しておりますので、今後本村とする

と、あまり活用については、されていないという感じはいたしますけれども、研究させていただき

ながら、必要に応じて対応してまいりたいと考えております。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 5,000人以上１万人未満の松川村というのが、ここの中で挙がってきているわけですけれども、

松川村の須沢和彦村長も、全国183村の中で最も住みやすい・暮らしやすい村を目指しますという

ことで、堂々とこういうアピールをばちんとしているんですよね。雑誌の中でもページを取って、

そこの中でもそういった村長がアピールしていると。 

 ですので、ぜひ高山村も、いろんな方策はあるとは思うんですが、同じように藤沢村長が考えて

いる、最も住みやすい・暮らしやすいというところでは、本当に共通していますので、松川村に負

けないようにやっていただきたいと思うんですが、いかがでしょう。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 いろいろとエールを送っていただいたり、ありがとうございます。 

 ＰＲ方法というのは、本当に議員おっしゃるとおり、いろんな形があろうかと思います。この方

法でいけばいいんだというものではなくて、やはりやるからには、効果の上がるようなものもあろ

うかと思います。そんな点で、よく内容等も見る中で、より効果の上がる方法を検討しながら、や

はりしっかりと村をＰＲしていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 久保田議員も言っておられましたけれども、やはりアピールするというのは、結構重要であると

思います。高山村のイメージアップにもつながりますので、今村長言われたように、いろんな方策

をもって、パブリシティー、これ結構大切ですので、お願いしたいと思います。 

 以上で質問を終わります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、勝山正弘議員の質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 明日は午前10時から会議を開きますので、定刻に御参集ください。 

 本日はこれで散会します。 
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 お疲れさまでした。 

午後２時57分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和７年６月５日 

                 高山村議会議長  西 原 澄 夫 

 

                 署 名 議 員  滝 澤   聖 

 

                 署 名 議 員  梨 本   進 

 

                 署 名 議 員  沖 島 祥 介 
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午前10時00分  開 議 

○議 長（西原澄夫議員） 

 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程は、お手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

諸般の報告 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程に先立ち、諸般の報告を行います。 

 昨日から黒岩健康福祉課長が体調不良により急遽欠席しており、所管係長が代理として出席しま

すので、報告申し上げます。 

 テレビ中継のほかに質問者のカメラ撮影を許可しましたので、報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 一般質問 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。 

─────３番 滝澤 聖議員。 

○３番（滝澤 聖議員） 

 おはようございます。 

 通告書に従い質問いたします。 

 松川の護岸崩落の整備についての質問をいたします。 

 牧地区は松川扇状地の河岸段丘の位置にあり、のり面は急傾斜となっております。防災対策事業

工事は多年にわたり行われ、昨年度も行っていただいております。特に、住宅地の周辺工事は、の
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り面の崩落対策工事や落石防止ネットの対策工事など、県事業は地域住民の方からも大変喜ばれて

おり、感謝申し上げます。この河岸段丘特有の急傾斜地ののり面は、住宅地だけでなく水田地帯に

も広がり、牧地区だけではなく松川沿いの全ての地域に広がり、支流である樋沢川も同様ののり面

も混在しています。 

 今回、質問しますのは、松川のほぼ中間地と思われる藤沢橋より約200ｍの下流付近左岸におい

て、護岸の崩落が見られ、護岸上部には水田地帯が広がり、このまま護岸が崩落した場合、被害の

拡大が予想されるため、対策工事の必要性を感じています。このことについて質問いたします。 

 １つとして、崩落現場の状況確認をされていますか。 

 ２つ目、対策工事の計画はありますか。 

 そして３点目、経費の関係で多額の費用が必要と思われます。その場合、工事に至らない場合に

は、崩落危険農地を買い上げる等の考えはないか。 

 以上、質問します。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜建設水道課長。 

○建設水道課長（山嵜賢一） 

 松川の護岸崩落の整備についてお答えいたします。 

 2,000ｍ級の山々から村内を流れ下る松川は、裾野に広がる扇状地を形成しました。源流沿いの

山間から扇状地にかけては長い年月の浸食により、深い渓谷や断崖絶壁の護岸が至るところに形成

されております。 

 そこで、崩落現場の状況確認はされているかとのお尋ねでございますが、去る４月７日に議員御

指摘をいただいた藤沢橋下流約200ｍの護岸を含め、牧頓原圃場北側の松川沿い方面にかけて崩落

状況を調査しました。松川沿いの山腹には雑木や笹が繁茂しており、直接目視できないため、対岸

から写真撮影により確認をいたしました。崩落が見られる箇所は、松川にある関場堰堤上流左岸の

上部の山腹、頓原圃場にある農業集落排水第４処理施設の東側100ｍ付近で、対岸からの目視では

識別できないぐらい小規模なものでございまして、崩落箇所の土地は雑木が生い茂る個人所有の山

林であります。 

 次に、対岸工事の計画についてのお尋ねでございますが、工事などの対策につきましては、関場

堰堤の管理者である須坂建設事務所にお伺いしたところ、現時点においては、「当該箇所付近にお

ける計画はない」との回答でありました。また、崩落箇所につきましては、さらに調査した上で、

保全対象の特定や個人、あるいは公共の責任分界を見極める必要があると言われておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 次に、崩落危険農地の買上げ等の考えについてのお尋ねでございますが、議員お尋ねの崩落危険

農地の買上げにつきましては、これまで買い上げた事例はないことなどから、保全対象を農地とし
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て買い上げることは、大変難しいものと思われます。先ほど申し上げましたとおり、崩落の原因や

崩落が周辺に及ぼす影響等の調査を基に、客観的に把握した上で保全対象を特定し、影響を及ぼす

範囲の土地を収用することが公共の利益の増進を図る観点から、合理的であると考えております。 

 これらのことを踏まえまして、土地所有者にこのことをお伝えするとともに、引き続き県や関係

機関と調整させていただき、崩落対策について協議してまいりたいと考えておりますので、御理解

賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────滝澤 聖議員。 

○３番（滝澤 聖議員） 

 １番の崩落現場の状況確認ということで、４月７日に行われたというようなことでございます。

この河川におけるところの調査といいますか、そういうようなことの関係については、令和４年度

３月議会の一般質問でも、この河畔林のことについて、自分は質問を申し上げたことございます。

特に、その中では、巡回によってその現場を確認していく、定期的な現場確認をする。また、それ

ぞれの皆さんからのそういう依頼によっても、そんなようなことをするというようなお話をしてい

ただいたというふうに記憶してございます。特に、この中では、松川は須坂建設事務所所管と、そ

うでないところの柞沢川等の関係については、村での管理というようなことで、特に、令和元年の

東日本台風災害等の関係については、これはまた、村では県営中山間地の整備事業の中で、三郷区

の不動川等の整備事業が行われたというようなことでございますが、やはり、松川は県が所管する

ところということで、この定期的なと、この関係につきましては、自分も区の役員を数年前にやら

せていただいたときにも、この護岸上部にありますところの電柵の下部分が崩落して、非常に危険

だというようなことも確認されたところでございますけれども、数年たっても、この被害の拡大が

見えるというようなことで、何らかやはり、その部分について、定期的なとは言っていますけれど

も、どのような間隔でこの調査が行われているのか、ちょっともう一度、課長のほうからお話をい

ただきたいというふうに思っております。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜建設水道課長。 

○建設水道課長（山嵜賢一） 

 質問にお答えいたします。 

 こちらの建設係のほうで、日々、パトロールを行っております。その中で、随時、河川道路など、

いろいろ確認をさせていただいているということでございます。よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────滝澤 聖議員。 

○３番（滝澤 聖議員） 
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 状況確認等につきましては、定期的なパトロールによって、ぜひお願いをしたいというふうに思

っております。対策工事、また、その経費等のその補償等の関係につきましても、事例がないとい

うようなことで、そういうようなことは計画はされないというようなことでありますけれども、こ

れはまた、当然のことながら、下は県、そして、護岸等の関係については、これはまた個人所有の

土地であるというようなことも認識をしております。特に、この一般質問のでは、個人的なこと、

また、その一部団体に偏った等の発言は、極めて慎むようにという議員に対しての研修も、私、拝

聴して、勉強させていただいたところでございますけれども、やはり、そうはいってもということ

で、この点については、もう少し、やはり自分なりに調査なり、検討したいというようなことの中

で、今ある現状の中で、何かしら、こういうようなものの過去のこういうようなことに対してのも

のがないかというようなことで調べさせていただいたところでございます。この頓原の地区には、

この県営圃場整備事業が行われておりまして、この頓原地区中央に位置するところに圃場整備竣工

記念碑というようなものがございます。ここの文の中には、昭和59年に換地、そして、60年からの

工事によって完成したというようなことでございまして、計画は55年のところで計画をし、県営事

業の中で実施したということが記されております。じゃ、その前はどうだったのかというようなこ

とでございますが、当然、これ、田んぼというのは、もともと人工的に造り上げたところで、水を

張って栽培するというようなものですから、全ては人工物であるというようなこと、そして、この

頓原が、今度、田んぼがいつ造られたかというようなことの関係については、この先ほど、第４排

水処理場のところには馬頭観音がございまして、この馬頭観音を見ますと、寛永３年、1850年にこ

の馬頭観音が建立されたというふうに記されております。今から175年前には馬の観音様がそこに

建ったと。それを移し替える形の中ということですから、この200年間の間に田んぼが整備されて、

やったと。過去にその住民の方との話合いをすると、田んぼとのりは一緒のお宅であったんだと。

したがって、削られれば田んぼが減るんだと、こういうことでよかったんですが、先ほどの圃場整

備事業、55年計画ということですが、そしてまた、その後、この地籍調査が行われて、俗に言う国

調、国調と言われるものですけれども、これが平成４年に実施されて、圃場整備をしたから、のり

面と田んぼのお宅と違う地権者になっている田んぼも非常に多くなったというような、この時期か

と思います。今から40年、60年事業ですから、40年ほどになろうかと思いますけれども、そういう

ことで、昔はのりが削られ崩落すれば、自分ちの田んぼが少なくなった。これはいいんですけれど

も、今度は、やはり国調が行われて、線引きがあって、県の土地、そして、個人所有、そして、上

部はまた地権者が違うというようなことになれば、非常に複雑になってきていると。これはまた、

全く新しい考え方の中で、こういうようなことをするにはどうしたらいいかということを考える必

要があるというふうに思っております。特に、先ほど、崩落地点は排水処理場のところで、松川が

大きく迂回をし、そして、護岸が削られたために上部であるのり面が崩落して、そしてそれが被害

が拡大しているということですから、当然、下に松川がなければ崩落することもない。そして、令
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和元年にあった台風災害でも大量の水があったために、それも大きく影響して崩落がしているんで

はないかというふうに思っています。 

 したがって、ここら辺の関係について、今まではなかったけれどもではなくて、やはり新しい形

の中で、今、大きな災害があれば激甚指定をいただければ、それは国の助成金等が出るでしょうけ

れども、軽微な通常の中では、そういうような国の助成金等、補助事業等には対象にはならないか

と思いますけれども、これに対して、常に日頃からのこういうような事業の中で、やはり県のほう

にこういう工事を求めるとか、それに代わるようなものを検討するとか、そういう考えはありませ

んか。再度、質問させていただきたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜建設水道課長。 

○建設水道課長（山嵜賢一） 

 ただいまの質問に回答させていただきます。 

 県のほうの要望という質問かと思いますが、御指摘いただいている崩落箇所につきましては、小

規模なものでございまして、ちょっと目視ではどういう状況かというのが確認できないところでご

ざいますが、県に要望するに当たりましては、その崩落した原因というものがはっきりしないと、

要望はなかなか困難かなというふうに思われます。先ほども答弁させていただきましたとおり、崩

落箇所ですね、原因、どうして崩落したのかというのを現地調査しまして、原因を突き止めて、そ

れから責任分界というので、誰が責任を負うかというところで、いろいろ協議をしていきたいとい

うふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────滝澤 聖議員。 

○３番（滝澤 聖議員） 

 ただいまの回答の中で、崩落箇所は小規模だというような発言がありましたけれども、私は対岸

から写真撮影したものを、ここに、今日、持ってきております。確かにこの崩落箇所は十坪程度の

面積かと思いますが、その上流側には100ｍにわたって河岸段丘特有の位置に位置するところが全

てずれ落ちているというようなものが数十ｍにわたって、広範囲に広がっております。これは拡大

図、そして、この亀裂の入った写真は、このとおりでございます。ここの部分だけを見れば、崩落

箇所は小さいということなんですが、この下の部分の全て松川沿いに数十ｍにわたって亀裂が入っ

ている状況を見ると、ここだけ直せばいいという形じゃなくて、この全体に対して何らかのものが

ない限りは、この崩落というのは止まらないんだというふうに思っております。そして、今は、令

和の米騒動ということで、１俵、高いところ、業者間では60㎏当たり４万4,000円とか、多額のお

金で取引されているようですけれども、１年ほど前、振り返れば、１反歩作っても、米作って20万

になれば関の山と。これ、本当に全部工事するとなれば、億ほどのお金もかかるようなものという
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ことで、住宅地と農地の考え方はやはり違うんではないかというふうにも思って、３つ目の質問を

させていただいたところでございますけれども、やはり、これ、このままほうっておく、大きく崩

れりゃ、また何かしてやるということじゃなくて、事前にこういうようなことをやはり県のほうに

も全てやはり上げていっていただいて、何らかの形の施策を取っていただきたいというふうに強く

思っております。これ、このままにぜひしておかないで、何らかの形の中で、やはり下に県が所管

する松川がありますので、そういうようなことができないかというふうに重ねて思うわけですが、

藤沢村長、あれですか、こういうようなことは、やはり、大変難しいということになるんでしょう

か。それとも、今はこうだけれども、何らかの形の中で、県なり国なりのほうにやって、もう安全

地帯を広げるというような施策はできないものでしょうか。再度、質問させてください。お願いし

ます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 松川の崩落に伴って、水田に影響を及ぼしかねないということでございます。私も、実は、写真

を拝見させていただいて、崩落の場所そのものだけ捉えますと、やはり、その規模的に非常に小さ

いなという感じをしておりますが、今の議員のお話でありますと、やはり、その前段には、その上

流部の崩落が影響しているのではないかというようなお話でございますので、その辺、ちょっとま

た建設事務所とも、再度、これから事業調整会議というのを年２回ほど、建設事務所とやっており

ますので、そんな中でもその提案をしながら、やはり、この原因というのは、どういう原因なのか

というのは、やっぱりしっかりしていかないと、次の手が打てないだろうと思っていますので、ま

た、そういった機会を通じて建設事務所のほうにも話をしていきたいと思っておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 滝澤議員に申し上げます。 

 再質問に当たっては、質問者が最初に答弁者を通告してください。 

○３番（滝澤 聖議員） 

 はい。 

 以上、終わりにします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で滝澤 聖議員の質問を終わります。 

─────５番 沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 それでは、通告に従いまして３つ質問します。 
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 最初に、「イオンモール須坂」開業に当たって、本村の対応策について質問します。 

 須坂インターチェンジ付近に建設中のイオンモール須坂は、今年、2025年秋、10月３日開業を予

定しております。開業すれば、県下最大規模の商業施設となる見込みです。須坂市やその周辺に多

大な経済効果をもたらすと期待されております。具体的な売上予想は公表されていませんが、規模

的にもイオンモール松本の売上300億円を超えるのではとの説もあります。また、今朝の新聞では、

年間の来場者が750万から800万人の予想との記事もありました。本村にとっても多大な経済効果を

もたらすものと期待します。 

 本村は、「日本で最も美しい村」連合に加盟もしており、魅力的な観光資源も豊富にあり、定住

を考える方もいるかと思われます。 

 そこで、幾つかの項目について、現在の考え、また、将来にわたってどのような対策を考えてい

るのか、お考えをお聞かせください。 

 １つ目、本村は「日本で最も美しい村」連合に加盟しており、魅力的な観光資源があることから、

これを機に、積極的な広報活動や新たな誘導看板などを設置してはいかがでしょうか。 

 ２つ目としまして、イオンモール須坂及びその近辺で働きたい方のための雇用促進策はいかがで

しょうか。 

 ３つ目、自然が豊かで地価が安い本村への定住を考える方々のための定住促進策はいかがでしょ

うか。 

 最後に、須高３市町村でイオンモール須坂と連携した情報発信や、キャンペーンの実施が誘客に

必要かと思われます。いかがでしょうか。 

 以上、質問いたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 イオンモール須坂の開業に当たっての対応策についてお答えをいたします。 

 県内最大規模の商業施設と言われるイオンモール須坂につきましては、信濃毎日新聞の記事によ

りますと、10月３日のグランドオープンに向け、準備が進められていると報道されております。 

 さらに、イオンモール須坂のホームページによりますと、この施設のコンセプトとして「このま

ちで ずっと つながる つなげる、単なる買い物の場を超え、北信の豊かな自然と人びととが出

会いつながる場所」として、日々の暮らしを支える商業施設の機能に限らず、北信地域への人の流

れをつくり、移住・交流人口の増加を目指すとしています。 

 このため、村といたしましては、この開業を絶好の機会と捉え、観光誘客のほか、多様な交流・

つながりの取組などにより、地域活性化につなげてまいりたいと考えております。 

 そこで、まず初めに、観光資源の積極的な広報活動や誘導看板の設置についてでありますが、村
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では本村の魅力を広く発信するため、テレビ番組の制作委託やＪＲ東日本と連携した観光宣伝事業

などを実施するとともに、観光協会の協力を得て、インスタグラムを活用するなど、様々な方法に

より広報活動を実施しております。 

 今後は、イオンモール須坂に来場する皆様を対象に、本村の自然環境や観光資源、アクセスのよ

さなどをＰＲし、誘客の強化を図るとともに、誘導看板の設置につきましては、関係機関や団体の

皆様と調整を図るなど、設置について研究してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い

いたします。 

 次に、雇用促進策についてでありますが、現在、村ではハローワークから提供されます週刊求人

情報を、随時、村ホームページに掲載し、雇用の促進を図っております。 

 イオンモール須坂の求人につきましては、ハローワークでの募集のほか、求人サイトの利用も行

われておりますことから、掲載サイトの情報を提供するなど、働きたい方に情報が行き届くよう対

応してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、定住促進策についてでありますが、村では、ＵＩＪターン就業・創業移住支援補助金や空

き家活用推進事業補助金などによる支援のほか、移住相談会への参加などにより、定住人口の確保

に努めております。先ほども申し上げましたとおり、今後は、本村の自然環境やアクセスのよさを

ＰＲするなど、積極的な情報発信を行ってまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいた

します。 

 次に、須高３市町村で連携した情報発信についてでありますが、須坂市では、イオンモール施設

内に須坂市のブースを出展するとされており、過日、須坂市から出店するブースにおいて、須高３

市町村に長野市を加えた４市町村で、広域的な情報発信を行うことができないかとの御提案をいた

だいたところであります。 

 具体的な内容につきましては、今後、打合せを行うこととしておりますが、本村にとりましては、

大変有意義な御提案でありますことから、効果的な誘客につながるよう積極的に取り組んでまいり

たいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 産業振興課長に再質問いたします。 

 １番目で、広報活動とか誘導看板等の質問に対して、ホームページとかそういった情報、媒体で

使ってやっていきたいというお話ですが、やはり、誘導の看板とかそういう形は私は必要なのかな

と思っています。それで、今、高山村の入り口、千本松の駐車場です、チェーン脱着所のところな

んですが、女子美大が以前作った看板、大きい看板がありまして、なかなか品がいい看板で、もと

もと色がちょっと何ていいますか、抑え気味な看板なんですが、それから相当時間がたって、色も
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相当あせております。そんな中で、やはり入り口なんで、やはりそんなところも看板の塗り替え、

あるいは、もう少し大きくするとか、やはり目に見える形の誘導は私は必要かと思うんです。もち

ろん、ホームページとか、そういったことでも、もちろん必要なんですが、やはりこう来た方が一

番最初、村に入ったときの高山村のそういう看板、ガッとあって、五大桜とかいろいろこう載って

いますので、やはりその辺の看板をきっちり、やっぱり直すことは、私は必要かと思うんですが、

いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 お答えをいたします。 

 多くのお客様に村に来ていただくために、いろいろな施策が必要かと思います。その中で、私、

今、ＳＮＳも使ったりということも申し上げましたけれども、確かに村に来ていただく、その村の

入り口の看板につきましては、大分時間もたっているということもありますし、また、村では、今

後、その公共サインの見直しも視野に入れて、いろいろ検討をこれから進めていくという部分もあ

ります。設置場所やデザイン含めて、効果的な方法をしっかり研究していければと思っております

ので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 今の御答弁で、研究するという御答弁あったんですが、研究してやらないと意味がないんですが、

その辺の研究して終わりじゃ秋にオープンということでなっておりますので、その辺のタイム的な

ことをちょっとお聞かせ願えればと思いますが。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 やはり、効果が生まれないことは、やっても意味がないと思われますので、しっかりと研究をし

て、それを成果として、どのような形にできるかを考えていくということだと思いますので、お願

いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 効果は私なりには、やはり看板ということは大事だと思いますし、よく見ますし、オートバイの

ツーリングの方とか、よくあそこに皆さんで看板見ていらっしゃる方もいらっしゃいますので、ぜ
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ひ、その辺を検討していただきたいと思いますので、再度、いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 再三、同じお答えになりますけれども、しっかりと、また、効果を見極めるべく、しっかりやっ

ていくということでありますのでお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 補足させていただきます。 

 課長から答弁させていただいているとおり、村としましては公共サインの在り方、これが検討が

必要だというふうに認識しておりまして、それは、デザイン、先ほど課長からも申しました設置場

所も含めたものであります。これもスピード感を持ってやっていきたいと思いますし、その必要な

経費については、場合によっては補正予算、来年度当初ということで考えておりますので、御理解

をよろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 副村長、ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

 それと、定住支援室長にちょっとお伺いしますが、ここ２年、定住、村へ、この出た３番目の質

問ですが、定住促進策はどうかということなんですが、ここ２年、定住支援室で空き家を買い取っ

てリフォームして賃貸するという物件をやってきました。１か所は松原団地、それで１か所は駒場

で行いました。それが今年はやらない。この事業は、国の補助金と10年間の賃貸収入で、村の負担

はほぼゼロかと思います。そういったことをやって、毎年やって、継続してやっていって、定住支

援につなげていくものじゃないかと思うんですが、ちょっとイオンモールとちょっと離れるかも分

かりませんけれども、ちょっとその辺のお考えを。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────鈴木定住支援室長。 

○定住支援室長（鈴木靖孝） 

 御質問にお答えさせていただきます。 

 今、議員さんおっしゃっていただいた空き家活用住宅ということで、一昨年は松原地区に、昨年

は駒場地区にそれぞれ１棟ずつ建設させていただきました。本年度の予算では計上いたしませんで

したけれども、それに見合ったその活用をしやすい住宅ができたところでやってまいりたいという
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ことで、今回の今年度の予算計上は見送らせていただいたというところであります。 

 空き家の状態と、あと、持ち主の方の御意向もありますので、いい住宅があれば、そういった形

で対応してまいりたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 定住室長にもう一度、お話。村にやっぱり住みたいというイメージが湧くようなやっぱり住宅を

造るとか、リフォームするモデル的なこういう高山モデルみたいな、そんなような形を何ていうか

な、積極的にやっていっていただきたいと私は思うんですが、その辺、今一度、ちょっとお願いし

たいんですが。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────鈴木定住支援室長。 

○定住支援室長（鈴木靖孝） 

 御質問にお答えいたします。 

 モデル住宅とかというようなお話いただきました。まず、高山村でやっている各種施策、様々な

補助金、空き家のことといったことをしっかり皆様にお届けするということが大事かと思っており

ます。今あるものを昨日の髙井議員の御質問でも御答弁申し上げましたけれども、実験的に役場で

いろいろやっていることをしっかりお伝えしていく形で、いろいろ対応してまいりたいと考えてお

ります。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 ちょっと村長にお伺いしたいんですが、一番最後の質問で、須高３市町村でイオンモール須坂と

連携した情報発信とか、そういったことがどうでしょうというあれなんですが、先ほど、産業振興

課長の御答弁にもありましたが、地域の北信の人たちに流れをつくるようなイオンモールのコンセ

プトがあるというようなお話ありましたが、今現在、何か村長が考えているお考え、もしあれば、

お聞かせ願えればと思いますけれども。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 ありがとうございます。 

 このイオンモールにつきましては、10月３日のオープンを目指して、徐々に見える形になってき
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ております。そんな中で、先ほど、議員もお話ありましたように、年間750万人から800万人が予想

されているということで、大変とてつもない皆さん、数字的には皆さんがお越しになるんだという

ことでございまして、まさにここは千載一遇のチャンスといいますか、やはり、いかにこの高山村

に来ていただけるかと、その方々がですね。もちろん、それぞれ、イオンモールという買物等を目

指して来られるわけですけれども、先ほど、課長からもありましたように、この北信地域、いろん

な形で、やはりプラスアルファでそういったものを生み出せるかということだと思うんです。そん

な中で、やはりＰＲをしっかりしていかなきゃいけない。そのためには、先ほど言いましたように、

須坂市でブースを持たれるということでありますので、ぜひ、そこに乗っかって、しっかりと村を

宣伝できればなと。そのためには、先ほどのいわゆるサイン事業ですね、案内板、それにつきまし

ても観光協会などと関係の皆さんとも話をしながら、もし、誘導漏れといいますか、そういった、

もう少しこういうふうにしたほうが来やすいんじゃないかというような、そういった議論もやっぱ

り必要かなと思っておりますので、そんなことも含めた中で、しっかりと誘客につなげて、まさに

交流人口を増やすとともに、将来的に移住定住につなげていければと、そんなふうに思っておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 ありがとうございました。 

 せっかく本当に、年間そんな大きい数字、なかなか高山村では呼べない数字を何ていいますか、

須坂市が呼んでいただいているわけなんで、ぜひ、高山村として活用していただければと思います。 

 ２番目の質問をします。 

 高齢者世帯等燃料券交付事業の公平性について質問します。 

 令和５年12月定例会で、湯本議員も同じ質問をしていますが、私はちょっと別の視点から、これ

について質問いたします。 

 ここ数年、国の交付金を活用し、村は物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業として、

様々な施策を行っています。その中に、高齢者世帯燃料券交付事業があります。その対象者の中に、

65歳以上だけの高齢者世帯となっており、若年層、65歳未満の方が同居している場合は、給付対象

外であります。低所得者支援という考えの下で、65歳以上の高齢者世帯は、年金生活で所得が低い

という考え方だと思いますが、実際の所得の調査は行っていませんので、支援の公平性に課題があ

ると感じております。 

 よって、以下の質問をいたします。 

 現状は、国が示す８つのメニューの中のエネルギー・食料品価格等の物価高騰に伴う低所得者世

帯支援の考えの下に行っておると思います。以前の支給対象、同じ事業ですが、令和４年頃までと
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思いますが、65歳以上だけの世帯で住民税非課税の方が対象でしたが、現在は、65歳以上の高齢者

だけの世帯に範囲が拡大されております。しかし、村外にいる村出身の若者が家に戻ってきたら対

象外となってしまいます。 

 そこで、定住促進や物価高騰下での消費下支えのためにも、65歳がいる全世帯を支給対象にすべ

きだと思います。いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 高齢者世帯等燃料券交付事業の公平性についてお答えをいたします。 

 近年の物価高や燃料価格の高騰を受け、村では冬季における生活支援を目的に、令和５年度には

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を、令和６年度には物価高騰対応重点支援交付

金事業といった国の交付金を活用して、高山村高齢者世帯等燃料券交付事業を実施してまいりまし

た。 

 この事業は、特に支援を必要とする世帯を対象に、寝たきり高齢者がいる世帯や重度障害者がい

る世帯を始め、特定疾患等で重度認定者がいる世帯や、生活保護受給世帯のほか、65歳以上の高齢

者のみで構成される世帯を支援してきたところでございます。 

 そこで、65歳以上がいる全世帯を支給対象にしてはどうかとの御提言でございますが、議員お話

のとおり、令和３年度までは65歳以上のみで構成されている世帯であっても、村民税が課税されて

いる世帯については支援対象外としておりましたが、令和４年度以降は、物価高騰や燃料価格の高

騰が顕著であったことや、体調面で不安を抱える高齢者の皆さんが生活費の負担を気にすることな

く、暖などが取れるよう65歳以上の高齢者のみで構成する世帯まで、対象範囲を拡大するとともに、

課税要件を撤廃したところであります。 

 しかしながら、議員お話しのとおり、65歳未満の子供さんが同居していることで、支援対象外と

なってしまう世帯については、日中、仕事で子供さんがいなくても、高齢者が家にいれば、当然、

暖などを取らなければなりませんので、そういったことを踏まえますと、議員お話しの定住促進の

観点や公平性等も含め、検討の余地があるものと考えております。 

 したがいまして、今年の秋以降、燃料価格がどのように推移していくかを見極めるとともに、今

後の国の動向等も注視した上で、仮に、本年度も燃料券交付事業を実施するとした場合は、繰り返

しになりますが、定住促進の観点や公平性等も考慮した上で、慎重に対応してまいりたいと考えて

おりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 
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 慎重に検討していただくということでお願いしたいんですが、またちょっと重ねて申し訳ないん

ですが、藤沢村長の方針として、若者に村外にいる方が戻ってきてほしいというような施策で、私

が提案した奨学金返還支援事業も採用していただいて、そういった若者を呼び戻そうというような

施策の下に、今、行っていると思うんです。そんな中で、やはり若者がいる家庭も、やっぱり65歳

以上ということで、低所得者というような範囲でぜひお願いして、また、予算がなければ、何か基

金なり、ちょっと取崩しして公平性を担保していただければと思うんですが、いま一度、ちょっと

御答弁をお願いしたい。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 私は、本当に若者もしかり、また、働く世代もしかり、そしてまた、高齢者もしかりと、いわゆ

る全ての村民の皆さんがこの高山村で住んでよかったと言っていただけるような、やっぱり村づく

りをしていかなければ、なかなかこの外からもそういった移住者も増えてこないのかなというふう

に思っておりまして、そこはやはり、全ての皆さんということで考えますと、もちろん、今回のケ

ースについては、特に高齢者の皆さん、冬は本当に日中、家におられる方が多いわけでございまし

て、やはりこれだけ物価が高騰してくると、それぞれ家計には少なからず影響しているんだろうな

と思っております。そんなことで、できれば特定財源があればよろしいわけでございますけれども、

この辺が国がどういうふうに今後検討されて、動いていくかと。やはり、そういったところもしっ

かり状況を見ながら、また、価格の問題ですね。今、燃料費、燃料・ガソリン代等も含めて、国で

下げてきている、支援をしているということで、どの程度までこれが今後下がっていくのか、そう

いったこともやはり見ていかなければいけないかなと思っておりますので、もし、そういう、これ

からまた、さらに、価格が上がっていくようであれば、しっかりと検討していかなければいけない

なと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 よろしくお願いいたします。 

 それでは、３番目の質問に入ります。 

 「ふるさと納税制度の取り組み」の抜本的な見直しについて質問します。 

 昨今、産地偽装問題で話題になっておりますが、本村もちょっと御迷惑をかけた部分もあるかと

思いますが、これを転機として、本村におけるふるさと納税制度を抜本的に見直して、高山村のブ

ランドを構築するという考え方の下に、この制度を進めていったらいかがでしょうか。 

 本村は、気候に合った果物、特にりんごとかぶどう、また、ワイン、温泉など、観光資源等が豊
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富であります。返礼品も多くそろえられております。返礼品により生産者も潤いますし、寄附額の

約半分は、本村の自主財源として使えることができます。 

 そこで、本村のふるさと納税制度の取組についてお伺いします。 

 １番目として、将来に向けて目標金額は設定しているのか。 

 ２つ目として、人材が足りないのなら、ふるさと納税課なりとして、地域おこし協力隊を数名採

用して、専門に従事させてはいかがでしょうか。 

 ３つ目としまして、村が主導でふるさと納税の返礼品の集荷所を立ち上げて、そこに返礼品を集

めて発送を行うというような考えはありませんか。軌道に乗れば、ふるさと納税集荷所として起業

させ、会社を興させて、仕事等、任せればいいのではないでしょうか。また、集荷所ができれば、

単品でしかなかった返礼品に村独自の返礼品の詰め合わせギフトも可能になると思います。そうい

う考えはいかがでしょうか。 

 ４つ目として、村独自のブランド色のある返礼品の構築についてはいかがでしょうか。りんご、

ぶどう、ワインのほかに、今、体験型というのが人気でありますので、例えば、果樹収穫体験と温

泉宿泊とか、ワイナリーツアーと温泉の宿泊とか、そういった返礼品も作っていくのはいかがでし

ょうか。 

 ５番目としまして、ふるさと納税の寄附の金額の使途なんですが、これからやっぱり残していか

ねばならない高山村のブランド、五大桜とか、雷滝は今年整備するというお話ですが、高井橋とか、

牧場とか、りんご、ぶどう、ワインなど、本当に高山村のブランドのオリジナルのものを優先的に

使っていく考えはありませんかというような形でお尋ねいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 ふるさと納税制度の取り組みの抜本的な見直しについてお答えいたします。 

 まず初めに、本年４月25日に公表いたしましたふるさと納税返礼品の一部において、近隣の他の

市町村の区域において生産されたものと混在したものとして国へ申請すべきところを、高山村にお

いて生産されたものとして誤って申請しておりました。これは、ふるさと納税制度の事務処理上の

誤りであり、制度に対する認識が不足していたことによるものと考えておりまして、生産者や納税

者を始め、村民の皆様など、多くの皆様に御心配と御迷惑をおかけしましたことに、改めておわび

を申し上げます。 

 さて、村では、平成20年６月に村の景観保全を主な目的として、「高山村ふるさと景観育成寄附

金取扱要綱」を策定し、その際、寄附金の使途については、山里の原風景や農村景観の保全や育成、

景観育成に寄与する活動や団体等への支援及び景観を保全するための人材育成に関する事業に限定

しておりました。 
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 しかしながら、その後、返礼品を伴うふるさと納税制度の定着やニーズの高まりとともに、寄附

先である自治体の農業や観光等の産業振興に寄与する事業への寄附者が全国的に増えてきたことな

どから、令和４年６月に、これまで「高山村ふるさと景観育成寄附金取扱要綱」としておりました

名称を「高山村ふるさと納税寄附金取扱要綱」に改めるとともに、寄附金の使い道に産業振興に寄

与する事業も追加いたしました。 

 そこで、まず初めに、将来に向けて寄附金額の目標設定についてのお尋ねでありますが、本村に

おける寄附金額は、平成25年度が1,572万円で、令和４年度は9,186万5,000円と約６倍に増えまし

たが、その後、令和５年度は6,692万6,000円で、令和６年度においては4,104万8,000円と減少して

いる状況であります。 

 このようなことから、村では寄附金の変動等を考慮する中で、目標金額の設定には至っておりま

せんが、本村の特産品を返礼品として提供していただける事業者の皆様とのさらなる連携を図り、

より多くの皆様に高山村に興味を持っていただき、応援していただけるよう努めてまいりたいと考

えております。 

 今後、目標金額を設定する場合は、まず、返礼品として提供していただける事業者の拡大や返礼

品の品目数を増やすなどしていかないと、金額を設定することは難しいものと思われます。このた

め、本年度は目標金額を設定できる土台づくりをしっかり行ってまいりたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 次に、専門職員の配置についての御提言でありますが、ふるさと納税制度に携わる担当者は、制

度の全体像を始め、国が定める地場産品基準や住民税控除などの税務制度のほか、返礼品提供者と

の情報交換や申請事務、寄附者の皆さんに申込みしていただくための情報掲載サイトの充実など、

大変幅広い知識や事務能力が求められます。 

 このため、現在、村におきましては、総務課企画政策係の職員２名が他の業務を兼務しながら事

務に当たっておりますが、現体制では業務の習得に時間を要するなどの課題がございますので、地

域おこし協力隊の採用なども含め、必要に応じて業務分担を見直すなどの対応を取りながら、職員

配置を検討してまいりたいと考えております。 

 次に、ふるさと納税返礼品の集荷所の設置についての御提言でありますが、ふるさと納税の返礼

品として、農産物を提供するためには選果や箱詰め等の梱包作業、発送作業などの返礼品の提供に

係る一連の作業を行う必要がありますことから、需要に応じた数量を確保するとともに、一元的に

梱包、発送作業を行う集荷・作業所を整備することは、大変有効と考えられます。このため、集

荷・作業所の整備に当たっては、村内の農家や事業者の皆さんが主体的となって整備していただけ

るよう、関係の皆様との協議、検討してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 次に、高山村独自のブランド色のある返礼品の構築についての御提言でありますが、令和７年５
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月末時点で、本村の返礼品登録件数は90件で、このうち、りんごやぶどう等の農産物は35件、ワイ

ン等の農産物の加工品は26件、その他の加工品等は29件で、体験型返礼品の登録件数はございませ

ん。 

 こうしたことから、議員御提言の果樹の収穫体験を始め、ワイナリーや畑を巡る、いわゆるワイ

ンツーリズムと旅館宿泊の組み合わせによる体験型返礼品の構築については、本村の農産物のさら

なるブランド化や産業振興にとって有効な手段でありますことから、今後、関係の皆さんとその構

築に向けて、検討してまいりたいと考えております。 

 次に、ふるさと納税の寄附金額の使途に対する考え方についてでありますが、令和６年度の寄附

金額は4,104万8,000円で、その活用状況は山里の原風景の保全・育成に1,300万円、森林景観整備

に1,450万円、景観育成活動、団体支援、人材育成に250万円、産業振興に寄与する事業に1,104万

8,000円となっております。 

 このため、村といたしましては、寄附者の皆さんに選択していただいたふるさと納税の使途の中

には、議員お話しのとおり、村が誇る美しい農村景観や観光資源を始め、りんご、ぶどう、ワイン

等の特産品を後世に引き継いでいくための事業に活用できますが、その中でも、重点的に進める事

業などに活用してまいりたいと考えております。 

 したがいまして、今後とも、産業振興や地域振興などに役立つ貴重な財源として確保するため、

村職員の事務手続や人員の充実を図るとともに、時代の変化やニーズなどを感じ、何よりも生産者

の皆さんや事業者の皆さんと返礼品などのアイデアをお互いに出し合い、高山村のＰＲにつなげる

魅力ある返礼品の発掘等に努めてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 しばらく休憩します。これより本休憩とします。 

 午前11時15分から再開しますので、よろしくお願いします。 

午前11時02分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前11時15分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 総務課長に再質問いたします。 

 １番目に、将来に向けての目標金額のところですが、今年は品目数を増やしたりして、土台をつ

くりたいという回答でしたが、私は目標なくして実現なしかなと私は思っております。 

 話それますが、今、ドジャースで大谷翔平、えらい頑張っていますが、彼はやっぱり小さい頃、
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自分の目標をノートに書いて、将来はメジャー行きたいよということを目標に書いて、やっぱりそ

れが現在は実現しているわけです。民間企業でも何でもそうですが、売上目標とか必ずあるわけで

す。その目標に向かってやはり進んでいく。それで、もしできなかったら、何がいけなかったのか、

その辺を再考して反省して改善して、何とかここの売上目標にいこうというのが私は物事の道理と

いうか、じゃないかなと私は思っております。それで、売上げも若干上がってきて、9,000万ぐら

い行って、また下がってきたんですが、やはりその辺の分析をしっかりもうしなきゃいけないこと

もあるかと思いますし、また、返礼品が以前は返礼品の割合が３割だったんですが、何か事務経費

とかそういうのも含めなさいという国の指針で、現在、返礼品が２割５分になっています。そんな

中で、やっぱり寄附額の金額が上がってしまったということが大きな要因かなと私は思っておりま

す。そんな中で、その辺をどうにするのかとか、やはり、そこら辺の対策も必要かと思います。そ

れで、今、須坂市、いろいろ問題ありますが約40億、小布施町は約９億ぐらい。そんな中で、じゃ、

高山村は幾らの目標かというものを、やはり私は必要かなと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 お答えいたします。 

 目標金額をどう考えるかというところでございます。 

 先ほども申し上げました答弁のとおり、やはりしっかりこの制度の理解をし、関係する皆様との

話合い、情報交換等を含め、よりよい高山村にとってのふるさと納税制度というものをしっかり見

えるようにしていきたい。その土台づくりをまず進めていきたいというふうに考えております。今、

議員お話ありました目標なくして、どう進んでいくのかというところでございます。具体的に金額

を幾らということは、やはり、なかなか設定は難しいかなというふうに考えております。 

 しかしながら、総務課担当としてでは、過去の実績等もございますので、そこを超えていけるよ

うに、しっかり関係者の皆様と連携を取っていきたい、そんなふうに考えておりますが、よろしく

お願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 あまり言ってもいけないのかと思って、この辺で金額の件は終わりにいたしますが、２番目の人

材が足りないなら、そういうので地域おこし協力隊など入れて、積極的にやっぱり入れるというこ

とが私は必要かと思うんです。以前もお話ししましたが、やはり経費はかかりませんし、また、そ

のうちの長野県の場合は、大体７割の方が定住なさっています。それとはちょっと、定住、人口増

の話とふるさと納税違うんですが、やはり、そういう地域おこし協力隊とか入れることによって、
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また、村の人口も増えるわけですよね。別の意味でなんですが、そういった意味で、そういった方

をもっと積極的に採用する姿勢が私は必要かなと思っております。 

 以前、私は須坂市で何でこんなにふるさと納税の金額が多いのか、ちょっとお伺いに行ったこと

があります。そのとき、担当の職員がたしか６名いらっしゃるというようなことを、私、聞いてお

ります。やはり、人員がなくして、やっぱり企画とかそういうこともできませんので、ぜひ、その

辺の考えをもう一度、ちょっとお聞かせ願えればと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 職員の配置というところでございますが、やはり、このふるさと納税制度を進めていく中で、ど

んな業務をどんな役割分担の中で行っていくのか、先ほど申し上げました、やはり１人で業務に携

わるというのは、もう現実的ではないというふうに考えております。そんな中で、業務をしっかり

見えるようにさせていただき、職員の配置、体制を考えていければと思っております。その中で、

今、議員お話しのとおり、地域おこし協力隊のこの制度の活用というものも、しっかり含めて考え

ていければ、そんなふうに思っております。よろしくお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 それでは、別の角度で、今現在、返礼品に対して、村としてこれを入れなさいというようなパン

フレットとか、そういったものがもしあれば、ちょっとお聞かせ願えればと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 お答えします。 

 返礼品の取扱いについてのお尋ねだと思います。 

 村としてでは、何かこう、こういうものを入れてくださいということで、何か取扱いを指示する

ような、そういう形には、現在、ございません。 

 しかしながら、やっぱりこの村のＰＲということを考えますと、そのパンフレットということは、

すごく大事なことかなというふうに思います。そんな中で、以前、ちょっと調べたところ、そのふ

るさと納税の返礼品の中でパンフレットを入れている事業はございます。実は、平成26年に産学官

連携事業で、デザインプロジェクトということで、そのふるさと納税返礼品等でも使っていただい

ている段ボール箱を製作いただきました。それと併せて、農産物特産品のパンフレットも製作して

おりまして、この事業の際に、関係のあったＪＡであったり、農業後継者の会であったり、認定農
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業者の会の皆様に声がけをして、一部の方にその当時、作っていただいたパンフレットを入れて、

現在も発送いただいている、そんなことをお聞きしたことがございます。改めてその返礼品、現在

の登録者の皆さん全員に、何かこういうことでということのお願い等、依頼はしておりませんけれ

ども、もし、御希望があれば、どのようなものなのかということ、また、パンフレットの大きさと

かも御覧いただいて、ぜひ、村民一丸となってのそのＰＲというところでは、御協力いただければ

大変ありがたいかな、そんなふうには考えておりますので、また、もし何か御希望等ございました

ら、総務課、または、パンフレットにつきましては、産業振興課が窓口で行っておりますので、お

問合せいただければと思います。よろしくお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 私、このふるさと納税制度という制度は、私はいいなと思っておりまして、今回の質問で４回目

の質問になるんですけれども、やはり、ふるさと納税制度をすることによって、返礼品において地

域経済が活性化する。それと、寄附額の約半額は自主財源として残るわけです。そういった制度な

んだという下に考えれば、返礼品に高山村のパンフレットを入れるのは当たり前だと私は思います。

やはり、そんな中で高山村を知ってもらう、そこで返礼品に高山村のパンフレットなりを入れて、

高山村というのはこういうところなんですよと。なるほどと。じゃ、今度、近く行くから、ちょっ

と群馬行くから寄ってみようかとか、やっぱり、そのうち、発送したうちの、分かりませんけれど

も、１割も来ないかも分かりませんけれども、例えば、１割の方だとすれば、分かりませんけれど

も、毎年、9,000万のときは、多分、8,000人ぐらいの寄附者がいるかと思うんです。例えば、１割

の人が、例えば、興味を持っていただければ800人になるわけです。やっぱり、そういったことを

積み重ねしていく、そうすると、来年は1,600人、だんだん、だんだん増えていくわけじゃないで

すか。高山を知っていただく方が。やはり、そういった地道な作業が私はこの制度の根本だと思う

んです。今は、何かこう返礼品ありきみたいに世の中が動いているんですが、本来はそうじゃなく

て、その自治体を潤すということが根本にありますので、やはりその辺のことを、やっぱりしっか

り私はやっていくべきだと思いますし、やっぱり須坂市などは、本当にパンフレット、しっかりし

た「フルーツ王国」というのが入っていたり、やっぱりその辺をしっかりしていますよね。やっぱ

りその辺を徹底しなきゃいけない。だから、私はこの集荷場を造ったらどうかというんですが、そ

ういうことをやれば、こういう発送作業、絶対間違えなくて、高山のパンフレットとか入れて寄附

者のもとへ届けられるんじゃないのかなと思うんです。あくまで生産者任せで、じゃ、自分のとこ

ろの生産者の品物のパンフレットだけ送れば、もちろん、その地域の経済は、その方はいいかも分

かりませんが、高山村として、やっぱり高山村のふるさと納税制度ということを根本にあるわけで

すから、その辺をやっぱりやるべきなのかなと。以前、前村長のときに、お礼の手紙書いたらどう
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ですかと、私、提案したことあります。やっぱり、村長からのお礼の手紙、このたびは、高山村の

この特産品買っていただき、本当にありがとうございました。この御寄附がこういったことで、十

分、何ていいますか、使わせていただきますと。何かの折があれば、ぜひ、またお越しくださいな

どで、本当に当たり前のことなんですが、そういった村長からのお礼の手紙とか見れば、全員じゃ

ありませんけれども、中には、なるほどなと、高山村、じゃ、今度行ってみようかなと思う方もい

るかも分かりません。やはり、そういったことを一気に私は伸びるようなことはできないと思うん

ですが、そういう地道な作業が、このことが成功裏に行くんじゃないのかなと思うんですが、いか

がでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 大変ありがとうございます。 

 本当、議員お話のとおり、地道にこの制度の仕組みをしっかりと理解し、手続を皆様に分かるよ

うにお示しし、そして御協力・御寄附をいただく皆様方に高山村を知っていただけるよう、やはり

着実に積み上げていく、そういう意識は本当に必要だなというふうに感じております。先ほどもお

話ししました土台づくりという表現をさせていただいておりますけれども、やはり一番大事なとこ

ろをしっかりと意識して、この制度を取り組んでまいりたいと考えております。本当にありがとう

ございました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 ちょっと最後に、村長にお伺いしたいんですが、久保田村長のときには返礼品を伴わないふるさ

と納税制度でした。それで、内山村長になって返礼品を伴う制度になったわけです。そんな中で、

現在あるわけですが、やはり、このふるさと納税制度、好き嫌いといったら語弊があるかも分かり

ませんが、現存としている制度ですので、私は、ぜひ、これを活用すべきだと思っております。そ

んな中で、藤沢村長の取組といいますか、その辺の意気込みというか、その辺がお伺いできればと

思いますが、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 ありがとうございます。 

 いろいろと参考になる御提言等もいただいております。そんな中で、先ほど、目標設定をしたら

どうかというようなお話もございました。やはり何かをするにつけては、当然、これ、目標を立て
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るというのが基本だと私も思っております。 

 しかしながら、やはり、１つはやっぱり検証不足という面も否めない。そしてまた、この返礼品

割合というのも下がってしまったというようなことで、非常にこの寄附額が乱高下といいますか、

下がったり上がったりということで、なかなか非常にこの設定、難しいなということで、先ほど、

総務課長、答弁したとおりでございます。 

 しかしながら、やはり、本当に真にせっかく約１億まで行ったわけでありますので、やはり、そ

の上を目指すというのは、これは私どもの思いでございます。そんなことで、できるだけそういっ

た形で、やはり一つのこれは財源になりますので、やっぱりこれはやるところはしっかりやってい

かなきゃいけないと思っておりますし、必要に応じて、専門的にこの業務に取りかかれるような体

制にしなければ、なかなか金額的にも増えていかないのかなというふうに思っておりますし、やは

り先ほどのお話でありますけれども、真にこの高山村のファンを増やしていくんだということが非

常に大事だなと。特に、それによって、やはりこの交流人口につなげていく、あるいは、最終的に

は移住につなげていく、そのきっかけづくりかなというふうに思っておりますので、ぜひ、その辺

は先ほどのお礼の手紙という話もございました。やはり、これは気持ちの問題でありますので、や

はり相手に伝わるように、できるだけ丁寧に寄附者に対して対応していきたいなというふうに思っ

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 ぜひ自主財源の確保もありますし、何回も言うようですが、地元経済の活性化、いろんな形でぜ

ひ前向きにお願いしたいと思います。 

 これで答弁を終わります。ありがとうございました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で沖島祥介議員の質問を終わります。 

─────11番 黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 それでは、通告に従い質問をいたします。 

 私からは大きく２つの質問をいたします。 

 １つ目は、買い物支援バスについてお伺いします。 

 公共交通の課題は、全国的に非常に問題になっております。今日の信毎にも載っていましたけれ

ども、やはり県内でも路線の廃止や縮小、そういうことが社会問題として報道されております。住

民の移動の不便さは、村民だけではなく、また、移住を考えている方の一つの判断材料にもなりか

ねません。あわせて、人口減少や少子高齢化の加速にもつながっていくと考えております。特に、
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高齢者や学生の足、これについては、きめ細やかな対応が必要と考えております。本村でも、10月

から大きく公共交通が変わる予定になっておりますが、私から見て、まだまだ意見交換が必要では

ないかと感じているところであります。その中で、高齢者を対象にした買い物支援バスが３月から

先月の５月まで試験運行されました。 

 そのことについて、幾つか質問させていただきます。 

 １つ目は、この買い物支援バスの利用者の人数や年齢、また、地域などの状況がどうなっていた

か教えてください。 

 ２つ目は、利用対象者の条件、65歳以上の高齢者だけの世帯とか、自動車を保有していない免許

返納された方という形でなっていたと思いますが、その辺について意見など感想はどうだったでし

ょうか。 

 ３つ目は、今後、この買い物支援バスの本格的稼働について、どうお考えであるかお答えくださ

い。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 買い物支援バスについてお答えいたします。 

 現在、村では、本年10月からスタートする「第２期高山村地域公共交通計画」に基づき、新たな

交通形態の導入の準備を進めております。この公共交通に関する様々な課題は、地域の暮らしを支

える上で大変重要であると認識しております。特に、高齢化や人口減少が進む中で、移動手段の確

保は、生活の利便性や地域の活力を維持するために欠かせないものと考えております。 

 こうした状況を踏まえ、本村におきましては、住民の皆様から御意見を伺いながら、地域の実情

に即した交通支援策の検討を重ねているところでございます。 

 その一環といたしまして、本年３月から５月にかけて、運転免許証を保有しない65歳以上の高齢

者世帯を対象に、月２回、合計６日間、買い物支援バスを試験運行したところでございます。 

 そこで、まず初めに、買い物支援バスの利用者の人数と年齢状況についてお答えいたします。 

 登録いただきました利用者は実質10名でございますが、延べ33名の方に利用いただきました。利

用者の年齢層は70代が５人、80代は３人、90代は２人で、地域別の登録者数は、高井地域が３人、

中山地域は６人、牧地域は１人でした。このことは、日常生活で移動手段をお持ちでない高齢者が

買物に行くための支援を望んでいること改めて認識する機会となりました。 

 次に、利用条件や利用者からの感想についてのお尋ねでございますが、今回は、運転免許証を保

有しておらず、外出手段が限られている65歳以上の高齢者世帯を対象に実施いたしました。 

 利用条件につきましては、村民の皆様から直接的な要望は寄せられておりませんが、「もう少し

対象を広げたほうがよいのではないか」といった御意見もいただいております。また、御利用いた
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だいた皆様からのアンケートによりますと、「こうした取組を以前から望んでいた」といった御意

見や、「非常にありがたい」といった意見が寄せられております。地域の実情に即した支援策の必

要性を感じたところでございます。 

 次に、買い物支援バスの本格的稼働についてお答えいたします。 

 村民の皆様や、今回、御利用いただきました皆様の御意見に加え、村地域公共交通協議会等にお

いて、交通事業者を含め、関係者の御意見を伺いながら、今後の方針について検討してまいりたい

と考えております。引き続き誰もが安心して暮らすことのできる地域づくりを目指し、村民の皆様

の声を大切にしながら、丁寧に取り組んでまいります。御理解を賜りますようよろしくお願いいた

します。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 それでは、買い物支援バスの特に担当の健康福祉係長のほうから答弁をお願いしたいと思います

が、１つ目のこの人数、実質10名。実際には、この人数というのは非常に少ないと私は感じますが、

この人数に対して、どんな感情を抱かれたか、ちょっと係長として御意見をいただければと思いま

す。お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────遠山係長。 

○福祉係長（遠山寛道） 

 ただいまの御質問にお答えをさせていただきます。 

 答弁の中でもございましたけれども、今回の買い物支援バスの試験運行におけます実質の登録者

は10名という形でございました。延べの利用者数につきましては、33名ということでございます。

運行回数が月２回、６回ということでございましたので、１回当たりの平均利用者数は５名ほどと

なっております。バスの定員８名を考えますと、決して少ないとは考えてはいないところではある

んですが、実質の登録が10名というところでとどまってしまった点につきましては、議員お話しの

とおり、やや少なかったのかなというふうに思っておるところでございます。利用対象者への周知

の方法、また、そういった部分の検証が必要ではないかというふうに考えておりますので、よろし

くお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 私も少ないと思って感じました。これは、１つ目の質問とあれですが、係長のほうに答弁をお願

いしたいんですが、高齢者に対するＰＲ、このホームページとかＳＮＳというのは、なかなか通じ
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ないと思いますが、なかなかそのＰＲがうまくいっていなかったのではないかという、その辺の検

証を今後していくのか、ちょっとその辺を教えてください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────遠山係長。 

○福祉係長（遠山寛道） 

 ただいまの質問にお答えをさせていただきます。 

 試験運行に当たりましては、村の広報紙、また、ホームページ、また、毎月１回、チャオルのほ

うで実施をしております寄ったい市場、また、各地区の回覧板等で周知をさせていただきました。

また、地元の新聞やメディアのほうでも取り上げていただいたところでございます。また、民生委

員の皆様にも御協力をいただきながら、周知に努めてきたというところでございます。私どもので

きる範囲で周知を行ってきたつもりではございますが、結果として、実質10名ということで、御利

用につながらなかったという方もいらっしゃるようですので、周知方法につきましては、反省すべ

き点があったのかなというふうに感じておるところでございます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 やはり、早くから周知するということが必要だと思いますが、２つ目の質問のほうに流れます。 

 条件の中で65歳以上の高齢者という、車を保有していない、また、若者がいる家は対象外となり

ますが、実際に若者がいても日中は仕事に出ていて、遅くに帰って来るとなると、なかなか買物と

いうのはできないというところもあると思います。そういうところで、その辺の御意見はいただい

たというか、直接はいただいていないけれども、対象を広げたほうがいいんじゃないかということ

で、お話があったということもお聞きします。そういうことも考えて、やはり、先ほどの沖島議員

の燃料券の件とも重なるかもしれませんが、この対象を、やはりある程度広げるということを考え

たほうがよかったのではないかなと思いますが、その辺はいかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────遠山係長。 

○福祉係長（遠山寛道） 

 ただいまの質問にお答えをさせていただきます。 

 黒岩議員さん御指摘のとおり、日中、御家族が不在となる御家庭も多いのかなというふうなとこ

ろを認識しておるところでございます。 

 今回の取組につきましては、試験運行という中での位置づけで、新たに実施をしたものでござい

ます。ですので、対象者もある程度、絞らせていただく中で運行させていただいたというところで

ございます。今後、本格運行と仮になった際には、対象条件の見直し等も含めまして、地域公共交
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通協議会等の皆様の御意見を伺いながら、検討していきたいと思っておりますので、よろしくお願

いをいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 次は、ちょっと村長のほうにお伺いしたいんですが、３つ目のこの本格的な稼働についてでござ

いますが、やはり意見の中では、「以前からこういうものを望んでいた」「ありがたい」という意

見が非常に多かったと、あったということですが、やはり買物をするというのは宅配便で届くとい

うのだけでは、玄関先に貰うのと訳が違って、これは福祉の関係からいくと、やはり人と一緒に会

話する、そういうスーパーを歩く、そういうことだけでも、やはり福祉の関係では非常に大切だと

思います。こういうことをこれから協議会のほうで検討していくということですが、やはり公共交

通に関して、村長がトップでございますので、その辺、あまり先に行ってもらっても困りますし、

また、その考え方もやはりどういう形で、いつ頃から進めていきたいという方向で今後考えていく

のか、村長の答弁をお願いしたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 この買い物支援バスの試験運転というのは、いろいろ議会もそうでありますけれども、いろんな

方面から、そういった御要望をいただく中で、３か月間にわたって試験運行をしてきたということ

でございます。そんな中で、やはりこの、先ほど、対象者の問題もございましたけれども、やはり

本当に真に困っておられる方、いわゆる免許もない、家族もおられないとか、本当に自分一人では

何もできない、家族の方もおられない、そんな方を対象に、今回やって、10名の皆さんに利用して

いただいたということでございまして、福祉の観点からしますと、やはりこの方たちにどう対応し

ていくかということだと思うんですが、やはり今後は実施の方向に向けて、やっぱり進めていかな

ければいけないだろうなというふうに思っているところでございます。 

 そんな中で、まだまだ、これ、本格稼働に移りますと、その事前に人の問題だとか、いわゆる財

源の問題だとか、いろいろこう、まだまだ課題はあるわけでございまして、その課題を一つ一つ解

決をしていくためには、ある程度の期間というのは必要かなと。特に、これまで、試験運行は無料

で行っておりましたけれども、実際に運行するとなると、やはり応分の負担は必要だろうというふ

うに考えております。そういった場合には、やはり有償になってまいりますので、いわゆる旅客運

送に関する法律といいますか、そういった関係で、国だか県のその許認可というのが必要になって

まいりますので、その許認可を受けるためには、相応な期間も必要になってくるということでござ

いまして、本当に、この今の課題となるものをしっかりと整理した上で、本格稼働するには、私は
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早くても秋以降かなというふうに、今のところ考えているところでございます。その秋というのも、

いつの秋かという話になってきますけれども、やはりこれ、予算伴いますので、早くてもこの９月

議会ということになろうかと思います。それ以降に議会の議決をいただければ、10月ぐらいがひと

つの目安かなというふうに考えておりますけれども、やはりこれは、あくまでも許認可の問題もあ

りますので、この許認可が早ければ、また早いでよろしいですが、遅れれば、その分また遅れてし

まうということで、ひとつの目安ということで御理解いただきたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 やはり、元気な高齢者がいる村というのは、活気があるということが考えられると私は思ってい

ますので、その辺、難しい点もあると思います。多分、係長のほうは、初めての試験運行でどうな

るか分からなかったところが、一度、経験してある中では、また違う考え方も出てくると思います

ので、積極的に本格稼働のほうに進めていただければありがたいなと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 しばらく休憩します。 

 これより本休憩とします。 

 午後１時から再開します。 

午前11時51分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時00分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 それでは、午前に引き続き２つ目の質問に入りたいと思います。 

 ２つ目は、群馬県につながる県道についてお伺いします。 

 高山村は群馬県と隣接しています。県道大前須坂線112号線や466号線があります。特に、県道大

前須坂線は毛無峠から先が通行不能区間となっております。また、県境は冬季通行止めになってい

ますが、昨年もそうですが、今年は特に、開通後、通行量が非常に増えているように感じます。そ

の一つの理由として、群馬県側では関越道の渋川伊香保インターから中之条町、また、皆さんも記

憶にあると思いますが、八ッ場ダムを通って嬬恋村を通る上信自動車の建設が進んでいます。これ

は国道145号線の雪崩などの危険箇所があるために、拡幅、また、新しい路線で造っているという

ところですが、この通称上信道、これはもう一部が開通しております。嬬恋村までは、初め、令和
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９年度の予定でしたが、延期になり、令和11年度には嬬恋村まで全線が開通いたします。その後、

長野県側の上信越自動車道の上田、または、東部湯の丸かは分かりませんが、上田付近につながる

予定になっております。 

 このことにより、全線開通した場合には、嬬恋村のキャベツなどのその農産物の物流、これの効

率化が非常によくなりますし、やはり観光地であります群馬県の草津温泉を、これ、有名ですので、

ここの観光のアクセス、また、振興については非常によくなります。また、地域の活性化にも非常

につながるんではないかと思われております。これにより、渋川伊香保インターから草津温泉、ま

たは嬬恋村まで、今までのアクセスより約30分短縮すると言われております。 

 そんな形で変化している中で、高山村はどのような対応を今後していくのかお伺いいたします。 

 １つ目は、県道大前須坂線の通行不能区間、これは毛無峠から先ですが、この開通の見通しはど

うなっているのか。 

 ２つ目は、毛無峠、これは非常に夏場の避暑地、または展望は北軽井沢から双眼鏡で見れば、野

尻湖のボートハウスまで見える、非常に眺望のいいところでございます。また、一昨年、有名芸能

人があそこの小串鉱山の鉄塔の横を歩くというＣＭが非常に話題になったと思いますが、そんなこ

とで、やはり観光客は非常に多く来ております。その辺の毛無峠の道路改良については、今後、ど

う考えているのか。できれば改良していただきたいと思いますが、その辺、答弁を願います。 

 また、３つ目は、今後、上信道からの高山村へのアクセスの案内など、アクセスについて誘致す

るその考え方はあるのかお聞きします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜建設水道課長。 

○建設水道課長（山嵜賢一） 

 群馬県につながる県道についてお答えいたします。 

 須坂市から高山村を経て、群馬県嬬恋村を結ぶ県道大前須坂線につきましては、その整備促進を

図り、観光・産業・文化交流を発展させることを目的として、昭和54年に高山村を含む須坂市及び

群馬県嬬恋村の３市村により設立した「嬬恋高山須坂間県道整備促進期成同盟会」において、これ

まで45年の長きにわたり、要望活動を重ねてきているところでございます。 

 そこで、県道大前須坂線の通行不能区間の開通見通しについてのお尋ねでございますが、県道大

前須坂線は、群馬県側の毛無峠付近から嬬恋村干俣付近までの実延長約11.4㎞の区間が未整備とな

っておりますことから、早期の事業化に向けて、これまで長きにわたり要望活動を重ね、昨年10月

には、関係する長野・群馬両県の関係者に要望してまいったところでありますが、群馬県からは、

毎年、継続的に要望をいただいており、長野県とのつながりの重要性を理解しているとした上で、

近年の災害対策も踏まえ、国立公園内であり予算もかかるが、必要性について検討していきたいと

の回答をいただいております。 
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 このため、村といたしましては、引き続き関係自治体との連携を図りながら、開通の実現に向け

て取り組んでまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、毛無峠付近の道路改良についてのお尋ねでございますが、毛無峠より長野県側の道路改良

につきましては、道路管理者である須坂建設事務所にお聞きしたところ、群馬県側が通行不能区間

で交通量が限られることから、現時点において改良計画はないとの回答をいただいておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 次に、今後の上信自動車道から高山村へのアクセスや案内の考え方についてのお尋ねでございま

すが、群馬県の関越自動車道、渋川伊香保インターチェンジ付近から、長野県の上信越自動車道、

上田菅平インターチェンジ付近までの全体整備延長約84㎞で計画されている上信自動車道につきま

しては、現在、全線開通に向けて事業が進められているところでございます。長野県側の整備延長

は約15㎞と見込まれておりますが、まだルートが決まっていない状況でございます。 

 一方、群馬県側の整備延長は約69㎞で、既に、およそ30㎞が開通しており、渋川伊香保インター

チェンジ付近から嬬恋村鎌原までの未供用区間については、令和11年度開通を目指して事業を推進

しているとのことでございます。 

 この路線は、本村にとって群馬県側からの観光客などのアクセス向上が期待される道路であるこ

とから、今後の進捗状況を注視するとともに、効果的な案内方法など、対応を研究してまいりたい

と考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 １つ目の質問の再質問をしますので、また課長にお願いいたします。 

 やはり、この通行区間がなかなか必要性を感じられるけれども、なかなか進まないということは、

もう少し進めるというか、強く言う必要があるのと、また、上信道がこれから、あと、令和11年ま

でに全線開通するとなると、今でさえ半分は開通していますので、今後、どんどん観光客、また、

人の流れが変わる中で、後になってしまうということにならないで、今が強く働きかけるチャンス

だと思いますが、いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜建設水道課長。 

○建設水道課長（山嵜賢一） 

 質問にお答えいたします。 

 議員申出のとおり、観光や物流の観点から、また、観光客、そこに訪れる方、最近多くなってい

るということで認識はしております。引き続きここの未開通区間の早期事業化に向けまして、関係

する市町村の協力をいただきながら、期成同盟会を通じまして、国・県、関係機関に要望してまい
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りたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 本当に今が一番チャンスではないかと思うところであります。 

 ２つ目の毛無峠付近の道路改良は、交通量と、また、計画がないということを先ほど答弁いただ

きましたが、ここ、非常に例年より交通量というか、行き止まりなんですが非常に多いです。私も

生涯学習の関係で、子供たちを年に１回、２回はマイクロバスで連れていきますが、ぎりぎりなん

です。正直なところ、対向車が来るとよけ切れない。また、正直、何回か接触事故を見ています。

そういうことも考えたところで、国立公園内でということもありますが、この辺、駐車場も含めて、

毛無峠、逆に言うと、来ていただくんであれば、そこから高山にどんどん来てほしいという気持ち

もありますので、そのあたり、道路改良、また、駐車場の改良を進めることを強く進めていただき

たいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜建設水道課長。 

○建設水道課長（山嵜賢一） 

 質問にお答えいたします。 

 先ほども申し上げましたとおり、毛無峠付近、山間地、あるいは平地に比べまして、独特の景

色・景観、四季が持っているというところで、訪れる観光客が増えているということで認識してお

ります。また、それに伴いまして、当然、交通量のほうも増えてくるかとは思っておりますので、

また、引き続きこのことにつきまして、県のほうに投げかけていきたいというふうに考えておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 ぜひそのあたりは進めていただきたいなと思います。非常に、ここ、ゴールデンウイーク明けあ

たりから、本当に土日は非常に、私も地区が牧ですので、バイクの音がすごいんです。もう１台、

２台じゃなくて、ツーリングの形で来るバイクも多いですし、車も非常に多いです。今、タケノコ

狩りのシーズンで、朝から登って行かれる方もいらっしゃるんですが、交通量の関係では非常に危

険度も高い。そうすると、観光地ですので、観光地として私も捉えていますので、毛無峠、あまり

きれいなセンターラインを引いた道路にされるのも、ちょっとそれは問題あるのかなとは思うんで

すが、やはりよくホームページで、いろんなところでＳＮＳで見ると、毛無峠来ると避暑地であっ

て、非常に別世界であるというのは、本当に私たちとしてもいい観光地なのかなと。ただ、それを
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利用しない手はないというところもあったり、安全面も考えて道路改良はしていただきたいと。ま

た、その形は少しずつでも結構ですので、進めていただきたいと思います。 

 ３番目ですが、これは、村長にちょっとお聞きしたいんですが、やはりそういう形で上信道があ

と３年、４年で全線開通して、嬬恋まではつながるとなると、もう本当に交通量が変わってくる。

こういう大チャンスのときに、やはり大前須坂線、そういう形で積極的に進めていただいたり、ま

た、高山へのアクセスやＰＲをすることが非常に必要だと思うんですが、その辺、村長の御意見を

お願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 この道路につきましては、基本的には、一般的には生活道路であるとか、やはり観光道路、とき

には防災道路としての利用があるわけでございます。そんな中で、本村の場合は、その通年、使え

る県道というものが実はございません。そんなことから、昨年、私、県のほうに要望する機会があ

りまして、当時の建設部長、今の副知事でございますが、とにかく高山村というところは、そうい

う県道があっても通年通行できないんだということで、ぜひ、そこは県のほうも御理解いただく中

で、検討いただきたいというお話もさせていただいた経緯がございます。 

 そんな中で、今、上信道というお話もございました。どんなふうに、今、建設中ということでご

ざいますので、それをどういうふうに、また今後、案内できるのか、その辺はちょっとまた県のほ

うとも相談しながら、お聞きしなきゃいけないなと思っておりますし、この大前須坂線につきまし

ては、やはり長いこと、半世紀近く同盟会で活動してきて、なかなか、いわゆる群馬県側が進んで

いないというのが実情かと思います。 

 そんな中で、やはりこの同盟会活動というのは、これ、この同盟会に限らず、やはり地域の盛り

上がりというのが非常にこれは私は大事だと思っておりますので、ここはやはり議員さんの力をお

借りしながら、あるいは、地域の皆さんのお力もお借りしながら、やはり何とかこう、一歩でも前

進するように努力をしてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 ぜひともお願いしたいと思います。昨日も各議員からもお話があった道の駅とか、そういうのも

通過できる道路がある、ないというので、やはり条件というのも絞られるのかなというところもあ

ります。強く、高山村でも、行き詰まりの村ではなく、通り抜けられて観光地になってくれる、こ

れがもっとアクセスがよくできれば、草津温泉という有名なところがあっても、そこがワンポイン

トで、高山、長野に来ていただくというところも、やはり、これからは考えていかなきゃいけない
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と。そういうところも取り残されないように、村長先頭でお願いしたいと思います。 

 質問は以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で黒岩清道議員の質問を終わります。 

─────８番 湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 それでは、最後になりますが、通告に従いまして質問いたします。 

 初めに、物価対策についてお聞きします。 

 ロシアのウクライナ侵略から４年目になっております。初めは石油製品の値上がりから始まりま

したが、今では燃料だけでなく、全ての商品が値上がりし、国民生活は苦しくなる一方です。昨年

からの米の価格高騰はとどまるところはありません。昨年の今頃はスーパーなどで販売価格は、10

㎏袋で大体3,000円から4,000円ぐらいだったというふうに思いますが、今年になると、10㎏は

8,000円とか１万円とかということが報じられております。政府の米の高騰対策は、後手後手とな

ってしまい、最近になって、異常な米価高騰は米の生産量の不足だということが明らかとなり、米

政策の失敗ということが明らかになり、国民の怒りは極限に達しております。石破首相は農水大臣

を交代させ、備蓄米の放出による量的確保、まずはスピード感を演出しながら取り組んでいるとこ

ろと感じているところであります。 

 皆さん御存知のように、米不足の理由は、減反・減産を押しつけ、ミニマムアクセス米として、

毎年77万tが20年にわたって輸入してきたこともあり、そして、米農家は2000年時、約175万戸あり

ましたが、最近は53万戸と３分の１まで減少している。このための減産という内容になっておりま

す。 

 さて、物価高騰対策として、消費税減税が有効だということは、多くの皆さんが考えることでは

ないでしょうか。今年の７月の参議院選挙に向けて、立憲民主党は１年に限って食品をゼロ％にす

る。日本維新の会は２年間消費税をゼロとすると。国民民主党は時限的に５％にし、しかし、財源

は赤字国債を発行するとしております。日本共産党は廃止を目指しながら、緊急に５％にし、財源

は大企業・富裕層に応分の負担を求め、そして恒久財源するとしております。国債などの借金を財

源に充てることは、後世にツケを回すということになると思いますが、いかがでしょうか。 

 政府や多くの自治体の長は、消費税は社会保障財源のために必要だと言って、最近、ある県知事

の皆さんなどは、政府に減税をしないでほしいと申し入れたとの報道もありました。この三十数年

間にわたる実態は、大企業や富裕層への減税効果が大きかったということははっきりしております。

指摘しておきたいと思います。 

 さて、今年の労働者の賃金アップ率は、連合発表で大企業は5.46％、中小企業は5.0％と発表し

ております。国民や組織の労働者への波及はこれからとなるのではないかと思います。内閣府の調



－103－ 

査によると、１人当たりの給与総額、今年の３月の時点で前年比2.1％増加したとしておりますが、

購買力の源泉でもある実質賃金は、昨年からの物価上昇のため、2.1％の減少となってしまって、

３か月連続のマイナスだとしておりました。これは３月の時点であります。今日の新聞によります

と、４月の勤労統計調査が報告されておりまして、実質賃金は1.8％減少して、これで４か月連続

となったということを報じております。このような状況は、本村においても同様と考えます。 

 そこで、本村の物価高騰対策をお聞きしたいと思います。 

 １つ、燃料や食品など諸物価高騰対策として、所得を考慮しながらもガソリンや灯油などの購入

に対し、燃料券等の助成制度の創設を求めます。 

 ２つ目です。水道の基本料について、以前行っていただきましたが、改めて、基本料の無料化と

いうのを検討していただきたいと思いますが、御答弁をお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 物価対策についてお答えをいたします。 

 現在、不安定な世界情勢や円安の影響などから、原材料価格の高騰により、エネルギーや食料品

を始めとする生活に欠かすことのできない品物の価格が上昇しており、村民の皆様の暮らしに大き

く影響を及ぼしているものと思っております。特に、米の価格は最近放出された備蓄米以外は、い

まだ高止まりしている状況にありますことから、今後、米の安定価格とともに、農家の生産性向上

につながることを期待するものであります。 

 そこで、まず初めに、諸物価高騰対策として、ガソリンや灯油などを対象とした燃料券の交付に

ついてのお尋ねでありますが、国では、昨今の燃料価格の高騰を踏まえ、去る５月22日から燃料油

価格定額引下げ措置として、当面の間、足元の物価高に対応する観点から、従来の燃料油激変緩和

対策事業を組み直し、定額の価格引下げ措置を講じております。このため、国によりますと、補助

の効果は徐々に価格に反映されるとした上で、ガソリンの小売価格は、すぐさま10円下がるわけで

はなく、段階的に補助金を増やしていくこととしておりますので、今後、その効果が徐々に現れて

くるものと思われます。 

 そのようなことから、議員お尋ねの燃料券の交付につきましては、今回の国の補助金投入効果や

今後の動向を十分に見極めた上で、検討が必要な場合は、他の自治体の取組状況なども参考にしな

がら、慎重に対応してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 次に、水道基本料金の無料化についてでありますが、村では、令和５年度及び令和６年度におい

て物価高騰に対応するため、国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用して、全世帯を

対象に水道基本料金の減免を行った経緯がございます。 

 そこで、議員お尋ねの水道基本料金の無料化につきましては、いまだ物価高騰が続いている中で、
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日々の生活に欠かすことのできない水の使用に関する負担感を軽減することは、村民の生活を守る

ための施策として有効であると思われます。 

 しかしながら、現在、国ではエネルギーや食用品価格等の影響を受けた生活者や事業者に対し、

様々な対策を検討されておりますことから、今後の国の動向を注視するとともに、必要に応じて、

先進自治体の動きも視野に、慎重に対応する必要があるものと考えております。 

 したがいまして、現時点において、水道基本料金の減免等につきましては、難しいものと考えて

おりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 それでは、再質問いたします。 

 ただいま、先ほどの質問においては、今後、動向を見極めたり、財源の問題と、いろいろおっし

ゃっておりますが、ひとつ改めて村長にお願いしますが、３月の県議会で決められたんですが、物

価高騰対応支援地方創生臨時交付金、これは令和６年度の事業ということで決まったと。これは、

ちょっとネットか何かで見て分かったんです。それは、これについては、村としてどのような具体

化をされる計画なのかということをお聞きしたいと思うんですが。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 今、おっしゃったのは、県の補助金の話ですか。今回、補正で組んだ話ですか。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 そうになるというふうに聞いてもいます。 

○村 長（藤沢敏和） 

 その内容の話ですか。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 使い方の方向だけです。予定、こんな、ここでするという話しさせていただければ。 

○村 長（藤沢敏和） 

 その県の物価高騰対応するため、所得割非課税世帯に対する１世帯２万円を給付するということ

でございます。その事務的な流れ等につきましては、担当のほうから申し上げますので、よろしく

お願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────遠山係長。 

○福祉係長（遠山寛道） 
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 ただいまの質問につきまして、私のほうから御回答申し上げます。 

 今定例会の補正予算で、住民税所得割非課税世帯、１世帯当たり２万円と、あと、子どもさんが

いらっしゃる世帯については追加交付ということで予定をしておりますので、よろしくお願いをし

たいかと思います。 

 以上でございます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 それでは、今後、これから後の常任委員会のほうで説明があるということで、お願いしたいと思

います。 

 それで改めて、それでは、遠山係長にお聞きしたいんですが、米の価格高騰は、日々、皆さんの

生活を圧迫するというような状況になっていて、私も近所の方からも、今年の当面食べる米はある

ということを言っておりますが、今年の秋収穫の米価については大変心配で、過去、米価がどれぐ

らいになるかがということを大変心配しているということをおっしゃっておられました。それで、

ただいまの、今の今年のここの補正予算で提案されるであろう、この３月の県議会での物価高騰支

援対策事業に漏れるような方がもしいたら、そういうところの皆さんについても、改めて所得等の

検討していただきながら、もう少し広く当たるような施策もお願いしたいと思うんですが、どうで

しょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────遠山係長。 

○福祉係長（遠山寛道） 

 ただいまの質問に対しまして、私のほうから御回答申し上げます。 

 急激な物価上昇が続いておるというような状況でございますけれども、現状におきましては、村

独自の緊急支援という部分、行う予定というものは、今のところないというような状況でございま

す。また、今後の国の支援策、また、ほかの自治体等の動向も見まして、検討してまいりたいと思

っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 ぜひ、いろんな面について目配りいただければというふうに思いますので、よろしくお願いしま

す。 

 教育委員会にお聞きしたいんですが、給食費の材料費の値上げなども大きいんではないかという

ふうに思うんです。それで、給食費等については父母負担、具体的にはないということなんですが、
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この給食費以外で、例えば、父母負担が発生するというようなことがもしあれば、できるだけ父母

負担のないような形でお願いしたいと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 保護者負担の軽減ということについては、数年前からしっかりと取り組んでいるところでありま

す。どんなものが幾らかかってという算出、そして、その負担の軽減のためには、どんな努力が必

要かというようなことも、年々、精査しまして、金額的にもはじき出しているところではあります

けれども、今後ともそんなことで、しっかりと見ていきたいというふうに思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 湯本議員に申し上げます。 

 通告の範囲をあまり超えないように質問してください。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 気をつけます。失礼しました。 

 それでは、本村で改めて、値段、価格の問題です。物価の関係ですが、大規模な農作業の稲作農

家さんというのも、高山はあんまり多くないのかもしれませんが、やはり、ふるさと納税でも貢献

していただいている方も大変おいでになりますので、ぜひ、米のほうも一生懸命やっていただける

ように御支援いただければというふうにも思います。 

 次に、質問移ります。 

 道路管理についてお聞きしたいと思います。 

 県道大前須坂線の二ツ石地域、樋沢のバス停から西のほうへ約100ｍぐらい行った辺りからにな

るわけですが、歩道の縁石の高さが不十分ではないかと思われる箇所があります。その辺りは、縁

石の高さが約７㎝から８㎝ぐらいの高さになっているということで、周りは、そのほかは大体15㎝

ぐらいあるんです。道路の土木建築の関係される方に聞くと、道路舗装面の工事において、ただた

だ舗装に上乗せした形で舗装しただけではないかと。だから、だんだんと車道部分が上がっていっ

たということをおっしゃっておりました。ということで、やっぱり縁石の部分が低くなると、不慮

の事故という場合、車が縁石に乗り上げてしまうというようなこともあって、ある歩行者について

は、不安な材料になるんではないかというふうに思います。 

 そこで、お聞きしたいんですが、まず、県道の異常、そのような事故になりそうな部分について

の発見されたりしたときに、どのように手順で改善まで至れるという手順についてお聞きしたいと

思います。それは県道の部分。また、村道についても同じように、どのような形で改善される形に

なるのか、そして、村内の道路全体の管理ということも、どのように日常的にされているのかとい



－107－ 

うことをお聞きしたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜建設水道課長。 

○建設水道課長（山嵜賢一） 

 道路管理についてお答えいたします。 

 道路は、住民生活を支える最も普遍的で基礎的な社会資本であり、社会・経済活動を支える重要

な役割を担っている施設であります。 

 そこで、村内の道路につきましては、主要地方道須坂中野線など県道７路線を幹線といたしまし

て、その県道を補完する村道によって道路網が形成されており、このうち、村が管理する村道は、

現在、819路線で、延長が約303㎞に及び、この村道を常に良好な状態に保つために、日々の道路パ

トロールなどにより道路の損傷等を早期に発見し、修繕するなど、適切な維持管理に努めていると

ころでございます。また、歩道の縁石につきましては、歩道と車道の区分を明確にするとともに、

車道外に逸脱しかけた車の進行方向を復元する役割を担っております。 

 そこで、県道の異常発見時の改善方法についてのお尋ねでありますが、県道を管理する須坂建設

事務所では、パトロール等で異常箇所を確認した際、応急で対応できるものはその場で行い、そう

でない場合は、業者に依頼し、修繕を実施しているとの回答をいただいております。 

 なお、議員お話しの県道大前須坂線の二ツ石地区の歩道縁石につきましては、縁石自体の構造に

問題はないものの、車道の舗装修繕の繰り返しにより、高低差が小さくなっている状況であるとの

回答でありますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、村道の異常発見時の改善方法についてのお尋ねでございますが、村では、道路の陥没や側

溝蓋の損傷、下水道等のマンホール周辺や路面の著しいひび割れなどの異常箇所を確認した際は、

緊急性を考慮した上で応急的な措置を施すほか、必要に応じて、修繕工事等を計画するなど、改善

に向けて対応しているところでございます。 

 次に、村内道路の道路管理についてのお尋ねでございますが、村では、生活基盤の根幹でありま

す道路を快適かつ安全に利用していただけるよう、毎年、各地区から提出いただいております地区

振興計画に基づき、緊急性や必要性等を考慮した上で、道路改良工事を始め、舗装修繕工事やカー

ブミラーを設置するなどの整備を進めておりますほか、職員による日頃の道路パトロールにより、

道路の破損状況等を把握し、必要に応じて、補修等により対応しているところでございます。 

 しかしながら、パトロールを行う範囲が広いことなどから、細かい破損箇所までは確認できない

こともありますので、地域の皆さんからの情報提供は非常に貴重な情報源となっております。今後

も、道路パトロールにより道路の状況把握に努めるとともに、地域の皆さんからの情報も参考にし

ながら、利用される皆さんが安全で快適に通行できるよう、引き続き道路の維持管理に努めてまい

りますので、御理解、御協力をお願いいたします。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 それでは、再質問いたします。 

 ただいまの答弁で、村内を含めて地区振興計画で意見もらえれば対応しますというお話でしたの

で、これは、当然、県道も含めて村中ということで理解してよろしいですか。改めてお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜建設水道課長。 

○建設水道課長（山嵜賢一） 

 質問にお答えいたします。 

 対応につきましては、日々、こちらでパトロールを行っております。そのときに、細かい破損状

況等、見逃す場合もございますもので、地域の方からの情報等をまとめまして、それで修繕するな

ら緊急的に修繕する。あるいは、工事になれば、計画的に盛り込んでいくというようなことを、今

現在、行っております。 

 同様に、県道におきましても、そのような情報をいただければ、こちらから県のほうに要望いた

しまして、改善していただくようしておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 それでは、よろしくお願いしたいと思います。 

 それで、もう一つお聞きしたいと思いますが、秋の紅葉のときに、高井橋周辺では観光客の皆さ

んが道路に出て撮影されております。それで、ここの高井橋周辺、以前より、道路幅広くなったり、

いろいろしていただいたりはしているんですが、やはり、まだまだ観光客の大勢集まるときは、バ

スなども車両などもあったりして、やや狭い感じになります。 

 そこで、ここの辺り、道路標識だとか道路標示なども図っていただいているとは思うんですが、

もう少しいろいろ検討していただくというような面もあるんではないかと思うんですが、ちょっと

私も、今、具体的にということはなかなか言いづらい部分あるんですが、道路標示で線を引くとか

というようなあたりが必要な感じもするんですが、どうでしょうか。対応お願いしたいと思うんで

すが。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜建設水道課長。 

○建設水道課長（山嵜賢一） 

 ただいまの質問に対しまして、お答えさせていただきます。 
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 高井橋の紅葉の時期、混み合う時期、こちらも観光バスとか往来していて混み合っているという

ことは認識しております。当然、道路を管理している建設事務所のほうも、当然、認識していると

思いますので、引き続き混み合っているというようなことを、また建設事務所のほうにお伝えして、

標識とか表示、対策講ずるように要望してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 それでは、よろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、３番目に、質問に移りたいと思います。 

 憲法９条ということについて、村長にお聞きしたいと思います。 

 今年の８月15日は終戦から80年になります。今日から２か月後の８月６日は、広島原爆からの80

周年ともなる日に今日は当たります。改めて、現憲法の平和主義について、村長にお聞きしたいと

思います。 

 さて、さきの世界大戦では2,000万人を超えるアジア諸国民と300万人を超える日本国民の生命を

奪いました。沖縄は地上戦の戦場となり、日本全土も全国にわたる空襲で、多くの地方が焦土とな

りました。1945年８月にはアメリカ軍によって、広島・長崎に世界最初の原爆が投下され、その犠

牲者は二十数万人に上っております。このような耐え難い困難と悲しみを抱いた日本国民、二度と

一切の戦争を起こしてはならないとの決意を込めて、昭和21年11月３日に公布、22年９月３日から

現憲法は施行されました。 

 さて、憲法の前文で、「政府の行為によって再び戦争の惨禍が起きることのないようにすること

を決意し」としております。そして、第９条では第１項で、国権の発動たる戦争と、武力による威

嚇又は武力の行使は、国際紛争を解決する手段としては、永久にこれを放棄するとして、第２項で

は、陸海空軍その他の戦力を保持しない。国の交戦権を認めないとしております。これは、国の理

想を説く世界で唯一の最も貴い文章だというふうに言っている方もおいでになります。 

 ところが、自民党内では、施行時から憲法改正論議が起きており、安倍元首相の在任中から憲法

改正の声は強くなり、自民党による憲法改正草案が平成24年、2012年ですが発表されました。その

草案では、第９条に第３項を加え、国防軍を保持するとしております。これは紛争に対し、力と力

で対処することになるとともに、海外にも出撃できるようにすることになります。私は日本国憲法

の９条は平和、この憲法の柱ですので、当然、変更する必要はないと考えますが、自民党の憲法改

正草案のように、現憲法に変更を加える動きについて、村長としての反対の表示も含めて見解を求

めたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 
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○村 長（藤沢敏和） 

 憲法第９条についてお答えをいたします。 

 日本国憲法が施行されて78年目を迎えておりますが、恒久平和は日本国民の念願であります。こ

の平和主義の基本原則として、憲法第９条は、戦争の放棄、戦力不保持、交戦権の否認を定め、唯

一の被爆国として核兵器廃絶に向けた取組を積極的に行うなど、現在の憲法の下、民主主義に支え

られた平和国家として専守防衛に徹し、国際平和と安定のために歩んでまいりました。 

 そこで、憲法第９条を変更しようとする動きに対して、反対の意思表示をすることについてであ

りますが、日本国憲法前文には「政府の行為によって、再び戦争の惨禍が起こることのないように

することを決意する」と明記されておりますことから、この崇高な理念の下、国民の安全安心を守

るために、国会において、より慎重で丁寧な議論をしていただくことを望むものでございます。 

 このため、私はこれまでの安全保障の問題、外交の問題、国際問題など、歴史的経過を踏まえ、

平和憲法を尊重し、国際情勢を冷静に見つめ、国民的議論を幅広く深めていくことが大切であると

思っております。 

 なお、国の安全保障に関することにつきまして、私は確たる見識を有しているわけではございま

せんが、この安全保障の問題は極めて大事な事柄でありますことから、どうすれば平和を守り続け

ることができるかを国民一人ひとりが自らの問題として捉え、考えなくてはならないと思っており

ますので、私自身も国民の一人として、考え続けてまいりたいと考えておりますので、よろしくお

願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 それでは、再質問いたします。 

 現憲法、今の憲法の第２章、戦争の放棄に当たる部分について、自民党の憲法改正草案では、第

２章の安全保障としても表示が違ってきております。そして、今の憲法、第２章９条の２項、戦力

を保持しないとこちらは明言しています。ところが、自民党の草案では、同じ第２章にはなるわけ

ですが、９条、平和主義といいまして、この第２項では自衛権の発動を妨げるものではないとして

おります。そして、９条の２に国防軍というのを加えて、軍を統制させるために、そのための文言

を５項目も追加しております。また、９条の３ということで、こちらには領土の保全を加えて、領

土、領海、領空を守るとしております。ですから、これによって、この自民党草案においては、国

土を侵犯するおそれがあるというふうに認めれば、攻撃に出るということにもなるわけであります。

これは、今、憲法の、これ、先ほども申しました武力により威嚇又は武力の行使は国際紛争を解決

する手段としては放棄するということに対しても、全く正反対の考え方になるわけであります。こ

れは、戦前の第二次世界大戦以前に戻るものという考え方であるというふうに認識しております。
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今日、国会に憲法審査会が設置され、日常的に憲法改正は論議されておりますが、いまだにこの焦

点であります９条については議論になっておりません。これは、国民の中に、憲法９条は変えるな

という声がまだまだ大きいためというふうに考えます。憲法の平和主義を破壊して、５年間でこの

43兆円もの軍事費を投下し、そして、今日の自民党の懸案でありますアメリカと一体になって国際

紛争に自衛隊を参加させようという動き、これらをあるということをぜひ認識していただいたり、

また、分かっていただければというふうに思いますが、改めて村長にこのような動きがあるという

ことを認識していただけるということを、この感想について意見を求めたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 先ほどの繰り返しになってしまいますけれども、やはりこの国の安全保障に関することにつきま

して、私は確たる見識を有しているわけではございませんが、やはりこの憲法問題等につきまして

は、しっかりと国会において慎重に、丁寧な議論をしていただきたい。あわせて、やはり国民の皆

様にも分かるように、また、国民の皆様が理解していただけるような、やはりそういった議論も必

要だと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 それでは、以上で、今年、また例年のごとく６月29日には平和大行進の出発式を役場で行いたい

と思っております。ぜひ、前の内山村長に引き続き、藤沢村長にもこの出発式に御参加いただけれ

ばというふうに思いまして、これはお願いして、私の質問を終わりたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で湯本辰雄議員の質問を終わります。 

 これで一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 御苦労さまでした。 

午後１時54分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和７年６月６日 

                 高山村議会議長  西 原 澄 夫 
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                 署 名 議 員  滝 澤   聖 

 

                 署 名 議 員  梨 本   進 

 

                 署 名 議 員  沖 島 祥 介 
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令和７年第３回高山村議会６月定例会会議録（第４号） 

 

令和７年６月13日（金曜日） 

                                  

    議 事 日 程 

日程第１ 諸般の報告 

日程第２ 議案第35号 高山村個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正 

           する条例 

日程第３ 議案第36号 村税条例の一部を改正する条例 

日程第４ 議案第37号 高山村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一 

           部を改正する条例 

日程第５ 議案第38号 高山村土地開発公社の解散について 

日程第６ 議案第39号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第１号） 

日程第７ 陳情第１号 「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書」採択を求める陳 

           情書 

日程第８ 陳情第２号 「さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算増額を求める意見書」 

           採択を求める陳情書 

日程第９ 陳情第３号 「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書採択の陳情につ 

           いて 

追加日程第１ 発議第５号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書 

追加日程第２ 発議第６号 さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算増額を求める意見 

             書 

追加日程第３ 発議第７号 「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書 

日程第10 閉会中の継続調査の申出について 

日程第11 議員派遣について 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 諸般の報告 

２ 議案第35号～議案第39号 

３ 陳情第１号～陳情第３号 

４ 発議第５号～発議第７号 

５ 閉会中の継続調査の申出について 

６ 議員派遣について 
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──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（12名） 

１番 久保田 雄 吉 議員       ２番 勝 山 正 弘 議員 

３番 滝 澤   聖 議員       ４番 梨 本   進 議員 

５番 沖 島 祥 介 議員       ６番 髙 井 央 葉 議員 

７番 柴 田 弘 男 議員       ８番 湯 本 辰 雄 議員 

９番 松 本   茂 議員       10番 山 嵜 秀 治 議員 

11番 黒 岩 清 道 議員       12番 西 原 澄 夫 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（なし） 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 藤 沢 敏 和  副 村 長 小 林 信 彦 

教 育 長 澁 谷 茂 夫  総 務 課 長 山 﨑 久 志 

住民税務課長 

(会計管理者) 
島 田   誠  健康福祉課長 黒 岩   慎 

産業振興課長 山 㟢 隆 広  建設水道課長 山 嵜 賢 一 

定住支援室長 鈴 木 靖 孝  
教 育 次 長 

(人権推進室長) 
堀   一 生 

──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 宮 川 洋 一  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午後１時30分  開 議 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程はお手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 諸般の報告 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１ 諸般の報告を行います。 

 報告第６号 上水道事業会計予算の繰越し使用について（報告）、報告第７号 下水道事業会計
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予算の繰越し使用について（報告）を別紙のとおりお手元に配りましたので報告します。 

 広報担当職員による写真撮影を会議規則第102条によって許可しましたので報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第２ 議案第35号 

～  

日程第６ 議案第39号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第２ 議案第35号 高山村個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改

正する条例から日程第６ 議案第39号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第１号）までの５件

を一括議題とします。 

 議案第35号から議案第37号の３件について、委員長の報告を求めます。 

─────沖島総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（沖島祥介議員） 

 ただいま議題となっております総務文教常任委員会に付託されました案件は、議案第35号から議

案第37号までの３件です。 

 審査の経過及び結果について報告します。 

 委員会は、去る６月９日午前10時から、委員全員出席の下、所管の職員の出席を求め、委員外議

員の発言を許可し、慎重に審査いたしました。 

 議案第35号 高山村個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

については、特段質疑もなく討論を省略して採決の結果、全員賛成で原案のとおり可決すべきもの

と決定いたしました。 

 議案第36号 村税条例の一部を改正する条例については、公示送達でこれまで掲示板等で示した

例はあるか、また特定親族特別控除の内容について質問があり、所管課からは公示送達の概算の年

間件数、また特定親族特別控除の制度の概要と想定される対象人数について説明がありましたが、

討論を省略して採決の結果、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第37号 高山村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改正

する条例については、特段質疑もなく討論を省略して採決の結果、全員賛成で原案のとおり可決す

べきものと決定いたしました。 

 以上、総務文教常任委員会に付託されました議案３件についての審査の経過及び結果の報告とい

たします。 

○議 長（西原澄夫議員） 
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 議案第39号について、委員長の報告を求めます。 

─────髙井予算決算常任委員長。 

○予算決算常任委員長（髙井央葉議員） 

 ただいま議題となっております予算決算常任員会に付託されました所管事項について、委員会審

査の経過並びに結果を報告します。 

 付託されました案件は議案第39号の１件です。 

 委員会は去る６月９日午前11時20分より、委員全員出席の下、所管職員の出席を求め、慎重に審

査を行いました。 

 審査は、所管課ごとに細部説明を受け、各委員から質疑がありました。主な質疑を答弁を費目ご

とに申し上げます。 

 初めに、総務費、総務管理費、企画費において、ローカル10,000プロジェクトについて総務省に

て公表された公費交付額と予算額の金額の違いについての質疑があり、受入れ可能な最大の金額を

予算計上しているとの回答がありました。 

 土木費、道路橋梁費、道路維持費において、元気づくり支援金が不採択となった理由についての

質疑があり、今年度より元気づくり支援金の対象事業が見直され、これまで長く対象事業となって

いたおてんま事業のように地域に限定される事業が対象から外れることになったためとの回答があ

りました。なお、この事業は必要なものなので一般財源で対応していくとの説明がありました。 

 採決は６月９日午後１時より、委員全員出席の下、改めて委員会を開催し、討論を省略して挙手

による採決を行いました。その結果、議案第39号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第１号）

は全員賛成で、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 この補正予算の執行に当たりましては、村民のよりよい暮らしのために反映されますよう切に要

望いたします。 

 以上で、予算決算常任委員会に付託されました議案１件の審査の経過並びにその結果の報告とし

ます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから議案第35号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第35号 高山村個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正

する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第36号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第36号 村税条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第37号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 
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 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第37号 高山村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一

部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第38号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第38号 高山村土地開発公社の解散についてを採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第39号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第39号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第１号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第７ 陳情第１号 

～  

日程第９ 陳情第３号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第７ 陳情第１号 「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書」採択を求める

陳情書から日程第９ 陳情第３号 「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書採択

の陳情についての３件を一括議題とします。 

 陳情第１号から陳情第３号について、委員長の報告を求めます。 

─────沖島総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（沖島祥介議員） 

 ただいま議題となっております総務文教常任委員会に付託されました案件は、陳情第１号から陳

情第３号までの３件です。 

 審査の経過及び結果について報告します。 

 委員会は、去る６月９日午前10時40分から、委員全員出席の下、委員外議員の発言を許可し、慎

重に審査いたしました。 

 陳情第１号 「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書」採択を求める陳情書につ

いては、特段質疑もなく討論を省略して採決の結果、全員賛成で採択すべきものと決定いたしまし

た。 

 陳情第２号 「さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算増額を求める意見書」採択を
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求める陳情書については、特段質疑もなく討論を省略して採決の結果、全員賛成で採択すべきもの

と決定いたしました。 

 陳情第３号 「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書採択の陳情については、

特段質疑もなく討論を省略して採決の結果、全員賛成で採択すべきものと決定いたしました。 

 以上で、総務文教常任委員会に付託されました陳情３件についての審査の経過及び結果の報告と

いたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから陳情第１号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから陳情第１号 「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書」採択を求める陳

情書を採決します。 

 この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

 この陳情は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 この陳情は委員長の報告のとおり採択することに決定しました。 

 これから陳情第２号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから陳情第２号 「さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算増額を求める意見書」

採択を求める陳情書を採決します。 

 この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

 この陳情は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 この陳情は委員長の報告のとおり採択することに決定しました。 

 これから陳情第３号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから陳情第３号 「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書採択の陳情につ

てを採決します。 

 この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

 この陳情は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 この陳情は委員長の報告のとおり採択することに決定しました。 

 しばらく休憩します。 

午後１時46分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時47分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 
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 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 お諮りします。 

 ただいま滝澤 聖議員ほか２名から発議第５号が提出されました。これを日程に追加し、追加日

程第１として議題としたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 発議第５号を日程に追加し、追加日程第１として議題とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第１ 発議第５号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 追加日程第１ 発議第５号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書を議題としま

す。 

 職員に朗読させます。 

─────書記 槇田和子さん。 

○書 記（槇田和子） 

＝発議第５号朗読＝ 

                                    令和７年６月13日 

高山村議会議長 西 原 澄 夫 様 

                        提出者 高山村議会議員  滝 澤   聖 

                        賛成者 高山村議会議員  松 本   茂 

                            高山村議会議員  山 嵜 秀 治 

 

義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書 

 

 上記の議案を、別紙のとおり会議規則第13条の規定により提出します。 

 

義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書（案） 

 

衆議院議長 

参議院議長 

内閣総理大臣 
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財務大臣 

総務大臣 

文部科学大臣  あて 

                             高山村議会議長 西 原 澄 夫 

 

 2025年度から小学校の学級定員は全学年で35人となります。しかし、多様化し複雑化する教育へ

の要請に応えるためには、中学校を含めさらなる学級定員の引下げが望まれます。 

 長野県では2013年度に小中学校全学年で35人学級が実現しました。また、複式学級の定員につい

ても独自に小中学校とも８人としています。しかし、義務標準法の裏付けがないため財政的負担は

大きく、学級増による教員増の多くを臨時的任用で対応している状況です。また、小学校の専科教

員は国基準で配置され、県基準の学級数と連動していないという課題もあります。 

 義務教育費国庫負担制度については、2006年に国庫負担率が２分の１から３分の１に引下げられ

ました。厳しい財政状況の中、独自財源により教員配置を行っている自治体もありますが、公教育

において自治体間の格差が生じることは大きな問題です。国の責任で十分な教員配置のための財源

保障をし、全国どこに住んでいても、子どもたちが一定水準の教育を受けられるようにすることは

憲法上の要請です。 

 よって、国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が計画

的に教育行政を進めることができるよう、2026年度予算編成の件につき、下記の措置を講じられる

よう強く要請します。 

 

記 

 

１ 教育の機会均等とその水準の維持向上のために必要不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅持し、

負担率を２分の１に復元するなど拡充すること。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出いたします。 

 

○議 長（西原澄夫議員） 

 本件についての趣旨説明を求めます。 

─────３番 滝澤 聖議員。 

○３番（滝澤 聖議員） 

 ただいま議題となっております発議第５号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見

書の趣旨説明を申し上げます。 
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 義務教育費国庫負担制度は、全国全ての地域において必要な教職員を確保し、義務教育の機会均

等と教育水準の維持向上を図るための制度として、大変重要なものであります。しかし、国の三位

一体改革により国庫負担率が２分の１から３分の１に引き下げられたことから、地方自治体は教育

行政の実情により、余儀なく人的措置等を独自財源より補っており、各自治体が保有する財政の差

によって自治体間で教育格差が生じることが問題となっております。 

 意見書は、義務教育の機会均等とその水準の維持向上及び地方財政の安定を図るため、必要不可

欠な国庫負担制度を堅持し、国の負担率を２分の１に復元するなど拡充を求めるものです。 

 議員各位の御賛同を申し上げ、趣旨説明といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから発議第５号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから発議第５号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書を採決します。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。 

 ただいま髙井央葉議員ほか２名から発議第６号が提出されました。これを日程に追加し、追加日

程第２として議題としたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 発議第６号を日程に追加し、追加日程第２として議題とすることに決定しました。 
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──────────────────────────────────── 

追加日程第２ 発議第６号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 追加日程第２ 発議第６号 さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算増額を求める意

見書を議題とします。 

 職員に朗読させます。 

─────書記 槇田和子さん。 

○書 記（槇田和子） 

＝発議第６号朗読＝ 

                                    令和７年６月13日 

高山村議会議長 西 原 澄 夫 様 

                        提出者 高山村議会議員  髙 井 央 葉 

                        賛成者 高山村議会議員  滝 澤   聖 

                            高山村議会議員  松 本   茂 

 

さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算増額を求める意見書 

 

 上記の議案を、別紙のとおり会議規則第13条の規定により提出します。 

 

さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算増額を求める意見書（案） 

 

衆議院議長 

参議院議長 

内閣総理大臣 

財務大臣 

総務大臣 

文部科学大臣  あて 

                             高山村議会議長 西 原 澄 夫 

 

 2025年度から小学校の学級定員は全学年で35人となります。しかし、多様化し複雑化する教育へ

の要請に応えるためには、中学校を含めさらなる学級定員の引下げが望まれます。 

 長野県では2013年度に小中学校全学年で35人学級が実現しました。また、複式学級の定員につい

ても独自に小中学校とも８人としています。しかし、義務標準法の裏付けがないため財政的負担は
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大きく、学級増による教員増の多くを臨時的任用で対応している状況です。また、小学校の専科教

員は国基準で配置され、県基準の学級数と連動していないという課題もあります。 

 学校現場は、膨大な業務量に加え、一人ひとりの子どもに寄り添った対応が求められ、深刻な人

手不足の状況です。教員は多忙を極め、教材研究や授業準備を勤務時間内に行うことは極めて困難

になっています。ゆたかな学びを実現するためには、さらなる少人数学級推進と教員の持ち授業時

数軽減のための抜本的な教員定数の改善が不可欠です。 

 よって、国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が計画

的に教育行政を進めることができるよう、2026年度予算編成の件につき、下記の措置を講じられる

よう強く要請します。 

 

記 

 

１ どの子にもゆきとどいた教育をするため、国の責任で以下の３点を検討し、必要な教育予算の

増額をすること。 

 （１）さらなる少人数学級の推進。 

 （２）複式学級の学級定員の引下げ。 

 （３）教員基礎定数算出に用いる「係数」の改善。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出いたします。 

 

○議 長（西原澄夫議員） 

 本件についての趣旨説明を求めます。 

─────６番 髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 ただいま議題となっております発議第６号 さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算

増額を求める意見書の趣旨説明を申し上げます。 

 公立義務教育諸学校の学級編成及び教職員の定数の標準に関する法律の一部改正により、令和３

年度から５年計画で小学校は35人学級が実現することになりました。これは、安全安心な教育環境

の下、誰一人取り残すことなく全ての子どもたちの可能性を引き出す教育へ転換し、個別最適な学

びと協働的な学びを実現することが必要であることから、一人ひとりの教育的ニーズに応じた、き

め細やかな指導を可能とする指導体制を整備することを目的に施行されたものですが、いまだ学校

現場では子どもたちに寄り添った指導の難しさに加え、ＧＩＧＡスクール構想への対応や、貧困、

いじめ、不登校など解決すべき課題が山積しており、子どもたちがゆたかな学びを受けることは困
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難な状況にあります。 

 ゆたかな学びを実現するために、さらなる少人数学級推進と教職員の定数の改善が必要です。 

 そこで、本意見書は地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が計画的に教育行政を進

めることができるよう少人数学級推進と教育予算の増額、また複式学級の学級定員を引き下げるこ

とを強く要望するものです。 

 議員各位の御賛同をお願い申し上げて、趣旨説明といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから発議第６号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから発議第６号 さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算増額を求める意見書を

採決します。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。 

 ただいま山嵜秀治議員ほか２名から発議第７号が提出されました。これを日程に追加し、追加日

程第３として議題としたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 発議第７号を日程に追加し、追加日程第３として議題とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 
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追加日程第３ 発議第７号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 追加日程第３ 発議第７号 「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書を議題と

します。 

 職員に朗読させます。 

─────書記 槇田和子さん。 

○書 記（槇田和子） 

＝発議第７号朗読＝ 

                                    令和７年６月13日 

高山村議会議長 西 原 澄 夫 様 

                        提出者 高山村議会議員  山 嵜 秀 治 

                        賛成者 高山村議会議員  柴 田 弘 男 

                            高山村議会議員  髙 井 央 葉 

 

「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書 

 

 上記の議案を、別紙のとおり会議規則第13条の規定により提出します。 

 

「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書（案） 

 

衆議院議長 

参議院議長 

内閣総理大臣 

文部科学大臣  あて 

                             高山村議会議長 西 原 澄 夫 

 

 今、学校現場では小・中・高を合わせると41万人を超える不登校の子どもの数（23年度）が文科

省調査で明らかになっています。とりわけ小・中学校では11年連続で増加し、過去最多となってい

ます。また、貧困・いじめ・教職員の未配置など解決すべき課題が山積しており、長時間労働の実

態も改善されず、子どもたちのゆたかな学びを保障するための教材研究や授業準備の時間を十分に

確保することが困難な状況となっています。 

 学習指導要領の改訂は、子どもたちのゆたかな学びの保障や、教職員の「働き方改革」に大きく

かかわります。「カリキュラム・オーバーロード」の状態等を改善することが喫緊の課題です。こ
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のため、次期学習指導要領の内容の精選や標準授業時数の削減が強く求められます。 

 つきましては、下記の措置を講じられるよう強く要請します。 

 

記 

 

１ 子どもたちのゆたかな学びを保障するため、「カリキュラム・オーバーロード」の早期改善、

および学習指導要領の内容の精選等を行うこと。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出いたします。 

 ※「カリキュラム・オーバーロード」とは、国の教育課程基準にもとづき、学校が定めた教育課

程の時数と内容が過多（教育課程の過積載）になっていて、子どもや教職員に過大な負担がかかっ

ている状態。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 本件についての趣旨説明を求めます。 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 ただいま議題となっています発議第７号 「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意

見書について趣旨説明を申し上げます。 

 子どもの不登校はこの10年間で３倍と急激に増加し、小中学校では35万人近くになりました。高

校生まで含めると41万人を超えます。これまで少なかった小学校低学年でも増えているといいます。

今こそ不登校について、子どもも親も安心できる政策が求められているのではないでしょうか。 

 １つは、行き渋りや不登校で悩んでいる子どもや親、保護者への温かい支援策です。もう１つは

学校が嫌いと言う子どもが急増したわけですから、子どもが通いたくなるような学校にしていくこ

とです。 

 不登校は子どものせいではありません。不登校の子どもの多くは様々な理由で心が折れた状態に

あると言われます。子どもが学校に行くことは義務ではありません。義務教育の義務は、子どもの

教育への権利を保障するための親と国の義務のことです。学校での不登校への対応は重要で、少な

くない先生たちが子どもに寄り添って頑張っています。ここを私たちは一層応援したいと思います。 

 さて、2020年度から始まった学習指導要領では、小学校４年生以上で週５日のうち４日間と、ほ

ぼ毎日６時間授業となり、２年生でさえ６時間授業の日があります。こうした、子どもや教職員に

過大な負担がかかっていることを改善し、子どもたちのゆたかな学びを保障するため本意見書を提

出するものです。 

 議員各位にはこの趣旨を御理解いただき、御賛同いただきますようお願い申し上げまして、趣旨
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説明といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから発議第７号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから発議第７号 「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書を採決します。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。 

 ただいま議決されました意見書について、その条項、字句、数字その他整理を要するものについ

ては、その整理を議長に一任されたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 条項、字句、数字その他整理を要するものについては、その整理を議長に一任することに決定し

ました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第10 閉会中の継続調査の申出について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第10 閉会中の継続調査の申出についてを議題とします。 

 各委員長から所管の事務の調査について、会議規則第74条の規定によって、お手元に配りました

申出書のとおり、閉会中の継続調査の申出があります。 
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 お諮りします。 

 委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第11 議員派遣について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第11 議員派遣についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 議員派遣につきましては、お手元に配りましたとおり派遣することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議員派遣は、お手元に配りましたとおり派遣することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

○議 長（西原澄夫議員） 

 お諮りします。 

 本定例会の会議に付された事件は全て終了しました。 

 会議規則第６条の規定によって、これで閉会したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 本定例会は、これで閉会することに決定しました。 

 会議を閉じます。 

 この機会に、議長として一言御礼を申し上げます。 

 ６月定例会は６月３日から本日13日までの11日間の会期で開催されました。この間、村長から提

出されました条例改正などの案件または令和７年度補正予算につきましては、各常任委員会におい
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て慎重に審査をいただき、ここに終結することができました。 

 初日には、議会会議規則の一部を改正させていただきました。この改正によって本定例会から一

般質問の質問回数の制限を廃止いたしましたので、ケーブルテレビの視聴者の皆様にもより分かり

やすい一問一答のやり取りを御覧いただけたものと思っております。ただ、まだ一部は検討させて

いただきたいと思います。 

 この一般質問では、９名の議員に御登壇をいただき、20項目にわたっての質問や提言をいただき

ましたが、当面の課題から国政など多岐にわたっての質問や提言に対し、理事者並びに役職員から

真摯な御答弁を賜りましたこと、心より厚く御礼を申し上げます。また、議員各位におかれまして

は活発な議論と円滑な議会運営に御協力をいただきましたこと厚く御礼を申し上げます。 

 さて、去る５月11日と18日には村内３か所で議会報告会を開催させていただきました。そこで、

高山村の住みやすさについて多くの村民の皆様から生の声を聞かせていただくことができました。

今後も議員一同、村民の皆様と共に安心安全な村づくりに向けて、不断の努力を続けていかなけれ

ばなりません。 

 本年10月からイオンモール須坂の開業が予定されております。本村にとっても商業環境や交通環

境、若者や子育て世代の定住促進といった観点から影響が予想されます。今後村としての対応や方

針について議論を深めていく必要があると考えております。 

 結びになりますが、いよいよ気象庁から梅雨入りの発表がありました。近年は大雨、猛暑の梅雨

とも言われております。本定例会の運営に御尽力いただいた議員各位並びに理事者、関係職員の皆

様により感謝を申し上げますとともに、お体には十分気をつけていただき、さらなる御活躍を賜り

ますようお願いを申し上げ、６月定例会閉会の挨拶とさせていただきます。大変ありがとうござい

ました。 

 この際に村長の発言を許します。 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 ６月定例会の閉会に当たりまして、一言御礼の御挨拶を申し上げます。 

 本定例会は、去る６月３日に開会し、本日までの11日間にわたり、御提案を申し上げました全議

案を慎重に御審議いただき、それぞれ原案どおり議決を賜りましたことに厚く御礼申し上げます。 

 今会期中に議員各位から賜りました貴重な御意見、御提言につきましては、十分にその意を尊重

いたしまして、厳しい経済環境と財政事情ではございますが、今後の村政運営に十分生かしてまい

る所存でありますので、今後とも格別なる御指導、御協力を賜りますようお願いを申し上げます。 

 気象庁は今月10日、長野県を含む関東甲信地方が梅雨入りしたとみられると発表をいたしました。

これは平年より３日遅く昨年より11日早い梅雨入りとなりましたが、本村では大雨による土砂災害

等が心配されますことから、今後とも集中豪雨等の災害に備え、関係機関や関係団体と連携を図り
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ながら有事に備えて万全を期してまいりたいと思っております。 

 去る９日、農林水産省は５月26日から今月１日までに全国のスーパーで販売された米５㎏当たり

の平均価格が前週と比べて37円安い4,223円であったと発表しました。２週連続での下落は昨年11

月以来で、これは政府備蓄米の競争入札による放出分が市場に広がったためで、今後は随意契約で

スーパーなどに引き渡した備蓄米の販売も本格化すると言われております。ただし前年同月比では

なお２倍、4,000円台の高値が続いており、政府が掲げる3,000円台の実現に期待が寄せられており

ます。しかしながら米の価格を巡っては、生産者と消費者の認識のギャップがあることから、今後

どのように政策支援できるかなど、国の動向に注視してまいりたいと思っております。 

 最近における景気の動向を見ますと、内閣府が発表した今年１月から３月期の国内総生産、いわ

ゆるＧＤＰ速報値は物価変動を除く実質で前期比0.2％減で、このペースが１年続くと仮定した年

率換算は0.7％減であったとされ、マイナス成長は１年ぶりと言われております。一方、県内経済

につきましては、日銀松本支店によりますと総括判断は持ち直しているとし、９か月連続で同じ表

現をされております。中でも個人消費につきましては緩やかに増加しているとし、米を中心に物価

高騰で消費者負担が増す一方、所得環境の改善は進んでいると指摘をしております。そのような中

で依然物価高騰が続いており、今後も値上げを予定されている品目もあることから、消費者にとっ

てはまだまだ厳しい状況が続くものと思われますが、今後実質賃金の伸びがプラスに転じ推移して

いくかどうかに注視するとともに、一日も早い景気回復を望むものであります。 

 このため村では地域の消費拡大や消費喚起を目的に、商工会と連携して20％のプレミアム付商品

券を来る７月13日から販売することとしておりますので、大勢の皆様に御利用いただき地域経済の

活性化が図れるよう期待しているところでございます。 

 さて、環境省や農林水産省が後援し、全国の31市町村でつくる「全国草原の里市町村連絡協議会」

は、「未来に残したい草原の里100選」に山田牧場を愛する会代表の宮川和浩氏が応募したところ、

去る５月23日に本村の山田牧場が選ばれました。この取組は2022年度から始まり、美しい草原の風

景を残す地域を100選として選ぶ国内初の取組で、既に53か所の草原の里が選定されており県内で

は菅平峰の原高原や霧ヶ峰、木曽町の開田高原や小谷村の茅場に次いで本村の山田牧場が登録され

ました。今後とも山田牧場の自然と人とが共生する社会の実現を目指して、美しい草原の風景を後

世に引き継いでいけるよう関係の皆様と連携を図ってまいりたいと考えておりますので、今後とも

村民の皆様の御理解、御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 今定例会初日の招集挨拶で申し上げました地区懇談会を来週17日から７月末までの間、全職員が

出席の下、４班編成で実施させていただきたいと思っておりますので、村民の皆様には大変お忙し

いこととは存じますが、日頃村政に対して感じていることや地域の課題等についてお聞かせいただ

き、今後の村政運営に生かしてまいりたいと考えておりますので、改めて議員各位を始め村民の皆

様に御参加いただきますようお願いを申し上げます。 
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 結びに、今後梅雨が明けますと本格的な夏を迎えます。議員各位にはくれぐれも健康に御留意を

され、ますますの御活躍を御祈念申し上げまして、閉会の御挨拶といたします。誠にありがとうご

ざいました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 令和７年第３回高山村議会６月定例会を閉会します。 

 御苦労さまでした。 

午後２時21分  閉 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和７年６月13日 

                 高山村議会議長  西 原 澄 夫 

 

                 署 名 議 員  滝 澤   聖 

 

                 署 名 議 員  梨 本   進 

 

                 署 名 議 員  沖 島 祥 介 
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